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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その街を訪おとずれし者、永遠に出ること叶かなわず。

　真実を見み抜ぬく目は失われ、深い静せい寂じやくが助けを請こう声を消し去る。

　決して足を踏ふみ入れることなかれ。迷い路みちの前で、汝なんじは無力なり。


『幻げん黒こくの書しよ　第一章』より
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「何かお話しして」

　幼いエマは、期待を込めて隣となりを歩く人物を見上げる。

　薄うすい唇くちびるが緩ゆるやかな弧こを描えがき、『先生』が笑った。

　夕日を背にして歩く二人の影かげが、道の先に伸のびている。街まで出て本を見つけに行ったエマ達だったが、すっかり遅おそくなってしまった。今は家路を足早に辿っている最中だ。

「ねえエマ。エマは道に迷ってしまったら、どうしますか？」

　ふいに、『先生』がそう切り出してきた。

「道に迷ったら？　うーん。とにかく目の前にある道を全部回ってみる！」

　思いついたままそう言うと、『先生』が頷うなずく。

「エマらしい答えですね。これから話す物語の主人公も、エマと同じことをしたんです」

　ワクワクするような話の予感に、エマは目を輝かがやかせて『先生』の話を待つ。

「主人公は、とある街にやって来ました。その街は数年前に廃すたれてしまった街で、今は廃はい墟きよとなっています。『迷めい宮きゆうの街』と言われており、入れば決して出ることはできないとされていました」

　エマはごくりと固かた唾ずを飲んで、続きを聞く。

「地図もないし、周りの朽くちた建物も皆みな同じに見える。歩けば歩くほど、自分の位置が分からなくなっていきました」

　いつの間にか頭の中で、迷っている主人公はエマ自身に変わっている。どれだけ怖こわいだろう。もしも家に帰れなかったら？　今も家で待っているだろう父親を思い浮うかべると、とても悲しい気持ちになる。

　涙なみだが滲にじんできて、エマは『先生』の手をぎゅっと握にぎった。

「ああ。大だい丈じよう夫ぶですよエマ。主人公はちゃんと街から出ることができます。それだけでなく、街に隠かくされていた宝も見つけて、自分の家に帰ることができました。だからそんな顔をしないで」

　宥なだめるように握った手を優やさしく揺ゆらされ、エマはホッとする。

　そこで『先生』は立ち止まり、エマに向き直ってしゃがみ込んだ。左右で色が違ちがう『先生』の瞳ひとみが、エマの目の前で穏おだやかな光を放つ。

　長く繊せん細さいな『先生』の指が、エマの涙を拭ぬぐい取った。

「道に迷ってしまったら、すごく心細いですよね」

　エマは眉まゆを下げて頷いた。想像するだけで、胸のあたりが抓つねられたように痛む。

「でも、泣いてばかりではいけませんよ。涙を拭ふいて、しっかり周囲を観察するんです。建物や看板に、手がかりがあるかもしれない。よーく目を凝こらして。……ああでも、上にばかり気を取られてはいけませんよ」

『先生』が片目を瞑つぶって言う。

「足元もちゃんと見て。転んでしまったら、更さらに泣きたくなってしまいますからね」

　その言葉に、エマも思わずクスリと笑えみを浮かべた。

「うん。確かに痛いと涙が出てきちゃうものね。気を付けるわ」

　エマの様子に安心したような表情を浮かべ、『先生』は立ち上がった。エマに向かって手を差し伸べる。

「道に迷った時は、私の言葉を思い出してくださいね」

「大丈夫。絶対忘れないよ！」

『先生』の手を握り返しながら、エマは頷いた。
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　エマは決意を込めて道の先を見つめる。普ふ段だんより一段と高くなった視界を捉とらえながら、両足に力を込めた。が、何も起こらない。

「ダメだ、エマ。変に手た綱づなを引っ張るな。それに姿勢が前ぜん傾けいしている。重心を意識するんだ」

　すぐにレイの指し摘てきが飛ぶ。エマに見本を示すように、レイは自身の長身で引き締しまった体たい軀くを真っ直すぐに伸ばした。それを見てエマは慌あわてて姿勢を正し、もう一度試ためしてみる。しかしやはり、動かない。

　何度か繰くり返した後、エマはがっくりと項うな垂だれた。

「……どうして動いてくれないの？　ファル」

　ファルと呼ばれたのは、今エマが乗っている、濃こい茶色の毛並みを持つ馬だ。

「うーん。やっぱり一人で馬に乗るのは難しいかなあ」

　困ったように笑ったのは、白馬に跨またがっているルースだ。輝くような金きん髪ぱつに、青い瞳が真っ直ぐエマを見ている。品のある整った容よう貌ぼうで白馬を操あやつる様は、まさに王子に相応ふさわしい優ゆう雅がさがあった。今は騎き士しの姿をしているが、ルースはアドリア王国の第一王子なのだ。

「どう思う？　バルト」

「馬にナメられてんだよ」

　ルースに話を振ふられたバルトは、呆あきれたような眼めつきでエマに言った。

　短い髪かみも、鋭するどさを印象付ける瞳も黒い。更に乗っている馬まで真っ黒だった。

「ビクビクしてるのが馬に伝わるんだろ」

　エマとしてはそんなつもりはないのだが、やはりどこか遠えん慮りよ気味なのは確かだった。更に姿勢がどうしても崩くずれてしまい、馬にきちんと指示がいかない。頭では分かっているのだが、なかなか体がついてこなかった。

「まあ僕は、エマを乗せて馬を走らせるの好きだから、いいけどね」

　落ち込みそうになるエマの気持ちを察したようなルースの一言を、バルトが遮さえぎった。

「甘やかすな。馬くらい乗れなきゃ、話にならない」

　バルトの言葉は尤もつともで、エマは握っていた手綱をぎゅっと握りしめた。

　エマ達は現在、王都を目指して旅をしている。エマの故郷であるローランドを離はなれて、六日が経過していた。

　移動手段は馬だ。城じよう壁へきに囲まれたローランドの街で育ったエマは、今まで馬に乗ったことがなかった。だが長ちよう距きよ離りを旅するならば、バルトの言うとおり、馬に乗れなくては話にならない。

　エマはローランドを出てからすぐに、馬の乗り方を教わっていた。ローランドで行われた武芸大会でバルトが優勝したため、賞金として幸いにも馬を得ることができた。エマはその馬にファルと名付け、世話をしながら練習している。

　ちっとも言うとおりにしてくれないファルの首筋を撫なでながら、エマはローランドで三人と過ごした日々を思い返す。

　ルース達は、ある書物を探し求めてローランドへとやって来た。『幻げん黒こくの書しよ』と呼ばれるその書は、得ることができれば願いが叶かなうと言われる『聖せい杯はい』の在り処かが書かれているという。

　エマはその『幻黒の書』をめぐって、ルース達と知り合った。殺人の濡ぬれ衣ぎぬを着せられた父親を助けるために、協力することにしたのだ。

　事件は無事解決し、ルース達は『幻黒の書』を手に入れることができた。中身を確かめると、『聖杯』の在り処が記されているとされる最後のページは破られていた。しかし、『幻黒の書』自体が、『聖杯』探たん索さくに力を注いだ他国の記録書であり、それだけで価値のある書だ。ゆえにルースは、ひとまず王に報告するために、書を持って王都へ向かっているのだ。

　ローランドから王都へは、馬で駆かけて五日程度かかる。ルース達三人だけなら、もっと早く到とう着ちやくすることができただろう。しかしエマが一人で馬に乗れず、馬での長い移動にも慣れていないため、時間が押しているのだ。

「もっと練習します」

「エマは一度言われたことは忘れない。馬を操る方法もしっかり頭には入っているんだろう。しかし、乗馬は実際に何度も経験して、慣れていくしかないんだ」

　レイが自身の乗っている馬を撫でながら言う。確かにエマは、練習初日にレイに教えてもらった方法、注意点など一字一句違たがわず覚えている。その時のレイの服装も、天気も、他ほかの二人の様子もすぐさま頭に思い浮かべることができた。

　決して忘れることのない、ずば抜ぬけた記き憶おく力。エマはこの力で、ルース達と協力しながら事件を解決し、『幻黒の書』の在り処を突つき止めたのだ。

　便利な能力ではある。しかし、馬の乗り方を頭で覚えたからといって、すぐにできるようになるわけではない。

「馬は我々の良き友だ。名前を付けて、一いつ生しよう懸けん命めい世話をすれば、きっと応こたえてくれる」

　エマは頷うなずいた。ファルの首筋をポンポンと叩たたく。

「早く仲良くなれるように、一いつ緒しよに頑がん張ばろうね」

　ファルはフン、と鼻を鳴らした。前ぜん途と多難そうな反応に、エマは苦く笑しようする。

「じゃあ練習はここまで。もう王都はすぐだから、このまま一気に駆けていこう」

　ルースはそう言って、ファルから下りたエマに手を差し伸のべる。

「さあエマ。僕の馬に乗って」

「でも、昨日も途と中ちゆうから私を乗せてくれましたよね。毎回毎回申し訳ないです」

　エマが躊躇ためらうと、ルースはにっこりと微笑ほほえんだ。女性が見れば、頰ほおを染めずにいられない甘い笑みを向けてくる。

「言ったでしょ、僕はエマと馬に乗るの好きなんだよ。エマを自分の腕うでの中に囲うのは、とっても気分がい……」

「エマ。私の馬に乗るんだ」

　レイがルースの言葉を遮って言う。ルースがムッと眉まゆを寄せた。

「ちょっと。僕、今話してる最中なんだけど」

「今まで、そんな邪よこしまな気持ちでエマを乗せていたのか？　騎士としても王子としても、あるまじき振る舞まいだ。エマ、ルースは危険だ。私の馬に乗りなさい」

「危険って、あのね……。前々から思ってたけど、レイは僕に遠慮がなさすぎじゃない？　仮にも僕は君の主人なんだけど」

「しっかりした主人であれば、私もそれなりの対応をする」

　手厳しくそう言い放つレイに、ルースが唇くちびるを尖とがらせる。

　レイは王家に忠誠を誓ちかう騎士を輩はい出しゆつする、名門シュトライト家の人間だった。しかし彼は、間ま違ちがっていると思えば自分の主人であっても容よう赦しやはしない。

「ひどいなあ。僕は正直者なだけだよ」

　ルースはきっと、そんなレイの公平さを気に入っているのだろう。案の定、表面上は怒おこっているが、レイを見つめるルースの瞳ひとみには信しん頼らいが見え隠かくれしている。傍はたから見ていて、とても強い絆きずなで結ばれた主従関係だと思う。

　ルースは『聖杯』を得て、戦いに明け暮れる国同士を統治したいと考えていた。現在、大陸には兵力の拮きつ抗こうした五大国が存在する。アドリア王国もそのひとつで、領地争いを何年も続けてきた。しかし、戦いは国民を疲ひ弊へいさせる。ゆえにルースは『聖杯』を、国を統治するきっかけにしたいとエマ達に話したのだ。

　レイはそんなルースに忠誠を誓っており、エマもまた、ルースの思いに賛同した。ローランドを出てルース達と王都へ向かっているのも、自分の記憶力を役立てたいと思ったからだ。

　──でも実際には、役立つどころか迷めい惑わくをかけてばかりだわ。

　バルトが先ほど見せた、呆れたような顔が思い浮うかぶ。もっと頑張らなくてはと気ばかりが焦あせった。

「エマ。こっちに」

　頑がんとして譲ゆずらないレイが、手を差し伸べてくる。ルースは不満そうな顔をしながらも、諦あきらめたようだった。

　エマは力強い腕に導かれ、ひらりとレイの馬に跨る。ファルは長い手綱をつけられ、バルトが引っ張ることになった。

　ぐん、と馬がスピードを上げて駆け出す。王都はもうすぐだった。
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　アドリア王国の王都コルネリア。

　ローランドと同じく円形の城壁に囲まれたその街は、しかしローランドとは比べ物にならない広さを誇ほこる。直径にして約十キロもある街の中には、多くの住民が生活し、またエマのように余所よそから来た人間の出入りも激しい。

　馬で一時間程ほど走り、エマ達はコルネリアへと到着した。太陽は真上にあり、丁度昼時だった。馬に乗ったまま、城壁の門をくぐる。

「……わあ。すごい……！」

　街に入った途と端たん、エマは歓かん声せいを上げた。

　石いし畳だたみの敷しかれた広い道の両側に、建物が美しく並んでいる。壁かべの色も濃のう淡たんの違ちがう茶色や黄色など、温かみのある色合いだ。その通りを、たくさんの人々が歩いている。忙せわしなく荷物を運ぶ屈くつ強きような男性、焼き立てだろう肉を店先で売る女性、仕立て屋の前でおしゃべりに夢中な少女達。剣けんを差した騎き士し達もいる。

　肉を焼く音や匂におい、どこからか陽気な音楽も聞こえてくる。エマは身を乗り出して、視界に飛び込んでくる情報のすべてを、目に焼き付けようとした。

「エマ。そんなにキョロキョロしたら、首が痛くなっちゃうよ」

　ルースが笑ってエマにそう言う。エマは頷きながらも、視線は周囲に向けられたままだ。ローランドから出なければ、きっと一生来ることはなかった王都。

　──見たことがないものがいっぱい。

　エマの好こう奇き心しんが、はち切れんばかりに膨ふくらむ。それとは正反対に、バルトは興味のなさそうな顔をしていた。旅慣れたバルトにとっては、珍めずらしくもない光景なのだろう。

「エマ。左右ばかり見ないで、前も見てごらん」

　ルースの言葉にはっとして、エマは通りの向こうへと視線を向けた。

　街の一段高い丘おかの上にそびえ立つのは、幾いく重えもの石を積み重ねて造られた巨きよ大だいな城だ。迫せまりくるような迫はく力りよくに、エマは圧あつ倒とうされる。

　形よく削けずられた石は一分の隙すきもなく、堅けん牢ろうな城を支えている。街にある建物の華はなやかさとは対照的に、城は灰色がかった地味な色合いだ。領土争いを繰くり返してきたアドリア王国では、城に求めるのは豪ごう華かさや華やかさではない。鉄てつ壁ぺきとも呼べる『攻せめにくい城』なのだ。

　しかし、その姿形はとても美しい。機能的でありながら、はっと息を吞のむような厳おごそかな雰ふん囲い気きがあった。

　現王アーベル・フェイスフェルトが統治する、シュヴァルツ城。そして第一王子であるルースが育った、住居でもある。

「王都にあるシュヴァルツ城はすごいって、酒場でお客さんが話していたのを聞いていましたけど……。想像以上です」

「確かに、城は外から見れば綺き麗れいだけどね。中も綺麗とは言い難がたい」

　静かな声はルースのもので、エマを乗せているレイの体が強こわ張ばるのが伝わってきた。エマは城に向けていた瞳をルースに向ける。ルースは苦く笑っていた。

「これから僕達が行くのは、外見の美しさとはかけ離はなれた魔ま窟くつみたいな場所だよ。いい？　絶対に僕から離れないって約束して」

　真しん剣けんな口調で言われ、エマは面めん食くらう。魔窟とまで言わしめるシュヴァルツ城とは、どんな所なのか。そして同時に悲しくもなった。ローランドで、ルースが王子だと正体を明かした時の会話が思い浮かぶ。その時のルースの話では、兄弟達は王位継けい承しようをめぐって派は閥ばつを作り、互たがいに対立しているという。

　──自分の家に帰ってきたはずなのに、家族に会えるはずなのに、少しも嬉うれしそうじゃない。

「ああでも、城だけじゃなくてどんな時でも、エマには傍にいてほしいよ？」

　ルースは、いつものように茶化して片目を瞑つぶってみせる。それからバルトに向き直った。

「他人ひと事ごとみたいに聞いてるけど、バルトもだからね？」

「自分の面めん倒どうくらい、自分で見られる」

　そっけないバルトの一言に、ルースは肩かたを竦すくめる。

「そりゃそうかもしれないけどさ。少しは頼たよってほしいな。僕は君の主あるじなんだから」

　穏おだやかな青い瞳が、バルトを真っ直すぐに射い貫ぬく。

「俺は誰だれかに頼ったりはしない。それに、お前に頼るなんて死んでも嫌いやだね」

　眉を寄せるバルトを見て、ルースは困ったような顔で笑う。

　バルトがルースの騎士になって、まだ日は浅い。ローランドで敵と戦った時、我を忘れたバルトを諫いさめたルースの姿は、今もエマの目に焼き付いている。まさに王族としての風格に溢あふれ、敵を倒たおすために暴走したバルトの動きを止めさせるほどだった。

　ルースはバルトの剣を、『孤こ独どくな剣』と評していた。故郷と慕したっていた主を亡なくしたバルトは、戦いに明け暮れ、自分の身を顧かえりみることをしない。そんなどこか刹せつ那な的なバルトに、ルースは戦う理由と居場所を提示したのだった。

『私、アドリア王国第一王子ルース・フェイスフェルトの騎士になることだ』

　バルトが、どんな思いでルースに膝ひざを折ったのかエマには分からないが、ルースに何かを感じたのは確かだろう。だからこそ誰にも従わない野生の獣けもののようなバルトが、彼を主に選んだのだ。

　しかし、今のバルトの表情を見る限り、主従関係にはまだまだ歩み寄りが必要そうだった。

　やがてエマ達の前に、巨大な城門が見えてくる。鉄で作られた門もん扉ぴは固く閉とざされており、侵しん入にゆう者しやを拒こばんでいるようだ。

　ゴクリと喉のどが鳴る。王が住む城に足を踏ふみ入れようとしているのだと思うと、体が強張った。

「おーい。エッボ！　ただいまー」

　そんなエマの緊きん張ちようをよそに、場ば違ちがいなほど暢のん気きなルースの声が上がる。すると、門扉の真上にある出窓から、一人の男性が顔を出した。縮れたような焦こげ茶の髪かみと髭ひげをしており、一見すると怖こわそうな容よう貌ぼうだ。

「おお！　ルース様じゃないですか！　おかえんなさい！」

　焦げ茶の髪から覗のぞく丸い黒目が、ルースにむかってにっこりと笑いかける。途端に愛あい嬌きようのある顔つきになった。

「ちょっとエッボ。見ないうちにまた太ったんじゃない？　そのうち、出窓から顔も出せなくなって、門番の仕事が出来なくなるよ」

「はははは！　そん時はルース様の近衛このえ騎士にしてくださいよ！」

「己おのれの管理もできない人間を騎士にはできんぞ」

　レイが生き真面目まじめにそう返す。

「レイ様もおかえりなさい！　まあ、確かにレイ様にしごかれるのは勘かん弁べんだな！」

　そう言うと、エッボは一度窓から引っ込んだ。

「エッボはここの門番を何十年もしているんだ。気のいい奴やつでね、すっかり顔なじみだよ」

　ルースは楽しそうに、エマとバルトに説明する。

「門番と顔なじみなど、お前くらいなものだろう。他ほかの王子は、門番と口などきかない」

　レイは呆あきれたような顔で付け足した。

　その時、門扉が耳みみ障ざわりな音を立てて内側から開いていく。

　門の先には扉とびらを守るように甲かつ冑ちゆうを着た二人の騎士が立っていた。ルースを見るなり、片かた膝ひざをついて頭を下げる。

　ルースは頷うなずいて、そのまま馬を進める。エマ達も後についていくが、すぐにまた第二の門扉が待ち構えていた。攻められた時、敵の行く手を阻はばむ方法のひとつだ。最終的には第三の門扉までを潜くぐって、エマ達はようやく城の中に入ることができたのだった。
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「ルース様。お帰りなさいませ」

「うん、ただいま」

「お仕事はすべて執しつ務む室に置いてあります」

「分かった」

「お食事はどうなさいますか？」

「後でもらうよ」

　ルースが城に入るなり、わっと人が寄ってくる。

　城に入った途と端たん、広く長い廊ろう下かが現れる。壁かべには絵画が飾かざられ、そのどれもが騎き士しが勇ゆう猛もう果か敢かんに戦う姿を描えがいていた。他には紋もん章しようが刻まれた盾たてや、鑑かん賞しよう用につくられた美しい装そう飾しよくの剣けんがかけられている。数々の戦果を挙げてきた、現王の治世を感じさせるものばかりだ。

　その中を、ルースは軽かろやかに通り抜けていく。

　──すごい。分かってたことだけど、やっぱりルースさんは王子なんだわ。

　エマはルースの背中を追いかけることしかできない。バルトは相変わらず威い圧あつ感かんを湛たたえながら、不ふ機き嫌げんな顔で周囲を見ていた。

「エマ。バルト」

　ふいに、先ほどまでルースの斜ななめ後ろに控ひかえていたレイが近付いてきた。小さく名前を呼ばれる。

「ここから先は、言こと葉ば遣づかいに気を付けろ」

　ひそりと告げられた言葉に、バルトが怪け訝げんそうに眉まゆを寄せる。

「あ？」

「その態度もだ。いいか。これからはよく考えて行動するんだ。立場を弁わきまえろ。お前達の言葉や振ふる舞まいが、そのままルースの評価に繫つながってしまう」

　エマは息を吞んだ。レイの表情は怖いほどに真剣だ。

「それって……」

「城が騒さわがしいと思ったら、お前か、ルース」

　その時、エマ達の背後から低い声がかかった。

　振り向くと、目の前に屈くつ強きような体つきの騎士が立っている。背は長身のレイと並ぶほどで、引き締しまった体たい軀くが服を着ていても見てとれた。肩までの赤みがかった茶色の髪は、緩ゆるくカーブを描いている。

　騎士の後ろには何人もの取り巻きがおり、剣を差した者もいれば、本を持っている文官らしき人間もいた。

「やあ、イザーク。久し振ぶりだね！」

　ルースが陽気に片手を上げながら、つかつかとイザークと呼ばれた騎士の所へ近づく。イザークは、侮ぶ蔑べつの表情を隠かくさずに言った。

「ようやくお帰りか。お前がいない間、城は私が守っていたんだぞ。お前には、王族の自覚がないのか？　そんなに流れ者のように振る舞いたいのなら、城に帰ってこなければいい。どこかで野垂れ死んでくれたほうが国のためだ」

　辛しん辣らつな物言いに、エマは思わず眉を寄せた。しかしルースは、からりと笑うだけだ。

「お兄様に向かってずいぶんな挨あい拶さつだね、弟よ」

　──弟？

　エマははっとする。ルースには他に三人の弟がいたはずだ。イザークと呼ばれた騎士は、その弟の中の一人なのだ。ルースの周りにいた家来達も、イザークに向かって頭を下げている。横にいたレイが、エマの腕うでを引いた。

「第二王子のイザーク様だ。頭を下げろ」

　エマは慌あわててイザークに向き直り、腰こしを折った。

「外に出て何をしているのか知らないが、その細ほそ腕うででなよなよしたところは相変わらずだな」

　イザークの言うとおり、ルースは騎士にすれば体形も細く、背も高くはない。ルースはそんな自分を自覚しているようだったし、前向きに捉とらえようとしていた。

「そう？　少しは筋肉ついたんだけどね」

　腕まくりをしてみせるルースには、まるで堪こたえた様子がない。イザークの苛いら立だちは募つのったようだった。イザークは腕を組み、ルースの背後の人々を睥へい睨げいして言った。

「騒がしいだけでなく、得体の知れない部外者まで城に入れるとはどういうことだ？」

　自分達のことを言っているのだと気付き、エマの肩かたが強こわ張ばる。

「部外者じゃないさ。私の大事な仲間だよ」

　ルースがそう言ってくれるが、イザークはエマとバルトを一いち瞥べつすると、こう吐はき捨てた。

「『星』も授さずかっていないくせに」

『星』。エマは、レイの背中にかけられた剣の柄つかに視線を走らせた。王族の部下になるためには、その王族の紋章にちなんだものを貰もらい受けることが決まりになっていた。ルースの場合は自身の紋章にある三日月にちなんで、月に寄り添そう『星』のあしらわれたものを贈おくることになっている。まだ正式な部下ではないエマとバルトには、その『星』がないのだった。

「これから国王に許可を頂くつもりだよ」

「そんな得体の知れない人間共に、許可など出るはずがないだろう」

　冷たい口調でルースの台詞せりふを切り捨てると、イザークはレイの前に立った。

「放ほう蕩とう者の王子に仕えて、これではシュトライト家の名が泣くぞ」

　馬ば鹿かにしたように言うイザークに、エマは思わず頭を上げそうになった。それより早く、レイが「失礼ながら」と話し出した。

「私は私の意思でルース様に仕えております。後こう悔かいはないですし、シュトライト家の名に恥はじるようなことはしておりません」

　芯しんの通った明めい瞭りような声が響ひびく。イザークはしばしレイをじっと見た後、歩き出した。

「やはり主あるじがルースでは、部下の程度も知れたものだ。女までいるとは……」

　ルース達を通り越こしながら、イザークが去り際ぎわにエマをちらりと見て呟つぶやく。取り巻き達もぞろぞろと移動し、やがて廊下の奥に姿を消した。

　どこからともなく、ほっとしたような空気が流れる。ずっと息を詰つめていたのだと、エマはようやく気付いた。ルースはイザークの背を見送った後、何かを思い悩なやむように俯うつむいている。

「あの、ルースさん……」

　そう声をかけた途端、驚おどろいたように周囲の人達がエマを見た。眉を顰ひそめるような表情をされて、はっとする。何を非難されているのか分かって、慌てて言い直した。

「あ、ええと。ルース王子……」

　ルースが王子だという正体を知った後でもエマは、彼を『ルースさん』と呼んでいた。ルースも自身の身分をひけらかすような人間ではないし、言い直すよう求められたこともない。しかし、ここは城の中だ。ルースを敬けい称しようもなく親しげに呼べる人間は、片手で足りるほどしかいないはずだ。

　どこか拗すねたような顔をして、ルースが顔を上げてエマを見た。

「エマにそう言われるなんて、他た人にん行ぎよう儀ぎで嫌いやだな。王子なんて、言わなくていいよ」

「で、でも」

「王子である僕からの命令だよ？　あ、バルトもね」

「命令されなくても、王子なんて言う気はなかった」

　ばっさりと切り捨てるバルトに、ルースが「だよねえ」と楽しそうな声を上げる。

「僕はね、エマ。どちらかと言うと『ルースさん』って呼ばれるのも不満に思ってるくらいだ。呼び捨てにしてくれて構わないよ？　どっちがいい？」

　なぜか選せん択たく肢しが二つしかなくなっていて、上手うまく言い包くるめられている気がした。裏表など何もないように笑うルースを前にして、エマはしぶしぶ、「ルースさんがいいです」と言った。

「良かった！　ああ、そういえばさっきイザークに言われて思ったことがあるんだけどさ。僕、筋肉ついたよね？　気のせいじゃないよね？」

　ルースの能天気な言葉に、思わず体の力が抜ぬける。

「……お前な」

　バルトとレイが呆あきれたような声を出す。ルースの周りに集まってきていた城の人間達も、誰だれか噴ふき出すような音がして、張りつめていた雰ふん囲い気きが和やわらいだ。

　ルースが、してやったりという顔で笑う。瞬しゆん時じに空気を明るく変えてしまうルースの手しゆ腕わんに、エマは感心してしまった。

「さあ、僕の仕事場と部屋に案内するよ。まずはそこで、旅の疲つかれを癒いやしてほしい」

　ルースはそう言って、廊下を再び歩き出す。エマ達はシュヴァルツ城の奥へと、足を進めていった。










　ルースが執しつ務むを執とり行う部屋に入ってすぐ、エマは言葉を失った。豪ごう華かな燭しよく台だいや、輝かがやくような銀色の椅い子すには目もくれず、エマが見入ったのは壁に設しつらえられた棚たなに入る本や地図の数々だった。

「すごい……。こんなにたくさんの本、初めて見ました！　わあ、地図もたくさん！」

「レイと旅に出る度たびに、その地方の本や地図を集めてくるんだ。国を知るには、現地に行くのが一番だ。そうして城に帰っても忘れないように、本を読み返してるんだ」

　ルースはそう言いながら、暖かみのある木の椅子に座った。背の部分と椅子を支える脚あしには、細かい彫ちよう刻こくがされている。仕事をするために座る彼専用の椅子らしかった。エマ達も、ルースと向かい合う位置にある椅子へと着席する。

「さあ、ようやく一息ついたね──」

　ルースが手を組んで、背もたれに体を預けた時だった。トントン、と扉とびらがノックされる。しかし、返事をする前に扉が開かれた。

「兄さん。久し振りだな」

　入ってきたのは若い騎き士しだった。赤茶の髪かみは腰まで伸のびており、きっちりとひとつに纏まとめている。皺しわひとつないマントや、首元の一番上まで留めたボタンに、几き帳ちよう面めんさが感じられた。

「ブルーノじゃないか」

　ルースがにこやかに立ち上がる。『兄さん』と呼びかけたことで、エマにもこのブルーノという騎士が、ルースの弟なのだと分かる。

　ブルーノは笑えみを浮うかべて、近づくルースを見ている。その様子に、エマはほっとした。

　──良かった。イザーク王子みたいに、ルースさんにひどい言葉を投げかけるような兄きよう弟だいばかりじゃないんだわ。

　エマがそう思っていると、ブルーノは目の前に立ったルースを見て言った。

「ああ。兄さん、その薄うす汚ぎたない恰かつ好こうとてもよく似合ってる。だが心配になるな。王子よりも性しように合ってるんじゃないか？」

　レイがぎゅっと顔を顰しかめたのが分かった。エマも言葉を失って二人を見つめる。

　言われた当の本人は、きょとんと首を傾かしげた。それからにっこりと笑みを深くする。

「ありがとう。だが心配しないでくれ。僕は基本的に、何を着ても似合ってしまうんだよ」

　ブルーノの口元がヒクリと歪ゆがんだのが見えた。

「……相変わらず、口が上手いな、兄さんは」

「お前も相変わらず、僕への愛情表現が歪んでいる」

　ルースは、眉まゆを寄せて咄とつ嗟さに何か言いかけたブルーノを手で制す。

「ああ！　みなまで言わなくていいよ！　お前が、私をとっっても気にかけて意識して、色々と言ってくれているのは分かっている。それもすべて、私への愛情ゆえだとね」

　大おお仰ぎような台詞や動作を繰くり出すルースは、まるで芝しば居いをしている人のようだ。ブルーノはもはや笑みを取り繕つくろうことを止やめ、「失礼する！」と部屋を出て行った。

「あれが僕の二番目の弟。ブルーノだ。言い返せなくなると、すぐ出て行く癖くせは子供の頃ころから変わっていないね。なんとも微笑ほほえましいことだ」
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　とても微笑ましいとは思えない態度だったが、エマはとりあえず何も言わなかった。

「さて、話が途と中ちゆうになっちゃったね。まずはこれからの予定を立てようと思う」

　ルースは何事もなかったかのような顔をして、話し出した。

「僕はこれから父上にお会いして、これまでの経けい緯いを話してくる。あと、エマ達の謁えつ見けんの許可ももらってこないといけないしね」

「謁見って……、王様と私達がですか！」

　エマがぎょっとして声を上げる。

「当然だよ。君達は僕の大切な仲間なんだ。これから多く行動を共にするんだから、父上に紹しよう介かいしなくちゃ」

　とても嬉うれしい言葉だが、素す直なおには喜べない。アドリアを統すべる国王と会うなどと、想像したことさえなかった。王都以外に住む国民は、ほとんどが国王の顔さえ見ずに一生を終えるのだ。

「面めん倒どうくせえ」

　バルトが腕うでを組みながら、不ふ遜そんすぎる言葉を吐はく。

「国王との謁見を『面倒くさい』と一いつ蹴しゆうするなんて、バルトらしいね。……君がそう思う気持ちも分かるけど……、でもダメだ。必ず会ってもらう」

　ルースの雰囲気が変わり、真しん剣けんな表情になった。エマも居住まいを正して、座り直す。

「国王は日々お忙いそがしい。すぐに君達との謁見の許可は出ないかもしれない。だからそれまでは、城に滞たい在ざいすることになるからね」

　ルースは青い瞳ひとみを、レイへと向けた。

「僕がついていられない時は、二人のことを頼たのむよ」

「分かった」とレイが小さく頷うなずき、ルースを見返した。

　その後エマ達は客室へと通され、長かった城での一日目が終わった。
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　翌日、朝早くからルースは国王との話し合いのため出で掛かけて行った。

　朝食を食べ終えたエマとバルトとレイは、ルースの執務室に集まっていた。

「王の謁見とやらはいつになるんだ？」

　本ほん棚だなに体を預けながら、バルトは眉を寄せてレイを見た。

「まだ分からない。国王様に謁見したいのはなにも我々だけではないのだ。本来なら、数ヶ月前から予定を入れなくてはならない」

「数ヶ月なんて待ってられるか」

　バルトが吐き捨てるように言う。王都に入ってから、バルトはずっと不ふ機き嫌げんそうな顔を崩くずさない。

「だからこそ、ルースが直々に頼みに行っているんだろう」

　自身の長ちよう剣けんの手入れをしながら、レイが応じた。

「その間、こんな本しかない部屋に閉じ込められるのか？　腕が鈍にぶる」

　バルトは、腰こし元もとに差した剣の柄つかを握にぎった。レイはしばし考え込んだ後、剣から視線を外して顔を上げる。

「確かにそうだな。ではバルト、剣の指南を受けに行こう」

「指南？」

「『騎士の剣』というものがどんなものか、お前は知る必要がある。城には国中から集めた選えりすぐりの騎士が就つく近衛このえ騎士団もいる。退たい屈くつすることはないと思うぞ」

　バルトは勢いよく本棚から体を離はなした。

「いいね。この部屋にいるよりは何倍もマシだ」

　二人のやりとりを眺ながめていたエマに、レイが向き直る。

「私達はしばし出てくる。誰かに聞かれたら、近衛騎士団の訓練場にいると言ってくれ。エマはここで本を読んでいていいぞ。私達は、昼過ぎには戻もどってくる」

　この部屋の主であるルースから、好きな本を読んでいいと昨日言われていた。訓練場を見てみたい気持ちもあったが、エマは小さく頷く。二人の邪じや魔まをするべきではないと思ったからだ。

「バルトさん」

　呼ぶと、「何だよ」とすでに部屋の扉に手をかけているバルトが振ふり返る。

「怪け我がしないでくださいね」

　しっかり釘くぎを刺さすと、バルトは途と端たんに顔を顰しかめた。

「俺だけじゃなくて、レイにも言えよ」

「心配なのはバルトさんなので」

「俺が負けるわけねえだろ」

「勝敗を気にしてるわけじゃないです。怪我したら同じですよ。約束、してくれましたよね？」

　バルトは、はあっ、と大きな溜ため息いきを吐きだして、頭を搔かく。

「………………分かった」

　しかめ面つらで、それでもしぶしぶ言ってくれた言葉に微笑む。

「ありがとうございます」

「何でそこで礼を言うんだよ。おかしいだろ」

「だって嬉しいから」

　本音をそのまま言葉に乗せれば、バルトは一いつ瞬しゆん動きを止め、次いでなぜか怒おこったような顔になる。何かを振り切るように、無言で部屋を出て行った。

「……ここにルースがいなくて良かった」

　レイが扉を見つめながら何やら呟つぶやいている。

「え、何でですか？」

「……今のやりとりを見たら、絶対大おお騒さわぎするからだよ。宥なだめるのが大変なんだ」

　首を傾げるエマに、「自覚がないならいい」と言ってレイも出て行ってしまった。

　ぽつんと一人残され、エマは椅い子すに座る。

　──私、何をしていればいいのかな……。

　ルースは王子としての仕事、レイとバルトは剣の鍛たん錬れん。では自分は？

『幻黒の書』を調べようにも、今はルースが持っている。

　ずん、と気分が落ち込みそうになったのを、慌あわてて頭を振ることで打ち消した。気を取り直して、エマは部屋を見回す。

　──そうだ。こんなにたくさん、その土地土地にまつわる本があるんだもの。たくさん読んで、頭に入れておこう。聖杯探たん索さくの時、何か役立つかもしれないし。

　それからエマは椅子に座り直し、本の世界へと没ぼつ入にゆうしていった。










　バルトとレイは、城の北側へと来ていた。城の中から出て、外廊ろう下かを歩く。足を進めるごとに、統とう率そつのとれた掛かけ声や、馬の鳴らす蹄ひづめの音がしてきた。

　外廊下の突つき当たりに、国王を護まもる近衛騎き士し団の訓練場がある。訓練場は四つに仕切られており、そこで長剣、槍やり、武器を持たない格かく闘とう術などの訓練が行われていた。

「ここで訓練しているのが、王の近衛騎士団だ。一から四まで部隊が分かれている。今の時間は……、第一近衛騎士団の訓練中らしいな」

　レイが目を細めて、訓練場の奥に掲かかげられた旗を見つめる。旗には黄金色の獅し子しがおり、背後には一本の剣が描えがかれていた。

「第一近衛騎士団は、最も近くで王を警護する重要な部隊だ。ゆえに、国の中でも特に優ゆう秀しゆうな騎士達が集められてくる」

「へえ」

　バルトは口角を引き上げて、訓練に勤いそしむ騎士達を眺めていった。剣と剣が打ち合う音に、自分の血が騒さわぐのを感じる。

「おお、レイ・シュトライトじゃないか」

　突とつ然ぜん、野太い声が上がって、レイとバルトは振り返った。ひとりの騎士が、こちらへ向かって歩いてくる。長身のレイと同じほどの身長だが、レイよりも体は厚く、引き締しまった筋肉が見てとれた。茶色の髪かみは後ろへとなで上げられており、口元は髭ひげで覆おおわれている。

「ルーカス団長。お久し振ぶりです」

　レイが腰こしを折り、バルトに説明した。

「彼は、第一近衛騎士団の団長だ。四部隊をまとめる長おさでもある。アドリア王国を大国にのし上げた立役者のひとりだ」

　王とともに、領土争いに明け暮れてきた騎士ということだ。バルトはゆっくりと、ルーカスを観察する。確かに、ルーカスはゆったりとした構えをしているのに、隙すきがまるで感じられない。今ここでバルトが突とつ然ぜん剣を抜ぬいても、すぐに対処してくるだろう。

「お前もようやく、うちの第一近衛騎士団に入る気になったか」

「私は、ルース王子の護衛ですから」

「ったく、毎回毎回すげなく断りやがって。で？　今日はどうした。恐おそろしげな男連れて、何しに来たんだよ」

　ようやくルーカスの視線がバルトに合った。意味ありげに、バルトを見返す。

「こんな男、城に連れてきてどうするつもりだ」

「といいますと？」

「型に嵌はまるのは我が慢まんならない、って顔に書いてあるぜ」

　バルトは特に否定しなかった。レイは苦く笑しようしながら言う。

「彼に、私と同じ、ルース王子の護衛になってもらおうと思いまして」

　冗じよう談だんでも聞いたような顔をして、ルーカスが笑い声を上げた。

「変人王子は、部下も変人ばっかりだな！　色々な所へ出掛けて行っては、妙みような拾い物ばかりしてくる。困った人だよ、全く」

　王子を変人呼ばわりして、ルーカスは気にせずにのんびりと笑っている。俺は物じゃない、と言いかけるが、ルーカスが話し出すほうが早かった。腕うでを組んで、バルトを観察するように眺める。

「野生の黒くろ豹ひようみたいな男だ。眼光鋭するどく、獰どう猛もうでしなやか。だが、この豹にはまだ首に縄なわがついてないな。隙があれば、すぐに縄を引きちぎりそうだ。そのまま、飼い主に嚙かみつきそうだぞ」

　拾い物の次は、動物に喩たとえられる。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。ルース王子はただ嚙みつかれるだけの男ではありません。それに、彼に無茶をさせないよう、見守ってくれる女性もおりますので」

　レイが、小さく笑えみを浮うかべてバルトを見た。

「女性だと？　おいおい、それは聞き捨てならないな。こいつの恋こい人びとか？」

　ルーカスがにやにやとバルトの反応を窺うかがう。バルトは、しれっとした顔をしているレイを睨にらみつけた。

「ふざけたことを言うな、レイ」

「まあ恋人ではないが、見守ってくれているのは事実だろう」

　バルトの脳のう裏りに、先ほど部屋に残してきた少女の姿が思い浮かんだ。見た目は、どこにでもいるような特に目を引く要素のない少女だ。強しいて言うなら、ルースが歯の浮くような台詞せりふで称たたえた『菫すみれ色いろの瞳ひとみ』だろうか。紫むらさき色いろの大きな瞳は、常に好こう奇き心しんで輝かがやいている。

　エマには、見た目からは分からない能力がある。小さい頭の中には、バルトには想像もできないほどの、膨ぼう大だいな記き憶おくが詰つまっているのだ。

　そのずば抜けた記憶力で、エマは、バルトが多くの戦いで負った傷を覚えると言ってきた。

『あなたの傷を見せてください。私はそれを覚えます。そしてずっと忘れない』

　これ以上傷を増やさないように、自分の命を大切にしてほしいという意味が込められている。

　今思い返してみても、背中が痒かゆくなるような、居い心地ごこちの悪さを感じる。だが、決して不快に思えないのが不思議だった。煩わずらわしさは確かにあるはずなのに、強く否定することができない。

「まあいい。とにかくレイが見込んだなら、腕は確かなんだろう。お前。名は何という？」

　物思いに沈しずんでいると、ルーカスが聞いてきた。

「バルト・ヴィルヘルム」

「ようし、バルト。うちの騎士共と手合わせしないか」

　その言葉に、訓練をしていた騎士達が顔を上げた。バルトに向かって、挑いどむような視線を向けてくる。バルトは口の端はしを引き上げ、剣けんの柄つかを指で撫なでた。

　バルトが了りよう承しようすると、ルーカスはすぐに訓練場にいる騎士達を集めた。ルーカスの統率力は素す晴ばらしく、最小限の言葉で、すぐに騎士達が並び終える。

「まずは一対一で腕うで試だめしってとこだな」

「分かった」

　値ね踏ぶみするようなルーカスの言葉に、淡たん々たんと応じる。バルトの前に、一人の騎士が進み出た。

　すぐに手合わせが始まる。攻こう撃げきを受け流しながら、バルトは相手を観察した。丁てい寧ねいで無む駄だのない剣けん捌さばきは、レイの剣を思い出させる。しかし、レイほどの強さではない。

　目の前の騎士には、剣術の基本がしっかりと体に刻まれている。しかし、だからこそ予測が容易たやすいとも言えた。

　──次は右だろ？

　バルトの予想通り、右側から剣が向かってきた。騎士は定石通りの攻撃を仕し掛かけてくる。

　堅かた苦くるしくて、融ゆう通ずうの利きかない剣術。それが、戦場ではなんの役にも立たないことをバルトは知っている。

　ふと、そんな行ぎよう儀ぎのいい剣術を、力ずくで捻ねじ伏ふせてやりたくなった。

　バルトは一歩踏ふみ込み、相手の剣を自分の右みぎ脇わきで抱かかえ込んだ。その時、自分の剣を素早く騎士の剣の下をくぐらせて、見た目が十字になるよう内側に通す。ぎょっと目を見開いた騎士の動どう揺ようを感じる。脇を締めたまま、自分の剣を支点にして体を回転させた。その力で剣が騎士の手から離はなれて、地面に落ちる。

　呆ぼう然ぜんとする騎士の喉のど元もとに、剣先を突きつけた。騎士の象しよう徴ちようとも言える剣を奪うばわれるということは、かなり屈くつ辱じよくに違ちがいない。

「いきなり剣を奪うとは、やってくれるなあ」

　楽しそうに見物していたルーカスが、にやりと笑った。隣となりにいたレイは、額に手を当てている。バルトの戦い方に、頭が痛い、といった様子だ。

「次」

　バルトがそれだけを言うと、また次の騎士が剣を抜いた。

「面めん倒どうだから、四、五人まとめて来いよ」

　その言葉に、騎士達は剣けん吞のんな表情でバルトを睨みつける。

「なんだと！」

「礼れい儀ぎも知らぬ騎士が調子に乗るな！」

　バルトはうんざりとした顔を隠かくさなかった。

　騎士道に誇ほこりを持つ、レイの強さは認めている。誰だれかを守るための剣が大きな力を持つことも、少しは分かったつもりだ。だが、考え方も行動のひとつひとつも、あまりにも窮きゆう屈くつだ。

「文句があるなら勝ってから言え」

　殺気立った騎士達が、一いつ斉せいにバルトに剣を向けた。










　エマはじっと腕を組んで、テーブルに置かれた食事を眺ながめていた。

　ルースの執しつ務む室で本を読み続けて数時間、世話係となったメアリという女性が、昼食を持って部屋へと訪おとずれていた。

　テーブルにエマ達の分の食事を置いて出て行った後、十五分ほど待ってみたが、バルトとレイは帰ってこない。

　──どうしよう。食事が冷めちゃうし。それに、ファルにも会いたいわ。

　ファルは、城に入る時に門番のエッボに預けていた。昨日はレイに連れられて、馬小屋まで行き、エサやりと手入れをしてきた。しかし今日はまだ一度も行っていない。

　エマは少し考えた後、そっと部屋を抜け出した。訓練場にいるバルト達を呼んでくることにしたのだ。

　──城からルースさんの部屋までの道順は覚えてるし。まずはエッボさんのところへ行って、訓練場がどこか教えてもらおう。

　広い廊ろう下かを歩いていると、様々な人々とすれ違う。見るからに高位な、瘦やせた色白の文官や、騎き士しの集団。その誰もが、エマを怪け訝げんそうな瞳で見つめていた。

　ようやく廊下の先に、城の門が見えてきた時だった。

「ここで何をしている」

　聞き覚えのある声に、エマはビクリと肩かたを揺ゆらした。ゆっくりと振ふり向くと、イザークが腕を組んでエマを見ている。後ろには、二人の騎士が控ひかえていた。

　エマはすぐさま向き直り、腰こしを折った。

「あの、初めまして！　挨あい拶さつが遅おくれてしまいました。私、エマ・グリンベルクと申しま──」

「お前の名など聞いていない。ここで何をしているのかと聞いているんだ」

　冷たい口調で遮さえぎられ、エマは一いつ瞬しゆん言葉に詰まる。それから、唾つばを飲み込んで言った。

「申し訳ありません。門番の、エッボさんの所へ向かう途と中ちゆうでした」

「エッボ？……ああ、あの太った門番か。ルースが馴なれ馴れしくしすぎるせいで、自分の立場を弁わきまえない愚おろか者だ。王族と門番が対等な口をきくなど勘かん違ちがいも甚はなはだしい。門番は門番らしく、城に入れていい人間かそうでないかを、判別していればいいものを」

　侮ぶ蔑べつを含ふくむイザークの言葉に、エマは顔を上げた。真正面から視線が絡からむ。

「でも、ルースさ……、ルース王子はエッボさんから『おかえりなさい』と言われて、とても嬉うれしそうでした」

　門番は、確かに城に入れる人間の判別が仕事なのかもしれない。だが、ルースにとってはそれだけではなかった。城に入るまでどこか張りつめていたルースの緊きん張ちようを、エッボが和やわらげたのは気のせいではないはずだ。

「誰が頭を上げていいと許可した？」

　威い圧あつ的なイザークの態度はまさに、上に立つ者の風格がある。

「あの黒ずくめの騎士もそうだが、お前も全く躾しつけがなっていないな。それにお前、一体何の役に立つのだ？」

　イザークは、エマを頭から足まで見つめた。

「黒ずくめの騎士が、剣を振るうのは見れば分かる。ルースの直属の近衛このえ騎士にしたいのだろう。だが、お前はなんだ？　何の役に立てる？　王家は、役立たずを部下とは認めない」

　悔くやしかったが、エマは何も言い返せなかった。

　──バルトさんは、ルースさんを守る騎士になれる。私はルースさんの、具体的にどんな役に立てるんだろう？

　それはローランドを出てからずっと、エマが考えてきたことだった。エマにあるのは、一度見聞きしたものは覚えていられるという記憶力、その一点のみだ。だが、その記憶力の役立て方がまだ分からない。イザークから見れば、エマはただルース達の後を引っ付いてまわる人間にしか見えないのだ。

「『星』を授さずかっていないお前やあの騎士に、この城にいる資格はない」

　言葉のないエマに、イザークは非難する人間の矛ほこ先さきを変えた。

「そんな役立たずを城に連れて来るルースも、上に立つ者として程度が知れるというものだ。見る目がなさすぎる」

「ルース王子は素晴らしい方です！　私達のことをちゃんと見ていてくれますし、国や国民のこともきちんと考えていると思います。そういうルース王子を、私は尊敬しています！」

　バルトの刹せつ那な的な剣けんを憂うれいて、彼に居場所を作りたいと言っていたルース。そしてエマ自身の進む道も示してくれた。『聖杯』を探しているのも、根底にあるのはアドリア王国の人々を想おもう気持ちがあるからだ。見た目や言動に惑まどわされてしまいがちで、本人もまた誤解されたままでいいと思っている節がある。だがその本質は、誰よりも他人を思いやれる人なのだ。

「それはお前だけの評価だろう。ルースが得体の知れない人間を城に連れ込んできたと、城中で噂うわさになっている。我々は迷めい惑わくしているんだ」

　エマは言葉に詰つまった。城に入る前に、レイに言われた言葉を思い返す。

『これからはよく考えて行動するんだ。立場を弁えろ。お前達の言葉や振る舞まいが、そのままルースの評価に繫つながってしまう』

　自分達のせいで、ルースの名に傷がついている。ぎゅっと両手を握にぎりしめた時だった。

「イザーク兄さん」

　無む邪じや気きな声がして、イザークの背後からひょい、とひとりの青年が顔を出した。サラサラと流れるような金きん髪ぱつが、緑色の瞳ひとみにかかっている。

　──似てる……。

　エマはじっとその青年を見つめた。目が合うと、にこりと微笑ほほえまれる。そうされると、ますますある人と雰ふん囲い気きが重なる。

　──この人、ルースさんにすごく似てる。

「クラウスか。何の用だ？　いつも部屋に籠こもっているくせに」

「やだな、僕だって外に出たりしますよ。それより兄さん。ユリアンさんが捜さがしていましたよ」

「ユリアンが？」

　イザークは眉まゆを寄せた。

「とても急いでいるみたいでしたが」

　クラウスと呼ばれた青年が、小首を傾かしげて言う。イザークはエマを睨にらんだ後、しぶしぶといった様子で踵きびすを返して歩き出した。

「……なーんて。噓うそなんですけどね」

　イザークの背中を見送っていたクラウスが、口元に手を当てて笑った。

「え？」

「あなたが、廊下の真ん中で絡まれていたから。大だい丈じよう夫ぶでしたか？　イザーク兄さんは迫はく力りよくがありすぎて怖こわかったでしょう？」

　ひょいと顔を覗のぞきこまれる。人ひと懐なつこい笑えみが、目の前に近づいた。

「初めまして。僕はクラウス。四人兄きよう弟だいの末っ子です。君が、ルース兄さんが連れて来たというお客さんですね？」

「はい。エマ・グリンベルクと申します」

「エマですか。可愛かわいい名前ですね」

　思わず噴ふき出してしまう。最初にルースと大おお鷲わし亭ていで話した時のことが思い浮うかんだ。エマを見て、今のクラウスと同じ言葉を言っていた。

「ああ。やっと笑ってくれた」

　クラウスが、ふんわりと優やさしい笑みを浮かべる。穏おだやかな雰囲気に、エマの張りつめていた緊張の糸も緩ゆるむ。

「さっき、ルース兄さんを一いつ生しよう懸けん命めい庇かばってくれてたでしょう？　聞いていてすごく嬉しかったんです。ありがとう」

　エマは心が温かくなるのを感じた。ルースと血を分けたはずのイザークやブルーノの言葉には、常に鋭するどい棘とげと冷たさが含まれている。しかし目の前のクラウスの言葉は、ルースを案じるものだったからだ。

「もっと話がしたいですね。ルース兄さんがどんな旅をしてきたのか、知りたいんです。ルース兄さんは外に出て行くのが好きだから、なかなか会えなくて」

　クラウスは寂さびしげに視線を下ろした後、自然な仕草でエマの手をとる。

「あちらで一いつ緒しよに話しませんか？」

「あ、でも私、ちょっと用事があって……」

「──何してるの」

　聞き覚えのある声は、ルースのものだ。振り向くと、ルースがこちらに向かって歩いてくる。

「ルース兄さん！　全然会いに来てくれないから、僕から捜しに来てしまいました」

　クラウスの表情がパッと明るくなる。ルースも笑みを作って、クラウスと対たい峙じした。

「それは悪かったね。お前も色々と忙いそがしそうだったから、遠えん慮りよしてたんだ」

「ルース兄さんより優先するものなんてありませんよ」

「お前は相変わらずだね」

　ルースはそう言うと、エマの腕うでを取って自分の方に引き寄せた。腕を摑つかむルースの力の強さに、エマは少し顔を歪ゆがめた。いつも丁てい寧ねいで細やかな気き遣づかいを見せるルースとは思えない、所作の荒あらさが感じられる。

「後でお前の部屋に寄ろう。その時にたっぷり語り合おうじゃないか」

　クラウスはにこりと笑って頷うなずいた。

「楽しみにしています。では、僕は部屋に戻もどりますよ」

　そう言うと、クラウスは緑色の瞳をエマに向ける。

「また会いましょうね、エマ」

　エマは頭を下げた。廊ろう下かを曲がってクラウスが見えなくなると、ルースがエマの肩かたを摑んで、真正面から向き合わされる。

「エマ！　どうして一人でこんなところにいるんだい！　レイとバルトはどうしたの？」

　少しだけ怒おこった口調で言われて、エマは首を竦すくめた。二人が訓練場へ行ったことを話すと、ルースが大きな溜ため息いきを吐つく。

「頼たのむから、一人で出て行かないでくれ」

　その声にはありありと不安が滲にじんでいて、エマは申し訳ない気持ちになった。

「勝手な行動をしてごめんなさい」

「僕はエマの行動を全部制限したいわけじゃない。でもこの城では、もっと気をつけて」

　ルースはようやく小さな笑みを作って、エマの肩をポンポンと叩たたいた。

「さっき、イザーク王子と話しているところに、クラウス王子がやって来たんです。クラウス王子は、ルースさんをすごく慕したってるんですね」

　ルースと廊下を歩きながら、エマが言う。兄弟同士で争っていると聞いていたが、末のクラウスは違ちがうようだ。

「んー、それはどうかな」

　同意してくれるものだと思っていたが、なぜかルースは言葉を濁にごした。

「でも、さっきの会話でも言っていたでしょう？　ルースさんに早く会いたかったって」

「言葉通りに信じるならね」

　エマは思わず立ち止まった。ルースの整った横顔から、表情が抜ぬけている。

「イザークもブルーノも、分かりやすいほど僕に攻こう撃げき的でしょ？　僕が気に入らないって、態度と言葉で示してる。でもクラウスは違う。あいつはいつも穏やかに笑って、本心を見せない」

　エマは戸と惑まどった。

「本心って……、クラウス王子が言っていることが本心じゃないんですか？　笑みを浮かべるのだって、それは嬉うれしいからでしょう」

「エマは素す直なおだね」

　脈みやく絡らくなくそんなことを言って、ルースはエマに向き直った。褒ほめられたわけではないと直感する。ルースの言い方は、どこかエマを突つき放したような雰囲気があった。自分とエマは違うのだと、線を引かれるのを感じる。

「クラウスは品定めをしてるんだよ。どの陣じん営えいにつくのが自分にとって一番いいのか、観察してるんだ。王位争いなんて、これっぽっちも興味ないって顔でね。そうやって安心させて懐ふところに入るのがすごく上手うまい。僕があの弟達の中で、一番怖いと思うのはクラウスだ」

　威い圧あつ的なイザークやブルーノには動じた様子もなく対応していたルースが、あんな優しそうなクラウスを怖いと言う。

「自分が王に相応ふさわしいと明言しているイザークやブルーノといる方が、安心できるね」

「……安心」

　それは、血を分けた兄弟に向けられる親愛という意味での『安心』ではない。相手の思おも惑わくが分かりきっているから、対処しやすいという『安心』だ。

　──これが、家族なの？

　エマにとっての家族は、ローランドにいる父親だ。損得も利害も関係なく繫つながった、一緒にいて安心できる相手。きっとエマがローランドに帰ってきたら、「おかえり」と両手を広げて迎むかえてくれる。

　だが、ルースの環かん境きようはまるで違う。ルースが育った王宮という場所は、互たがいが疑ぎ心しん暗あん鬼きになり、言葉の裏を探さぐり合う。探り合わなければ、生き残っていけないのだ。

「こんなこと、私が聞くのはおかしいですけど。家族なのに、寂さびしくはないですか」

　ルースは不思議そうな顔でエマを見つめた。

「寂しい？　僕にはこれが普ふ通つうだから、寂しいと感じたことはないな」

　エマの表情が沈しずんだのを見てとったのだろう、ルースが笑う。

「幼い頃ころから、僕にはレイがいたからね。それにレイ以外にも、城の中でちゃんと味方はいるよ。エッボもその一人だ。あとは……、そうそう、世の女性達は基本的にみんな僕の味方ってことでいいよね？」

　茶化した言い方に、エマはようやく口元に笑みを浮かべた。

「女性みんなは言い過ぎです」

「そう？　でも、少なくともエマは僕の味方でしょう？」

　青い瞳ひとみには信しん頼らいが込められていて、エマは居住まいを正して頷く。

「はい。もちろんです」

「ありがとう。それに、乱暴者で口も悪いけど、ものすごーく強い騎き士しもついてるしね！」

　エマはクスリと笑った。バルトの不ふ機き嫌げんそうな顔を思い浮かべる。

　──信頼に、応こたえられるように頑がん張ばらなくちゃ。

　先さき程ほどイザークに言われた『役立たず』という言葉が甦よみがえる。両手を握にぎりしめながら、エマは前を歩き出すルースの背中を見つめた。

　ルースは自分の境きよう遇ぐうを悲観しているわけではないのだ。自分の味方を、城の中でも外でも見つけようとしている。そして少なからず、ルースに賛同する人間がいる。その中の一人として、自分に出来ることを何か見つけようとエマは誓ちかった。










「いやあ強い強い。──おいお前ら！　いつまでも地面に這はいつくばってんじゃねえぞ！」

　訓練場に、ルーカスの声が響ひびいた。前半の言葉はバルトに向けて、後半は、地面に倒たおれ込んだ騎士達へのものだ。

　バルトは、周囲の騎士達の憎にく々にくしげな視線を受けながら剣けんを収めた。すべての手合わせに勝利したバルトを見て、レイが口を開く。

「どうですか、ルーカス団長。バルトの剣は」

「とにかく実戦で鍛きたえてきたって感じだな。正々堂々戦えという騎士道精神から言えば卑ひ怯きようと思われるようなことも、勝つためには躊躇ためらいなくできる」

　そして、とルーカスは一いつ旦たん言葉を切って、バルトをじっと見つめた。

「一見我が流りゆうに見えるが、剣の基本はしっかりしている。幼い頃から、きちんとした指南を受けたんだろう」

　バルトは無意識に、自分の右手の甲こうに触ふれた。

「勝つためには申し分のない剣の腕だ。いざ戦いとなったら、真っ先に欲しい人材だな」

「……それはどうも」

「だが、近衛このえ騎士としては取り立てられない」

　バルトはピクリと片かた眉まゆを上げた。

「自分勝手で、向かってくる相手しか眼中にない。勝つことしか考えず、先のことを見み据すえていない」

「剣なんて勝つことがすべてだろ」

「近衛騎士が最優先するのは、主あるじを守ること。敵に勝って主を守るのは、もちろん当たり前のことだ。そのために日々鍛たん錬れんしている。だがどうしても勝てない場合、勝利に拘こだわってばかりではいけない。最悪勝てずに敵前逃とう亡ぼうだと謗そしられても、主を逃にがして命を守るのが我々の使命だ」

　ルーカスの瞳には揺ゆらぎがなく、強い信念が感じられた。

「時には主の盾たてとなって命を失うこともある。それでも納なつ得とくできる、自分の命を捧ささげてもいいと覚かく悟ごできる者だけが、近衛騎士になれるのだ」

　そこでルーカスが、親指を立ててレイを指した。

「こいつもルース王子に命を預けている。幼い頃から王子に仕え、彼を守ってきた。陰いん謀ぼうの渦うず巻まく王宮で生きてこられたのは、ルース王子本人の才覚と、レイの献けん身しんあってこそなんだ」

　ルースの王宮での立ち位置は、城に滞たい在ざいしてから少しずつ見えてきた。武ぶ勲くんを誇ほこる現王とは、まるで正反対の容姿の第一王子。細身の優やさ男おとこで、しょっちゅう城を抜け出している。頼たよりない、何を考えているか分からない──、ルースに否定的な人間はそう思っているに違いない。

　飄ひよう々ひようと人をくったような態度や笑え顔がおの裏の、本当の姿を知っている者はどれほどいるのだろうか？　暴走するバルトの剣をたった一言で止めさせた、あの立ち上るような王族の威い厳げんは忘れられない。

「ルース王子の為ために命を賭かける覚悟が、お前にあるか？」

　静かなルーカスの声が、バルトの耳を打った。

　ない、というのが偽いつわりのないバルトの今の本音だった。

　──人間として気に入っているのは確かだ。

　ひとつの考えに拘らない柔じゆう軟なんさがあり、上から押さえつけるようなことをしない。本当に時々だが、頭こうべを垂れるに相応しい王の資質も持っていると思う。聖杯を探すという利害も一いつ致ちしている。

　しかし、命を賭ける程の忠誠心があるわけではなかった。更さらに問題なのは、ルースがまだ王位を継ついでいないということだ。

「ルース王子の騎士になるということは、様々なしがらみに縛しばられるということだ。権力闘とう争そうに否いや応おうなく巻き込まれる」

　バルトの考えを読んだのか、レイが口を開く。

「自由に剣を振ふるってきたお前には、窮きゆう屈くつに感じることもあるだろう。その剣を、重いと感じることもあるかもしれない。それでも、『星』を受け取る覚悟を持ってほしい」

　レイの剣の柄つかに彫ほられた星を、じっと見つめる。

　覚悟。果たして自分にそれが芽生えるのか、まだ分からなかった。










「聖杯探たん索さくのために、僕らが最初に訪おとずれる街を決めたよ」

　昼食のために部屋に集まったエマ達に向かって、ルースが切り出した。皆みなの視線が一いつ斉せいにルースに集まる。

「どこだ？」

　レイが身を乗り出して聞く。

「──『迷めい宮きゆうの街』」

　にこりと微笑ほほえむルースに、エマは首を傾かしげた。

「迷宮……？　何ですそれ」

「正しくはベルゲンという、アドリア王国の西側に位置する街だ。大きさとしては、ローランドの二倍くらいかな」

「広いですね」

　エマは故郷のローランドを思い浮うかべながら言った。

「アドリアの中でも広い街にはなるかな。でもまあ、ベルゲンの広さには秘密があるんだ」

「秘密？」

「それは行ってからのお楽しみにしよう。まずは、ベルゲンを選んだ理由を話すよ」

　そこでルースは、一冊の汚よごれた本を取り出した。表紙は劣れつ化かしており、所々破れている。

『幻黒の書』。聖杯を追い求めた人々の記録が、すべてこの本に記されていた。探索のために命を落とした者もいたため、その血を吸った本は長い年月を経て黒く変色したという由来がある。

　実際は何の変へん哲てつもない、茶色の本だった。

「聖杯の行方ゆくえを知る手がかりはここにある。最近はずっとこの本を読み込んでいた。そこでね、あることに気がついたんだ」

　ルースは慎しん重ちような手つきで『幻黒の書』を捲めくる。何かを見つけたのか手を止めて、ある部分を指差した。

「見て。ここに、『ベルゲン』って書いてあるでしょ」

　エマとレイは身を乗り出して、書を見つめる。

「『その街を訪れし者、永遠に出ること叶かなわず。真実を見み抜ぬく目は失われ、深い静せい寂じやくが助けを請こう声を消し去る。決して足を踏ふみ入れることなかれ。迷い路の前で、汝なんじは無力なり』」

　レイがルースの指し摘てきした箇か所しよをゆっくりと読んでいく。

「『街の名はベルゲン。美しきも悲しい、幻げん想そうの街である』」

「思わせぶりに勿もつ体たいつけやがって。なにが『美しきも悲しい』だ。体が痒かゆくなる」

　ひとり椅い子すにふんぞり返ったままのバルトが、顔を顰しかめる。

「僕は好きだけどねー、こういう表現。よく女性達が、僕を賛美する時に言う言葉に似てるよ。まあ、どんな言葉も僕を表現するには足りないわけだけど……」

「ルース、話が逸それてるぞ」

　レイが冷静に軌き道どう修正をかける。

「ごめんごめん。ええとね、この一文だけ読めば別に引っかかるところはないんだけどさ。この『ベルゲン』という地名、他ほかの箇所にも出てくるんだ」

　ルースの言う通りで、驚おどろくことに、他に六ヶ所も見つかった。

「よく読み込んでみると、書いてあることは大体皆同じだ。『ベルゲン』という街には、一度入ると出られないといわれる迷宮が存在するらしい。聖杯探索に向かった人々の多くが、この『ベルゲン』を訪れているんだ。僕の言いたいこと、分かる？」

「その迷宮の中に、聖杯があるってことか？」

　バルトが眉を寄せて言う。

「そう。昔から、最も有力な聖杯の隠かくし場所として挙がっていたらしい」

　ルースは、エマ達の顔を順に見回した。

「まずは可能性のひとつとして、このベルゲンを調べてみたいんだ。『幻黒の書』にここまで多く出てくる地名は他にないしね」

　レイが何かを思案する顔になり、やがて口を開いた。

「『幻黒の書』の中で、ベルゲンを訪れた者はどうなったと書いてあるんだ？」

「全員、戻もどってこなかった。ベルゲンから脱だつ出しゆつできた人間はいなかったそうだ」

　その言葉に、エマの喉のどがごくりと鳴った。

　エマは『幻黒の書』の内容をすべて記き憶おくしている。しかしそれは書本体の文章でなく、エマに外の世界の魅み力りよくを教えてくれた『先生』から直接聞いた話からだった。

　各地を回ってきた吟ぎん遊ゆう詩人である『先生』は、エマにお伽とぎ噺ばなしや伝説として書の内容を伝えた。聞かされる話はすべて完結し、悪いものを退治したり、探し物を見つけて幸せになれるという結びで終わっている。

　──迷宮の街の話も聞いたけど、主人公はちゃんと街から出られるという結末だったわ。

　だが実際は違ちがう。すべてが物語のように、幸せに終わるわけではないのだ。

「聖杯があっても、探しに行った人間が街から出られないから見つからないのか、そもそも聖杯自体ベルゲンにはないのか。僕らで確かめてこようよ」

「分かった。行こう」

　レイが小さく頷うなずく。バルトは何も言わないが、文句があるならすでに口にしているだろう。無言は了りよう承しようの証あかしだ。エマは自分を奮い立たせる意味も込めて、「行きましょう」と声を上げた。

　不思議な高こう揚よう感かんがエマを包む。怖こわさもあるが、同時に、知らない場所へ行くことの好こう奇き心しんが膨ふくれ上がった。

　──どんな街なんだろう？　どんな人が住んでるんだろう？

　エマはまだ見ぬ『迷宮の街』に、思いを巡めぐらせた。
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　城に滞たい在ざいして三日目、朝からエマはそわそわしながら、部屋の中を歩き回っていた。

　ついに今日、現王アーベル・フェイスフェルトとの謁えつ見けんが許可されたのだ。今はルースの執しつ務む室で、王の従者が呼びに来るのを待っている最中だった。

　──どうしよう。緊きん張ちようしてきた……。

　失礼がないように、何度も身だしなみを整えていると、横から呆あきれた声がかかった。

「うろちょろすんな。少しは落ち着けよ」

　本ほん棚だなに体を預けて腕うで組ぐみするバルトは、悠ゆう然ぜんとした態度で佇たたずんでいる。

「バルトさんは落ち着きすぎです。もっと緊張感を持ったらどうですか」

「たかだか、年のいったジジイに会うだけだろ」

「ジっ、ジジイって、王様ですよ！　この国で一番偉えらい方なんですから！」

　とんでもない発言に、ぎょっと目を見開く。

「人間には変わりないだろ。別に神様に会うわけじゃない」

「そりゃそうですけど……」

　神様ではないかもしれないが、エマにとっては雲の上の存在に変わりない。

「なら、こいつの父親に会うとでも思っておけばいい」

　バルトに指を指されたルースが、にっこりと笑って頷く。エマは、はっとして目を瞬またたかせた。

「そうか……。王様は、ルースさんのお父様でもあるんですよね」

　──そう思うと……、緊張、少しだけ解けてきたかも。

　バルトの言葉で、エマの頭の中にいる実像のない王の姿が、血の通った人間へと変わっていく。先ほどまでの、強こわ張ばって萎い縮しゆくばかりしていた心が和やわらいだ。

「そうそう。全然緊張する必要ないよ。それに僕もエマを紹しよう介かいするの、とっても楽しみにしてたんだ！　ほら、エマのお父さんには僕を紹介済みでしょ？　今度はエマの番だよ。お互たがいのことを、もっとよく知っていこうじゃないか」

　明るく力説するルースに押されながらも、エマは首を横に振ふった。

「あ、いや、別にルースさんだけを紹介したつもりは……」

「細かいことは気にしない」

「細かくねーだろ」

　ぼそりと呟つぶやいたバルトの声を拾って、ルースはバルトに向き直った。

「うるさいよ、バルト。僕とエマが親公こう認にんの仲になりそうだからって、嫉しつ妬とするのやめてくれる？」

「嫉妬させたいなら、もっといい女を相手にやれ。そしたら歯は軋ぎしりして妬ねたんでやるよ」

　エマはムッと顔を歪ゆがめた。色気がないと、初対面でばっさりと切り捨てられた記憶が甦よみがえる。

「やめろバルト。女性には優やさしく接しろと言っただろう。傷つけるようなことを言うな」

　女性や子供を守れという騎き士し道どう精神を大いに発揮して、レイがバルトを窘たしなめる。エマは顔を引き攣つらせながら、怒いかりをため込んで言った。

「いいんですよ別に。全っ然傷ついてません。ちなみに、バルトさんの考える『いい女』ってどんな女性なんですか」

「出るとこ出てる体形で、口うるさくない奴やつ。……ああ、つまりお前と正反対だな」

　今気付いたというように目を開くバルトに、エマの忍にん耐たい力がついに尽つきる。

　──確かに胸はないし、物静かな方でもないけど！

「それは良かったです。ちなみに、私の好みもバルトさんとは全く正反対ですから！　奇き遇ぐうですね！」

「分かる分かる。バルトと僕って全然似てないもんね」

「たぶんお前のことじゃないと思うぞ、ルース」

　にこやかに会話に入ってきたルースの首根っこを、レイが摑つかんで止めさせた。

　その時、トントンと扉とびらがノックされる。

「王がお呼びです。ご案内しますので、どうぞついて来てください」

　部屋の前で一礼する男性の言葉に従い、エマ達は部屋を出た。エマの前を歩く男性は裾すその長い青い服を着ており、それは文官が着るものなのだとルースから教えられていた。背筋が綺き麗れいに伸のびており、硬かたい表情のまま、廊ろう下かの先だけを見つめている。

　いくつもの廊下を歩いて、城の奥まった部分へと足を踏ふみ入れていく。

「ここです」

　案内された部屋の前で、男性はまた一礼をして一歩下がった。彼の仕事はここまでなのだ。

「ご苦労様」とルースは一言告げて、エマの緊張が高まる前にノックをしてしまう。

「ルースです。入ってよろしいですか」

　ルースが扉の向こうに声をかけると、「入れ」と低い声が聞こえた。

　扉を開けて部屋に入ると、そこはルースの執務室と同じ程ほどの広さだった。大きな広間で、たくさんの側近たちに囲まれながら謁見するのかと思っていたエマは、少しだけ拍ひよう子し抜ぬけする。

　しかし、部屋の奥で座っている人間を見た時、一いつ瞬しゆん緩ゆるんだ緊張の糸がピンと張りつめた。

　赤茶色の髪かみはカーブを描えがき、鋭するどい目元に緩ゆるやかにかかっている。もう五十を超こえたという年齢を感じさせない、頑がん強きような体つきだった。逆に顔に刻まれた皺しわは年月を感じさせるが、威い厳げんと風格が漂ただよっている。

　──この人が、アドリア王国の国王……。

　エマは汗あせばんだ両手をきつく握にぎりしめた。自分が国王と対たい峙じしているということに、現実感がない。それでも、エマの頭は必死に、覚えるべき情報を探し出している。

　──イザーク王子にそっくり。……ううん違う。イザーク王子が、国王にそっくりなんだ。

　そう思いながら、全く父親に似ていないルースのことを考えた。髪の色や体形、顔の作り、何もかもまるで違う。共通点が見つからなかった。

　イザークは現王の生き写しで、彼こそ次の王に相応ふさわしいと陰かげで囁ささやく人々の声は、エマも聞いていた。三日城に滞在するだけで知れることなのだ。ルースはその何倍も、そんな声を聞いてきたに違いない。

「ルース。彼らが、お前が部下にしたいと望んでいる人間か」

　射すくめられるような視線を受けて、エマは深く頭を下げた。掠かすれたような重低音の声が、不思議なほど耳に残る。

「はい」

「お前の『星』を受け取る資格があると？」

「私はそう思っています」

　二人がどんな顔で会話しているのか、頭を下げているエマには分からない。しかし、ルースの言葉に揺ゆらぎはなかった。エマとバルトが自分の信用に足る相手だと、信しん頼らいしてくれている。

「お前達は、これからベルゲンに向かうと言ったな」

「はい。この謁見が終わり次し第だい、城を出ます」

　会話が途と絶だえ、何かを思案するような沈ちん黙もくが流れた。やがて、低い声が再び部屋に響ひびく。

「この国の王は私だ。いくらお前が彼らを部下にしたいと言っても、私の許可なくそれはできない」

「承知しています」

「では私を納なつ得とくさせてみろ。ベルゲンに行き、何らかの成果を私の前に提示するんだ。それができれば、彼らを王家に従属する人間として認める」

　エマはぎゅっと唇くちびるを引き結ぶ。バルトは今どんな顔をしているのかと考えた。エマとバルトが認められるかどうかが、この旅にかかっている。

「分かりました。彼らがいかに優ゆう秀しゆうか、この城に戻もどって来た時に証明してみせます」

　答えたルースの声は凜りんとして、迷いがなかった。
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　城を出て一日半、エマ達はベルゲンの街へと馬を走らせていた。

　エマはおっかなびっくりながらも、自身の乗る馬ファルをなんとか御ぎよしている。

「調子いいじゃないか、エマ」

「そうですか？　もしかして、少しは仲良くなれてきたのかも……」

　レイに褒ほめられ、ぎこちなく微笑ほほえむ。ファルの首筋を、ゆったりと撫なでてやった。

「ベルゲンはあともう少しだから、頑がん張ばろう」

　エマの前を走るルースが、振り返って励はげますように微笑んだ。

　エマは頷うなずきながら、これから向かう街について質問する。

「ベルゲンは、すごく古い街なんですよね」

「うん。ローランドよりもっと古いね。ブルクミュラー家が、代々領主を務めてきた街だ。慎しん重ちようで堅けん実じつ、悪く言えば臆おく病びような性格の血筋で、度たび重なる領土争いの中をしぶとく生き残ってきた」

　ルースの後を引き継つぎ、レイが話し始めた。

「現当主はアロイス・ブルクミュラー。妻を早くに亡なくし、子供は娘むすめが一人だと聞いている。エマと同じくらいの年ねん齢れいらしい」

　エマはまだ見ぬ領主の娘を想像した。不可思議な『迷めい宮きゆうの街』に住むお姫ひめ様さま──、まるで、お伽とぎ噺ばなしの世界だ。

「おい。まだ肝かん心じんなことを聞いてないんだが」

　バルトがエマの後ろから、ゆっくりと馬を進めてきた。

「ベルゲンが、『迷宮の街』と呼ばれる理由は何なんだ。勿もつ体たいぶってないで教えろ」

　そう、エマもそれを知りたいと思っていた。しかし今までどんなに質問しても、ルースは「後でね」と言ったきり説明してくれなかった。

「そんなつもりはないよ。ただ口で言うより、実際に見た方が納得するんじゃないかと思って言わなかっただけ」

「もうすぐ着くんだからいいだろ。説明しろ」

「まったく、バルトはせっかちだねえ」

　ルースは肩かたを竦すくめた。

「仕方ないなあ。じゃあ話すけど、さっきベルゲンは領地争いに生き残ってきたって言ったでしょ？　それはね、領主がある方法をとったからなんだ」

「ある方法？」

　エマは思わず身を乗り出して、話を聞こうとした。その時、ふいに体がぐらりと揺れた。

「えっ」

　ファルが嘶いななき、急に走り出す。あっという間に前にいたルースを追い抜ぬき、先頭に飛び出してしまった。エマがどんなに手た綱づなを引いても足で命令しても、止まらない。

「ちょっ、待っ、ファル！　止まって！」

「エマ！」

　後ろから、慌あわてたように追ってくる三頭の馬の蹄ひづめの音がした。

　物もの凄すごい揺れに落馬の恐きよう怖ふを感じる。エマの背は曲がり、ファルにしがみ付くしかなくなる。

「胴どうに足をちゃんと挟はさめ！　手綱を離はなすな！」

　バルトの声が背中にかかり、エマははっとした。ぎゅっと自分のふくらはぎに力を入れ、上体を起こす。このまま縮こまっている場合ではない。歯を食いしばり、一度だけ強く手綱を引いた。

　前へと進む勢いが乗ったまま、ファルは急停止した。

「……と、止まった……」

　息を荒あらくしながら、エマがへなへなと力を抜く。

「エマ！　大だい丈じよう夫ぶ？」

　ルース達が駆かけてきた。バルトは素す早ばやくファルの手綱を手に取る。

「はい……、大丈夫です」

「やはり、もっと訓練が必要だな」

　厳しい表情のレイの言葉に、エマは項うな垂だれた。

「ごめんなさい。勝手に走ってしまって、ここどこ……」

　そこでようやく、周囲に目を向ける余よ裕ゆうが出てきた。視線を走らせると、目の前に大きな街並みが見えた。

「……ここは」

　エマは息を吞のんだ。

「うん。エマが一番乗りだよ。ここがベルゲン、『迷宮の街』だ」

　ルースが目を細めて言う。

「さあ、行こう」

　ルースを先頭に、エマ達はベルゲンの街へと入っていった。ルースは歴史の古い街だと言っていたが、建物の古さはローランドと変わりがないように思える。街の人々もいたって普ふ通つうに生活を営む、何の変へん哲てつもない街だ。

「……あの。別にここ、迷宮じゃないですよね？」

　何よりエマを困こん惑わくさせたのは、きっちりと区画され整備された街を走る道の数々だった。これでは迷うほうが難しい。

「うん。ここは新市街といってね、比ひ較かく的てき新しく作られた場所なんだ」

　だから建物に古さを感じないのだろう。納得したが、肝心の『迷宮』の理由はまだだ。

「もっと街の奥まで行こう。そこに、『迷宮』の正体があるはずだから」

　ルースの言葉に、馬を走らせる。新市街を眺ながめるように城が聳そびえており、ここがブルクミュラー家の城らしい。その城も越こえて、エマ達はどんどん奥へと進んでいった。

　城の先は林のようになっており、それを抜けると見えてきたのは、また街並みだった。しかし、先ほど新市街で見た建物とは比べ物にならないほど、古さが際きわ立だっている。朽くちかけた建物は、そよと風が吹ふいただけで壊こわれてしまいそうな脆もろさがあった。

「ここが、旧市街。足を踏ふみ入れれば、二度と出てこられない迷宮だよ」

　先頭を走っていたルースが、街の入り口で馬を止めて言う。エマ達も倣ならって、街を見上げた。

「すごく静か……。ここに人は？」

「人はもういないよ。いるとすれば、迷って出てこられなくなった人くらいじゃない？　この街はね、二十年前に捨てられた街なんだ」

「捨てられた街？」

「二十年前、旧市街では人々が普通に生活していたんだ。でも、度重なる領土争いから、当時の領主が敵からの攻こう撃げきにそなえ、路地を複雑に入り組んだ街づくりを実行させた」

　エマはじっと街を見つめる。新市街とは違ちがって、似たような建物ばかりが並び、建て込んでいる印象があった。確かに攻せめにくく、守りやすい方法ではある。

「臆病な領主が考えた、究極の防ぼう御ぎよだっただろうね」

「そんな暇ひまと金があるなら、戦う騎き士しを育てりゃ良かっただろ」

　呆あきれたようなバルトの言葉に、「これだから好戦的な人間は……」とルースが肩を竦めてみせた。

「とにかく、そうやって何度も街の改変を繰くり返すうちに、外からやって来る人間が街の中で迷うようになった。やがて住民達は不便な旧市街を捨て、新しい家を新市街へと建てていったわけ」

「旧市街はずっとこのままなのか？」

　レイの疑問に、ルースが答える。

「うん。そして現領主は今も旧市街を取り壊さずに、いつか敵が攻めてきた時のために残してるらしいよ」

「ふうん。まあいい。とにかく入ってみようぜ」

　バルトがさっさと馬を進めて中に入ろうとする。

「ちょっ、ちょっとバルトさん！　説明ちゃんと聞いてましたか？　一度入ったら出られないんですよ！」

「中に入らなきゃ、聖杯があるかも分からないだろうが」

「旧市街には入るよ。でも今じゃない」

　ルースがくるりと手綱を操あやつり、旧市街に背を向けた。

「まずは領主に会おう。これだけ歴史の長い家系だ。旧市街の地図だって持ってるはずだからね」
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　ベルゲンの城は、灰色の石が積まれてできている。ひんやりとした冷たさを感じながら、エマ達は領主の部屋へと案内されている最中だった。

　ルースはローランドでもやったように、レイの持つシュトライト家の紋もん章しようを見せて、領主との面会を取り付けていた。今回もルースは、自分が王子だと正体を明かす気はなさそうだった。

　大きな木目の扉とびらが開けられ、領主アロイスの部屋へと通される。立派な革かわ張ばりの椅い子すに座っている男性が、アロイスだろう。真っ直すぐな灰色の髪かみに、ひょろりと細い体形をしていた。案内してくれた従者が、彼に向かって頭を下げている。

　アロイスの背後には、傍そばに控ひかえるようにひとりの男性が立っていた。アロイスとは対照的に小太りの男性で、目じりの下がった瞳ひとみが特とく徴ちよう的てきだ。

　アロイスの細い瞳が、油断なくエマ達に向けられた。最初はルースに、それからレイ、バルトと視線が移って、最後にエマを見る。そこでアロイスが、少しだけ驚おどろいたように目を見開いた。何だろうとエマが首を傾かしげる前に、さっと視線を戻もどしてしまう。

「王家よりの使者と聞いております。我がベルゲンへようこそ。私が当主アロイス・ブルクミュラーと申します」

　アロイスが挨あい拶さつをすると、後ろに控えている男性も頭を下げた。

「アロイス様の補ほ佐さをしております、ホルスト・アウラーと申します」

　先代の領主の頃ころから、ブルクミュラー家に仕えていると、ホルストは説明する。

「突とつ然ぜんの訪問を許していただきありがとうございます」

　ルースが穏おだやかな笑えみを浮うかべて頭を下げた。アロイスは恐きよう縮しゆくしたように首を横に振ふる。

「いえ……。それはいいのですが。あの、皆みな様さまはなぜベルゲンに？」

「内密に調査したいことができまして、ご当主の力を貸していただきたいのです」

「どのようなことでしょうか」

　アロイスは慎しん重ちように言葉を紡つむぐ。

「旧市街に入りたいのです。つきましてはその許可と、市街の地図をお借りしたい」

　告げられた言葉に、アロイスは目を瞬またたかせた。背後のホルストと顔を見合わせてから、ゆっくりと首を横に振る。

「旧市街は巨きよ大だいな迷めい路ろのようなものです。そのような危険な場所に、王家の使者を入らせるわけには……」

「ですから、迷わない為ための地図が欲しいのです。旧市街の全体像が分かる地図はないのですか」

「そのようなものはありません」

　断言するアロイスに、しかしルースは諦あきらめない。

「ですが、最初はあったはずでしょう。住んでいる街の地図を作らないなどありえない」

「確かに昔はありました。ですが、地図がもし敵の手に渡わたればすぐに攻められてしまうと思い、当時の領主がすべて燃やしてしまったのです」

　エマは啞あ然ぜんとした。慎重さも、ここまでくると言葉がない。

「その後は地図を作らぬまま、どんどん街を変えていったので、本当に残っていないのです」

　ルースは一いつ旦たん言葉を切った。頑かたくなに地図はないと言い張るアロイスに、それでも微笑ほほえみを絶やさない。

「ベルゲンの領主は、賢かしこく堅けん実じつな方と評判です。あなたが、自分の領地にある旧市街を、全く把は握あくしていないなんてことは考えられませんね」

　アロイスは黙だまった。じっとルースを見つめ、やがて口を開く。

「……確かに、ある一定の場所にまでは、迷わずに帰ってこられる道順は分かります。先人達が、文字通り迷いながら見つけ出してきた道です」

「先人に敬意を表します。さすがベルゲンの方々だ。それを教えてください」

「分かりました。ですが、それを教える代わりに……、我々の願いもまた叶かなえていただきたいのです」

　ルースは片眉まゆを上げた。

「交こう換かん条件ということでしょうか」

「いち領主の私と、王家よりの使者であるあなた方が、対等だとは夢にも思っておりません。ですからこれは私の願いです」

　頭を下げるアロイスに、レイが声をかけた。

「どういうことか説明してください」

　アロイスはぱっと顔を上げた。ルースは肩かたを竦すくめ、「どうぞ」と話を促うながす。

「実は私には、ティアナという一人ひとり娘むすめがおります。ティアナは生まれつき体が弱く、私はあの子を大切に大切に育ててきました。だが妻が亡なくなってしまい、ティアナは更さらに体調を崩くずしてしまいました。この子にはもう私しかいないのだと、一層大事に守ってきたんです」

　その悲しみに沈しずんだ声に、エマの胸が痛んだ。エマにも母親がいない。エマを産んですぐに、病気で亡くなってしまったのだ。エマの父親であるハンスもまた、アロイスのような寂さびしさや苦く悩のうを味わってきたのかもしれない。

「アロイス様……」

　気き遣づかうように、ホルストがアロイスに声をかける。アロイスはホルストに片手を上げて、大だい丈じよう夫ぶだと笑ってみせた。ほっとするホルストを見ていると、二人の信しん頼らい関係が目に見えるようだった。気を取り直したように、アロイスが話を続ける。

「今もティアナを部屋で療りよう養ようさせています。外には一いつ切さい出さないように、食事も勉強も生活に関かかわることはすべて部屋でできるようにして過ごしています」

　しかし、次の言葉にエマは眉を寄せた。

「一切外に出さない？」

「当然です。何かの病やまいにかかったら大変ですし、部屋なら暖かく、疲つかれてもすぐベッドへ運べますから。ティアナが城の外に出たことはないですし、妻が亡くなってからは部屋からも出たことはありません」

　大おお真面目まじめな顔で、アロイスは断言した。エマ達は顔を見合わせる。心配だからといっても、度が過ぎている。

　困こん惑わくするエマ達をすっかり置いていき、アロイスは憂うれいた顔のまま喋しやべり続けている。

「そんなティアナもあと二週間ほどで十七歳になり、盛大な宴うたげが開かれることになっています。近きん隣りんの騎き士し達や貴族のご子息がやってくる予定です」

　ルースが思い至ったような顔で頷うなずいた。

「ああ、つまり婿むこ探しということですか」

「ええ。彼女はブルクミュラー家の跡あと取とりでもあります。もうそろそろ、結けつ婚こん相手を決めなければなりません」

　十七歳とはエマと同じ年だ。しかし、境きよう遇ぐうは全く違ちがう。ティアナは城から出たことがなく、今度は結婚相手を見つけなければならない。

　──どんな女の子なんだろう？

「ですが二週間後に向けて皆みなで宴の準備をしている中、ティアナが何者かに連れ去られそうになるという事件が起こったんです」

　ルースとレイの顔が険しくなった。

「ティアナが眠ねむっている時、何者かが部屋に入ってきて、ティアナを連れ去ろうとしました。すぐにティアナの世話役が気付き、犯人は逃にげて未み遂すいで終わりました。しかし、これで犯人が諦めたのかは分からない」

「ティアナ嬢じようは、犯人の顔を見たのですか？」

「いいえ。眠っていたところを目め隠かくしされたようで、見ていないようです」

　アロイスは、頭を抱かかえて苦悩の表情を浮かべた。

「できるなら、身の安全のためティアナを部屋から出したくない。ですが、二週間後に迫せまった宴を取りやめることはできない。すでに様々な領地に招待状を出し、宴の数日前からは婿候補となる騎士達との謁えつ見けんが待っているからです。取りやめれば、ブルクミュラー家の名に傷が付きかねない」

　そこで突然、アロイスはエマに視線を向けた。

「どうかお願いがあります。そちらの方に、宴の日までティアナに成り代わっていただけませんか？」

　え、とエマは口を開けた。ルース達も、予想外のアロイスの願いに驚いている。

「背せ恰かつ好こうも顔立ちも似ていますし、ティアナは外に出してこなかったので招待客の皆様に気付かれることはないと思います。王家よりの使者なら礼れい儀ぎもきちんとしているでしょうし、できないことではないと思うんです」

「ちょっと待ってください。つまり彼女に、何者かに狙ねらわれているティアナ嬢の身代わりになれと？」

　ルースの厳しい声に、アロイスがあたふたと弁明する。

「いや、もちろんベルゲンでも選えりすぐりの騎士達を護衛につけさせていただきますし」

「そういう問題では──」

「あの、私、やりたいです」

　険悪な雰ふん囲い気きに変わっていく中、気付けばエマはそう声を上げていた。

　部屋中の視線が、一いつ斉せいにエマに集まる。

「エマ。無理しなくていいよ。危険すぎる」

　ルースはエマの肩を摑つかんでから、アロイスに向き直った。

「身代わりはできませんが、犯人捜さがしを手伝いましょう。王家の使者として、できることは協力します」

「待ってください。私、無理してません。やらせてください！」

　話を進めようとするルースの間に入って、エマは訴うつたえた。

「私で役に立てるなら、やりたいです。ルースさん達が犯人捜しをするなら、私は私でできることをしたいんです。大丈夫です、ちゃんと気を付けるし、無茶はしませんから」

「……エマ」

　ルースが困ったような顔でエマを見下ろす。エマは安心させるように微笑んだ。

「国王様に、『星』を受け取る価値があるって言ってくれたこと、すごく嬉うれしかったです。私もその信頼に応こたえたい。だからお願いです。自分の部下を信じてください」

　根負けしたように、ルースががくりと項うな垂だれた。

「……そういう言い方、ずるいなあ」

「え？」

「分かった。僕の負けだ。エマに頼たのもう」

　顔を上げたルースは、いつもの飄ひよう々ひようとした表情に戻もどっていた。

「でも条件がある。エマには護衛をつけるよ」

「そ、それはもちろん！　ベルゲン一の自じ慢まんの騎士達を選び抜ぬいて──」

「結構です。こちらには、アドリア王国一の騎士がおりますので」

　勢い込んで話し出したアロイスが、目を瞬またたかせる。ルースは、部屋の隅すみで黙って事の次し第だいを眺ながめていたバルトを引っ張ってきた。

「バルト。今日から宴の日まで、エマの護衛役に任命するから」

　バルトは分かりやすいほど顔を顰しかめた。

「お前かレイがやれよ」

「僕だってエマの護衛役をしたいよ。それを、断腸の思いでバルトに譲ゆずってるんでしょ。僕は犯人捜しをする。レイは僕の護衛役。いいね？」

　てきぱきとそう命令すると、ルースはさっそくアロイスに、犯人の手がかりはないのかと聞き始めている。

　不ふ機き嫌げんな雰囲気をこれでもかと纏まとったバルトに、エマは恐おそる恐る近づいた。

「……あの、バルトさん」

「何だ」

「その、ごめんなさい。私の護衛役になっちゃって」

　犯人捜しに加わることなく、四六時中エマと周囲の動向を気にしなくてはならない。自由に動き回りたいバルトにとっては、護衛役など煩わずらわしいだけだろう。

　バルトは黙だまったまま、何も答えない。

「やっぱり、ベルゲンの騎士の方に護衛をお願いしましょうか？　きっとその方がいいですよね。うん、私、頼んできます」

「待て」

　ひとり納なつ得とくしてアロイスの所へ向かおうとするエマの首根っこを、バルトがぎゅむと摑んだ。

「どうせ大したこともない剣けんの腕うでの人間がつくだけだ」

「でも、バルトさんは護衛しなくて済みますよ」

「いいか？　弱い護衛がつけば、万一の時にお前の身が危あやうくなるんだぞ」

　エマはぱちりとひとつ、瞬きをした。この言い方は、まるで……。

「……もしかして、心配してくれてるんですか？」

「してねえよ。ただ、死なれたら俺の寝ね覚ざめが悪いだろうが」

　バルトは嚙かみつくようにそう言うと、視線を逸そらして頭を搔かいた。

「頼みに行く必要はない」

「え？」

「守ってやるって言ってんだよ」

「あ……、は、はい……。よろしく、お願いします」

　真正面から守ると言われて、途と端たんに気き恥はずかしくなった。くすぐったいようなこの気持ちは、どこから来るのか。エマは自分の心臓に手を当てながら、首を捻ひねった。










　その部屋はベルゲンの城の中で、最も奥まった所にあった。人の出入りも少なく、周囲はひっそりと静まり返っている。

　エマ達は、アロイスとの話し合いを経て、まずはティアナに会うことにした。城には昼過ぎに着いたが、ティアナの部屋に向かう頃ころには、すでにろうそくの灯あかりなしでは廊ろう下かを歩けない。

「ティアナ。入るよ」

　アロイスが扉とびらを叩たたくと、「はい」と微かすかに聞き取れるほどの声が返ってくる。

　部屋にあるベッドに、ひとりの少女が座っていた。エマよりもっと明るい栗くり色いろの髪かみは、いっそ金色に近い。形のよい緑色の瞳ひとみは、水の膜まくを張ってキラキラと輝かがやいていた。

「ティアナ！　寝ねていないとだめじゃないか！」

　すぐさまアロイスが駆かけ寄る。

「でもお父様。今日は体調もいいのよ。それに、すごく面おも白しろくて素す敵てきな本に出会ったの。読み出したら止まらなくなってしまって……」

　真っ白で透すけるような頰ほおを赤くして、ティアナは父親に夢中で本の素晴らしさを伝えている。そんな姿に、エマは自分を重ねた。本が好きなのだろう、部屋の中には、たくさんの書しよ籍せきが積まれている。

「ティアナ嬢じよう、失礼します」

　ルースに名を呼ばれて、ティアナはようやくアロイスの後から入ってきたエマ達に気付いた。

「あら……、この方達は？」

「初めまして、ティアナ嬢。我々はシュヴァルツ城から参りました、王家の使者です」

　ルースの言葉を嚙み砕くだくようにして聞いた後、ティアナはぱあっと表情を輝かせた。

「シュヴァルツ城から？　それは国王様の住まう城ね？　一度見てみたいと思っていたの。どんな城なのかしら？　教えていただけます？」

　両手を胸の前で組んで懇こん願がんするティアナに、エマは思い切って声をかけた。

「すごく大きくて、綺き麗れいな彫ちよう刻こくが彫ほってあります。その本に出てくる城みたいに」

　ティアナは、エマと、自分の膝ひざに載のっている本を交こう互ごに見た。

「この本をお読みになったことがあるの？」

「はい。気に入って、何度も読みました。私も本が好きなんです」

「嬉しい！　本の感想を語り合うの、憧あこがれだったの。私はティアナ。あなたのお名前は？」

「エマです。どうぞよろしく、ティアナ様」

　優やさしい笑えみを向けられ、エマも嬉しくなってくる。

「ティアナ嬢。我々は、あなたを守るお手伝いをするために来ました」

　ルースはそう切り出し、先ほどアロイスと話し合った経けい緯いを説明した。エマが身代わりになると言うと、さっと表情を曇くもらせる。

「そんな……、私のために、他ほかの方を危険にさらすようなことはできないわ」

「大だい丈じよう夫ぶです。実際に襲おそわれるような危険があるのか、まだ分かりませんし。それに、ものすごく強い騎き士しがついてますから！　バルトさんっていうんです。ね、バルトさん！」

　慌あわててティアナにそう声をかけ、後ろを振ふり返る。バルトは自己紹しよう介かいをするでもなく、興味なさそうにして肩かたを竦すくめるだけだ。

「ティアナ様の名に傷が付かないように、私も頑がん張ばります」

　エマが笑いかけると、ようやくぎこちなくだがティアナが口元を緩ゆるめた。

「……ありがとう」

「だから、ティアナ様のことをたくさん教えてくださいね」

「私のことを？」

「ええ。好きなものや嫌きらいなもの。本が好きというのは、もう覚えました」

「本は、すごく好きだわ。だって本を読んでいる間は、色々な人になれるし、色々な所へ行けるもの……」

　夢見るように本をぎゅっと抱だき締しめる姿は、ローランドにいた頃のエマと同じだった。決して出られない城じよう壁へきの中にいて、本の世界だけが、壁かべも境もない自由を体験させてくれる。

「ねえエマ」

「何ですか？」

「好きなものを教え合ったら……、それは友達かしら？」

「え？」と首を傾かしげるエマに、ティアナは顔を赤くする。

「違ちがう？　ごめんなさい。友達ってどういうものか分からないの。どうしたらなれるのかしら。今日からすぐは無理？」

　城の外に出たことがないティアナには、同年代の気軽に話せる人間はいなかったのだろう。物慣れない様子で言葉を紡つむぐティアナの前に、エマは近づいた。

「ティアナ様さえ良かったら、今日、今からでも私達は友達ですよ」

「そうそう。エマの言う通りです。後で僕らの好きなものも教えますからね」

　エマの後ろから顔を出して、ルースもそう言ってくれる。ティアナは堪こらえきれないように上気した頰に手を当て、はにかんだ。

　──ティアナ様が、早く安心して過ごせるように頑張ろう。

　エマは決意を新たにし、明日あしたからやってくる身代わり生活に思いを馳はせた。
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　ベルゲンの城に滞たい在ざいして二日目の朝。

　朝食の席でエマは、ティアナの教育係という男性に引き合わされた。年は四十ほどだろうか、短めの髪を綺麗に整え、切れ長の青い瞳が涼すずやかだ。

「初めまして。私はトリスタン・ベーエと申します」

　トリスタンは綺麗な礼を見せた後、エマを一いち瞥べつして言った。

「確かに背せ恰かつ好こうはよく似ていますね。ですが顔は、ティアナ様の可か憐れんさには遠く及およびません」

　無表情で言い切ったトリスタンに、エマは一いつ瞬しゆん何を言われたか分からない。と、横でバルトがぶはっ、と盛大に噴ふき出した。

「ちょっ、バルト汚きたないよ！　というか、笑ったら失礼でしょ！」

「いや、これは笑うだろ」

　ルースの非難を気にすることなく、バルトは肩を震ふるわせている。

　──後で覚えておきなさいよ……。

　背中で笑い声を聞きながら、エマは怒いかりを沸ふつ々ふつと溜ためていた。しかしトリスタンは、構わずにエマとティアナの比ひ較かくを続ける。

「致ち命めい的てきなのは肌はだの色でしょう。ティアナ様はその真っ白な肌の白さから、『百合ゆり姫ひめ』と評される方で、求きゆう婚こんの手紙が山のように届いているんです」

「そ、そうなんですか」

　確かに、ティアナの透けるような肌理きめの細かい肌は、滑なめらかな百合の花弁を思い起こさせる。一方のエマの肌は、太陽に当たり放題で、百合というよりはヒマワリの花弁に近い。もともとローランドで畑仕事を手伝っていたせいもあるが、最近は馬に乗って外に出る機会が多くなり、余計焼けたような気がした。

「つまり総合的に、あなたとティアナ様は全く似ていない。アロイス様の審しん美び眼がんを疑います」

　一刀両断したトリスタンは、そこでようやく息を吐はいた。

「しかし、アロイス様のご命令です。あなたをティアナ様の十分の一でも近づけることが私の仕事。いいえ使命と言ってよいでしょう。大変難しいですが、やってみましょう」

「よろしくお願いします」

「こちらこそ、お願いします。ではまず、着き替がえてきて頂けますか」

「え？」

　トリスタンは決然とした態度で言った。

「ティアナ様はそのような服は着られません。お召めし替えを！」

　そのまま、追い立てられるように別の部屋へと移動させられる。案内された部屋には、女性が二人控ひかえていた。事前にトリスタンに指示を受けていたのか、彼が部屋を出て行った後、どこからともなく一着のドレスを出してきた。

　十五分後、エマはよたよたと歩きながら、トリスタンやルース達がいる部屋へと戻もどってきた。

　エマを見るなり、腰こし掛かけていたルースが感激したように立ち上がる。

「エマ、すごく似合ってるよ！　本当に貴族のご令れい嬢じようって感じだ」

　両手を掬すくうように握にぎられ、甘い笑みが眼前に迫せまる。だが、エマはそれどころではない。

「ありがとうございます。それであの、とりあえず座っていいですか。また転びそうで怖こわいんです」

　エマは現在、深緑のドレスに身を包んでいる。ドレスは裾すそが長く、歩くたびにふわりと翻ひるがえる。綺き麗れいなドレスだとは思うが、足を前に進める度たびに裾を捌さばきながら歩かないと、靴くつで踏ふんでつんのめってしまうのだった。

　加えて袖そで口ぐちが広がっており、長く垂れている。そのために、何をするにも袖を気にしなくてはならなかった。動きづらくて仕方がない。開始早々、エマはドレスを脱ぬぎたくなった。

「分かった。さあ、僕の腕うでに摑つかまって」

　遠えん慮りよなど感じる暇ひまもなく、ごく自然な所作で、ルースがエマの手を自分の腕に回させる。用意された椅い子すに座って、ようやく一息つけた。

「いつもの恰かつ好こうも可愛かわいいけど、今のエマは大人っぽくて綺麗だな。ね、レイ」

「ああ。やはり女性は着き飾かざると変わる」

　レイが頷うなずいて、穏おだやかな笑みを浮うかべる。

「そこで黙だまって見つめてるバルトは？　エマが綺麗すぎて声も出ないの？」

　エマは恐おそる恐るバルトを見上げた。バルトは眉まゆを寄せたまま、腕を組んで言った。

「似合ってねえ」

「分かってますよ！　バルトさんはそう言うと思ってましたっ」

　予想通りの答えを返されただけなのに、異常に腹が立って恥はずかしいのはなぜなのか。

「似合う似合わないは関係ありません。それより、無様な足取りで歩いてきたことのほうが問題です」

　じっとエマを観察していたトリスタンが、重い口調で切り出してきた。

「王家の使者様。お聞きしますが、まさかこれくらいのドレスに慣れていないんですか？　これ以上質問するのも恐ろしいですが、まさか王宮の礼れい儀ぎやマナーを知らないということは……、ないですよね？」

　エマは肩を竦めた。トリスタンもアロイスも、エマを城の人間だと思っているのだ。だが、実際にエマがやったことがあるのは、畑仕事と酒場での仕事だけだ。王宮の礼儀やマナーなど、知る由よしもない。

「……申し訳ありません。どうか基本の基本、一からお願いします！」
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　エマは勢いよく頭を下げた。トリスタンは眩暈めまいを覚えたのか、額に手を当てている。

「そんな……！　宴うたげの当日にはダンスもあるんですよ！」

「ダ、ダンス？」

「招待した結けつ婚こん相手の候補の皆みな様さまとひとりずつ踊おどるんです」

　今度はエマが眩暈を起こしそうになる。

「ダンスなんて、したことないです……」

「ダンスを省くことはできません。宴の中で、一番注目されて盛り上がるものなんですから」

「エマ。無理しなくてもいいんだからね」

　控えめに、ルースが声をかけてきた。その言葉が、エマを奮い立たせる。

「いいえ。頑がん張ばりますから、やらせてください。お願いします」

　トリスタンは、神しん妙みような面おも持もちで頷き、宣言した。

「……分かりました。では二週間、きっちり学んで頂きます。覚かく悟ごしてください」










　朝食を食べ終えた後、ルースとレイは犯人捜さがしのために城を出て行ってしまった。エマとバルトはそのままトリスタンと部屋に残って、マナーを教わることになった。

　まずエマがトリスタンから教わったのは、ドレスを着たまま優ゆう雅がに歩くことだった。

「裾を少し持ち上げて、足をスッと前に出すんです。急がず、硬かたくならず、滑らかな動きで」

　──急がず、硬くならず、滑らかに……。

　頭の中で復唱しながら、なんとか言われた通りにやってみる。

「視線は前！　足元を見ないで。猫ねこ背ぜになってますよ」

　すぐにトリスタンの厳しい声が飛ぶ。エマは慌あわてて視線を上げて、背筋を伸のばした。

　そのまま繰くり返し部屋の中を回っていると、少しずつだが慣れてきた。

「まあ、形になってきました。では、次は食事のマナーです」

　エマはぱっと顔を明るくした。実は朝食を食べる前にすぐにドレスを着せられて、まだ食べていなかったのだ。

「はい、分かりま……、わっ」

　くるりと方向転てん換かんして、席に向かおうとした時だった。裾を持ち上げることを忘れ、靴で踏んでしまう。ツン、と引っ張られて、バランスを崩くずした。

　ダメだ、転んでしまう、と目を瞑つぶって覚悟したが、力強い腕がエマを支えてくれた。

　見ればバルトが、片腕を出して自分の方に引き寄せてくれている。

「あ、ありがとうございます」

「鈍にぶすぎだろ」

　エマはぐっと言葉に詰つまった。どうしてこう、余計なひと言が多いのか。バルトはエマがきちんと立っているのを確かく認にんして、手を離はなした。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　裾は持ち上げて歩きなさいと言ったでしょう」

　トリスタンが、腰こしに手を当てて注意する。

「言われたことは絶対忘れないんじゃなかったのかよ」

　バルトの言葉に、エマは項うな垂だれた。

「忘れてはいません。ただ、記き憶おくには残ってるけど、動作が伴ともなわないというか……。別のことに気を取られると、一いつ瞬しゆん頭から抜ぬけてしまうみたいです」

　それはまさに、エマが乗馬に手こずっているのと同じ理由だ。説明を聞いただけで、すぐできるようになるわけではない。つまりは反復練習の積み重ねが大事なのだ。何も考えずとも体が動くようにならなければ、本当に身についたとは言えない。

　エマの想像通り、着席して始まった食事のマナーでも同じことが起こった。トリスタンに教えられ、注意されている時はできる。しかし、例えばふとワイングラスに手を伸ばした時、袖口の広い服を着ていて注意しなければいけないという理解が、一瞬遅おくれるのだ。気付いた時には、袖口が食事と触ふれそうになっている。

　トリスタンは「とにかく毎日やりましょう」と提案した。

「あなたが言う通り、咄とつ嗟さの所作や優雅さといったものは、一朝一いつ夕せきで身につくものではありませんから。根気強く、繰り返すしかありません」

　エマは神妙に頷き、食事を終えた。言われたことをこなすので精せい一いつ杯ぱいで、味は少しも分からなかった。

「さあ、休んでいる暇はありませんよ。次はブルクミュラー家の家系図と歴史、招待客の名前を覚えてもらいます。これもまた、二週間で覚えきれるかどうか……」

　溜ため息いきを吐つくトリスタンに、バルトが「それは大丈夫だろう」と肩かたを竦すくめた。

「これこそ、一日で終わるんじゃないか」

「え？」

　怪け訝げんそうな顔をするトリスタンに、エマは「すぐに覚えますから」と言った。

「今日中に家系図や招待客は覚えます。だから、後の残りの時間はすべてマナーやダンスに充あててください」

「いや、今日中にって、無理に決まってるでしょう。どれだけの量があると思ってるんですか」

「大丈夫です。量は関係ありません」

「ですが、宴の時までは覚えておかないといけないんですよ。覚えたことは忘れないように、毎日復習していかないと……」

「大丈夫。必要ないですから」

　にっこり笑うエマに、トリスタンは困こん惑わくしたままだった。




　　　　[image: ]




　翌日から、マナーの他ほかにダンスのレッスンが始まった。昨日のエマの宣言通り、家系図や招待客は、すでに頭に入っている。初めは半信半疑だったトリスタンだったが、何度尋たずねてもエマがしっかりと覚えているのが分かると、目を丸くして驚おどろいていた。

「これでダンスも一発で身についてくれれば、言うことないんですが」

「それは無理だろ。歩くだけで転ぶような奴やつだぞ」

「バルトさんは黙っててください！」

　エマは昨日転びそうになった自分を思い浮かべ、顔を赤くした。

「そうですよね。すぐにできるようになってしまえば、私のような教育係は用済みですから。──失礼！　愚ぐ痴ちばかりではいけませんね。さあ、まずはステップから練習です」

　トリスタンを男性役にして、エマは頭に入れた動きを必死に再現しようとする。しかし、結果は散々だった。トリスタンの足を、何度踏ふんだか分からない。根気強い彼は決して文句は言わなかったが、痛みに顔を顰しかめる姿は、エマを恐きよう縮しゆくさせてますます体を硬くするだけだった。

「……休きゆう憩けいしましょうか」

　二時間程ほど練習して、トリスタンがお茶の準備をすると言って出て行った。エマはへなへなとその場に座り込む。

「……バルトさん」

「何だ」

　部屋の隅すみでじっとエマとトリスタンを見ていたバルトに、問いかける。

「どうでした？　私のダンス」

「面おも白しろかったな」

「……もういいです」

　エマは自分の膝ひざに顔を埋うずめた。頭の中がグチャグチャになっている気がした。頭では分かっているのに、足が思うように動かない。

　──ダンス、強敵だわ。

　むう、と唇くちびるを引き結ぶ。二週間でどうにかできるのか、不安が増してくる。しかしまだ始まったばかりだ。気を取り直して、立ち上がる。

「バルトさん。もう一回おさらいしたいんで、相手役になってください」

「断る」

　ふいと視線を逸そらして、即そく答とうされる。予想通りの返事だ。

「お願いします。少しの間でいいんで」

「休憩だと言われただろ」

「もう休みました」

　エマはバルトの前まで来て、「お願いします」と懇こん願がんする。

　バルトはむっつりと押し黙だまった。面めん倒どうくさいと顔と態度にはっきり出ているが、エマも引かなかった。とにかく練習がしたい一心なのだ。

「……バルトさん」

　そう言ったきり、沈ちん黙もくが横たわる。しばらくして、バルトがエマの腰をぐいと引き寄せた。

「わっ」

「足踏むなよ」

　付き合ってくれるのだと分かり、エマは「ぜ、善処します」と答える。

　しかし、開始早々力いっぱい踏んづけてしまった。

「痛ってえ」

「ああ、ごめんなさい！」

　足を確認しながら、バルトの動きに合わせる。バルトはやや強ごう引いんだが、きちんとエマをリードしてくれていた。

「バルトさん、上手ですね」

　なぜだろうと考え、その理由に思い至った。

　──そうか。バルトさんはコルベール王の近衛このえ騎き士しだったんだもの。王宮の作法は習ってるはずよね。

　コルベールは、バルトの故郷だ。しかし今は亡なき国で、その原因は王が『幻黒の書』を手にしたのがきっかけだった。聖杯探たん索さくにすべてを懸かけた王は、他国との戦争に負けて、国は滅ほろんでしまった。

　バルトの過去を考えるたびに、エマは複雑な思いに駆かられる。バルトには、殺したいほどに憎にくんでいる人物がいた。コルベール王に『幻黒の書』を渡わたした、吟ぎん遊ゆう詩人だ。

　しかしその詩人こそ、エマにとっては自分の記憶力を認めてくれた恩人で、城じよう壁へきの外の世界を教えてくれた『先生』だった。

　エマとバルトは、同じ人物に対して、相反する真逆の感情を抱いだいている。それはいつまで経たっても平行線で、歩み寄ることがない。

　──本当に？　理解し合うことは、できないのだろうか？

「バルトさん」

　エマは、バルトと握にぎる手に力を込めた。

「バルトさんは今も……、『先生』を殺したい、って思ってますか？」

　バルトの動きが止まった。冷たい視線になって、エマと目を合わせる。

「当たり前だろう。お前こそ、まだあいつを慕したってんのか。ローランドで会った時にはっきり言ってただろ。最初から聖杯を探させるつもりで、『幻黒の書』をコルベール王に渡したと」

「でも、コルベールを滅ぼそうと意図していたわけじゃないです」

「あいつは王がおかしくなっていくのを傍ぼう観かんしてたんだ。間ま違ちがった方向に行くのを、ただ黙って見ていただけだ。俺は今度会った時、必ずあいつを殺してやる」

　バルトの本気の殺意を感じ、次いで『先生』の優やさしい笑え顔がおが頭を過よぎった。とっさに口を開く。

「私は何度だって、『先生』を庇かばいます。殺させたりしない！　それに」

　──それにバルトさんに、人殺しなんてさせたくない。

　エマが続けてそう言おうと口を開くと、「もういい」と強い口調で遮さえぎられる。

　手を離はなされ、バルトはまた部屋の隅まで行って、体を壁かべに預ける。物理的にも距きよ離りを取られたが、それ以上に心の距離は遠いのだと思い知った。

「お茶をお持ちしました」

　黙り込む二人の前に、トリスタンが茶器を持って現れる。エマはトリスタンに駆け寄りながら、バルトから離された手をぎゅっと握りしめた。










「やあエマ。調子はどうだい？　着々と淑しゆく女じよに近づいてるのかな？」

　初めてのダンスのレッスンを終えたエマとバルトは、その足でルースが泊とまっている部屋へと向かった。城の客室を一人一部屋ずつ貸してもらっているのだが、話し合いをする時はルースの部屋にしようと決めていた。

　部屋に入るなり、ルースが大げさな様子で手を広げ、エマを迎むかえ入れる。

「今日はダンスをしたんだって？　僕が相手役をやりたかったな」

　それこそルースは王子だ。ダンスなど幼い頃ころから慣れ親しみ、お手のものだろう。

「余計な話はいい。犯人の件は何か分かったのか」

　バルトがエマの後ろから部屋に入り、近くにあった椅い子すにどかりと座った。

「どうしたのバルト。機き嫌げん悪い？」

　ルースが首を傾かしげて、エマはどきりとする。ダンスが終わってから、バルトと全く話していなかった。

「別に」

「ふーん、そう。まあ、バルトはいつも不機嫌みたいなものだもんね」

　あっけらかんとした顔でそう納なつ得とくし、ルースは話し出した。

「もちろん、エマ達が頑がん張ばってるのに、僕等が何もしてこなかったわけないでしょ。まずはブルクミュラー家の内情を調べてきたよ」

「内情？」

「そ。やっぱりね、ティアナ嬢じようがほとんど部屋から出たことがないっていうのが重要なんだ。行動範はん囲いが部屋の中しかないわけ。犯人は、その部屋に入ることができる人物ってことでしょう。まあ、まず疑うべきは当然内部の人間だ」

「私とルースは、アロイス本人や城の人間、街の人間にも聞き込みをしてきたんだ」

　レイが口を開くと、ルースが身を乗り出した。

「聖杯についても色々知りたかったしね。旧市街にももう一度行ってみたんだけど、やっぱり何の知識もなしに入るのは難しいな。ちょっと中を覗のぞいたけど、本当に迷めい路ろだよ、あれは」

「ルース。今はブルクミュラー家の話だ」

　レイに窘たしなめられ、ルースは「失礼」とコホンとひとつ咳せきをした。

「当主アロイスには、一人ひとり娘むすめのティアナ嬢しかいない。ブルクミュラー家では代々男女関係なく長子が家を継つぐから、別にそれで問題はないんだ。だけど」

　そこでルースは言葉を切って、エマとバルトを見つめる。

「それを不満に思っている人間もいる。アロイスの弟のヘルマンだ。彼には一人息子むすこがいてね、名前はラルフ。ティアナ嬢より二つ上で、従兄妹いとこ同士ってことだね。ヘルマンは病弱なティアナ嬢より、自分の息子のラルフこそ領主に相応ふさわしいと思ってるんだ」

　そこまで言って、ルースは少しだけ疲つかれたような笑みを見せた。

「どこに行っても、こういう問題ってあるんだねえ」

　国を左右する後こう継けい者しや問題の渦か中ちゆうに身を置いているルースにすれば、思うところがあるのだろう。

「そのヘルマンとラルフって親子が怪あやしいのか」

　バルトの質問に、ルースが頷うなずく。

「実はこのラルフを、ティアナ嬢の部屋の近くで見たって証言が多く出てきた。だから第一候補かな。まあ、全く外部の人間の仕し業わざって線も捨てきれないけど。可能性の高さからいって、親子には動機もあるしね。バルトとエマには後で顔を教えるから、気を付けて見ててね」

「実情は分かったが、これからどう行動する？　ルース」

　レイが問うと、ルースは背もたれに体を預けた。

「とにかく、この親子を見張ってみようかと思う。あ、エマは今日からティアナ嬢の部屋に行くんだっけ」

「はい」とエマは笑った。ティアナと昨日約束して、今日の夜に部屋に行くことになっている。

「僕も行きたいな」

「女の子限定なので、ダメです」

　にっこり微笑ほほえんで断れば、ルースは溜ため息いきを吐つく。

「だよね。え、じゃあバルトはどうするの。部屋にエマとティアナ嬢だけなんて危ないよ」

「部屋の外で見張っておく」

　そっけなく言うバルトは、最後までエマを見ないままだった。










　護衛というのはとにかく、対象者の傍そばに控ひかえていなければならない。

　エマの護衛を始めて五日が経ち、バルトはすでに護衛を引き受けたことを後こう悔かいしていた。

　どんなに気まずくても、毎朝顔を合わせ、夜までずっと一いつ緒しよにいる。今もバルトの目の前では、エマが必死に食事のマナーを勉強していた。

　エマが働いていた酒場で振ふる舞まうのとは違ちがう、様々な制約が課された食事の席が想定されている。窮きゆう屈くつそうで、実際エマは少しも楽しそうではない。

　──味とか、本当に分かってんのか？

　そう疑いそうになるほど、エマの顔は険しい。

　じっと見つめられ気配を感じたのか、ふとエマがこちらを見た。紫むらさき色いろの瞳ひとみがバルトを捉とらえたのは一いつ瞬しゆんで、視線が合ったのが分かり慌あわてて逸そらす。

　バルトは内心、大きな溜息を吐いた。こんな態度が、かれこれ数日続いている。

　原因は明らかで、エマとダンスを踊おどった日、詩人の話をしてからぎくしゃくしてしまった。しかし、先に話を振ってきたのはエマで、バルトは正直に自分の気持ちを言っただけだ。バルトは折れる気もないし、エマの方も、詩人を慕したう気持ちは消えてなくならないだろう。

　自分から話しかける必要も感じなかったため、バルトはずっとエマと会話をしていなかった。それがずるずると今日まで来ている。だがいい加減、気き詰づまりを感じるようになってきた。

「では、今日はここまで。お疲れ様でした」

　今日予定されていた分は終わったらしく、トリスタンがパンと手を叩たたいた。片づけを終えて、エマが立ち上がる。バルトは黙だまってエマの後ろにつき、彼女が自分の部屋に入るまでを見届けた。これから数時間後には、またティアナの部屋へ向かうエマに付き合わなければいけないが、一いつ旦たんは休きゆう憩けいだ。

　バルトは頭を搔かきながら、自分の部屋の扉とびらを開けた。

「やあバルト。今日も不機嫌そうだねえ」

　部屋の中から聞こえてきた陽気な声に、バルトの眉まゆが更さらに寄った。ルースが、長い足を嫌いやみに組み直しながら、片手を上げている。

「何の用だ」

「エマと話せなくて寂さびしそうだったから、僕が話し相手になってあげようと思って」

　バルトの口元が引き攣つった。

「……時々、本気でお前を殺したくなる時があるよ」

「あはははは。バルトって冗じよう談だんも物ぶつ騒そうなんだね。でも当たってるでしょ？」

「当たってねえ」

　バルトはそう吐き捨て、荒あら々あらしく椅子に腰こしを下ろした。

「お前、見張りはどうしたんだよ」

「大だい丈じよう夫ぶ。今はレイが見張ってるから。だから気にしないで、じゃんじゃん話していいよ」

「話すことなんて何もない」

「バルトがいつもみたいに、無神経なこと言ってエマを怒おこらせたとか？……って、そんなことじゃないよね」

　ふと何もかも見み透すかすような青い瞳が、バルトに向けられた。

「大たい抵ていのことなら、エマは負けじと言い返してくるもんね。んー、会話がなくなるほどのこととなると、やっぱり詩人絡がらみ？」

　今考えたとばかりに言っているが、たぶん最初から当たりはつけてきたのだろう。そういうところが小こ賢ざかしくて嫌いやなのだと、バルトは顔を顰しかめた。

「別に詩人絡みだって、あいつは俺に言い返してくるぞ」

「そうだね。それでたぶん、エマはバルトの苦しみも感じ取って、でも詩人は自分の恩人だしって考えて、どうしていいか分からなくなってるんじゃない？」

　バルトは目を瞬またたかせ、まじまじとルースを見つめた。

「……あいつのこと、よく分かってるんだな」

「それなら嬉うれしいけどね。エマならこう考えるかなあ、って想像しただけだよ。でもバルトだって、本当は分かってるだろう？」

「あいつの考えなんて分かんねえよ」

　分からないから、苛いら立だつ。だったら放ほうっておけばいいのに、なぜかそれもできない。

「エマはいつだって、自分の気持ちを口にしてるじゃないか。そりゃ、話さないこともあるけど、口にしたことには基本的に噓うそがない。腹の探さぐり合いばかりする人間に囲まれているとね、そういう裏表のないエマといると、すごく気持ちが楽になるんだ」

　ルースはにっこりと食えない笑えみを浮うかべた。

「僕がエマを気に入ってる理由だよ。あとは、観察眼が鋭するどい。見るべきもの、注意すべきものが何かをよく分かってるんだ。そういうところがいいね。バルトはどう思う？」

　聞き返されても言葉が出ない。バルトは困こん惑わくした。

「待て。なんでこんな話になってるんだ？」

「牽けん制せいしとかなくちゃ、僕が不安だからだよ。二人ともすごく仲が良いんだもの」

「牽制？　何だそれ。あと仲良くねえ」

「噓噓。冗談だよ。さ！　もうそろそろ、レイが寂さびしがってるだろうから、戻もどろうかな」

　よく理解できないバルトを置いて、ルースはさっさと部屋を出て行こうとする。しかし去り際ぎわ、バルトに釘くぎを刺さした。

「一度、ちゃんとエマと話し合うこと！　いいね」

　バルトはしかめ面つらになり、その言葉には答えなかった。










「どうしたの？　元気がないように見えるわ」

　ティアナの心配そうな声に、エマはハッと顔を上げた。ティアナが膝ひざに本を置いて、エマを見つめている。エマは慌てて手を振って、笑みを浮かべた。

「な、何でもありません！　大丈夫です」

　レッスンを開始して五日が経たち、エマはティアナの部屋に招かれていた。毎晩部屋を訪ねて、ティアナと様々な話をしていた。時には本の感想を語り合ったりしている。

「エマ。苦しい時や思い悩なやんだ時に、励はげまし合うのが友人だって本に書いてあったわ。私じゃ助けにならないかしら？」

　ティアナはしゅんと俯うつむいてしまった。エマは悩んだ後、おずおずと口を開く。

「その……、ダンスやマナーがなかなか身に付かなくて」

「あら。エマなら大丈夫よ。今だって、とても礼れい儀ぎ正ただしく振る舞ってるわ」

　そう言うティアナこそ、自然と手をやって、品よく微笑む口元を隠かくしている。その手は血管まで透すけて見えそうなほど白く、傷ひとつなかった。何もかも、エマとはかけ離はなれている。

　それでも、同じ本の話題で盛り上がったりしながら、エマとティアナは仲を深めていった。特にティアナが興味深そうに聞いてくるのは、エマがいたローランドのことや、王都への道行きの話などだ。ほぼ部屋から出たことのないティアナにとって、外の世界を知る術すべは本しかない。

「あまり思い悩まないで。顔色が悪いわ。ちゃんと食事はとっている？」

　病弱なティアナに気き遣づかわれて、エマは「もちろん」と大きく頷うなずく。

「それならいいけど。あ、ベルゲンで作る野菜はもう食べた？　すごく美味おいしいって評判なのよ。農作物はベルゲンの大きな収入源のひとつなの。土がいいんだって、父様は仰おつしやってたわ。私も本で色々と調べてみたんだけど、ここの気候も、農作物を作るには適しているらしいの」

　ティアナはそう言って、机から何枚もの紙を取り出してきた。そこには綺き麗れいな字で、『ベルゲンの農作物』や、『土、肥料』などの語句が書かれている。たぶん、ティアナが書いたものだろう。

　エマは、食事で出た野菜を思い返す。優ゆう雅がな食べ方をするのに必死になっていたが、確かにどれもが瑞みず々みずしく新しん鮮せんだった。

　紙をもっとよく読んでいくと、数字が書かれている。

「この数字はなんですか？」

「これは、今のベルゲンの農作物の税率よ。これも父様に教えてもらったの。昨年はどれだけ農作物がとれたのか教えてもらって、計算したものよ。これを見ると、いかに農作物がベルゲンを潤うるおしているのかがわかるの」

　なるほどと思う。エマも、ローランドにいた頃ころは、領主に野菜を納めていた側だ。

「では野菜が、ベルゲンの自じ慢まんなんですね。色々と勉強なさっていて、すごいと思います」

　ティアナが持っている紙を見ながらそう言うと、ティアナは小さく笑った。

「私はベルゲンの次期当主だから、勉強するのは当然よ。ベルゲンに関かかわる本はすべて読んだわ。でも、本だけでは知り得ないことがこの世にはたくさんある。実際に畑だって見てみたいし……、父様にお願いしたのだけど、何かあったら大変だと止められてしまって」

　エマはティアナの知らなかった一面を知る。ティアナはこの部屋で、外に憧あこがれて物語を読んでいただけではなかった。自分の立場を理解し、彼女なりに自分の領地を知ろうとしている。

「ティアナ様の気持ち、きっと伝わる日が来ます」

「ありがとう。それでエマ。悩んでいるのはそれだけなの？」

　ティアナが首を傾かしげて質問してきた。先ほどの話は終わったと油断していたエマは、ギクリとする。

「ダンスやマナー以外にも、もっと悩みがあるように見えるわ」

　優やさしくおっとりとした性格のティアナだが、人の表情を見み抜ぬくのが上手うまい。

　じっと期待するように見つめられ、エマは観念した。そっと扉の外を窺うかがって、小声で言う。

「……実はその……、バルトさんと最近口をきいていなくて」

　言った途と端たん、猛もう烈れつに恥はずかしくなってきた。しかし、ティアナは心得たとばかりに頷く。

「バルトさんって、黒ずくめの恰かつ好こうをした、エマの騎き士しのことね？」

「いやいや、私のじゃないですよ！」

「エマの護衛役をしているんでしょう？　ちょっと近寄りがたい感じだけど、凜り々りしい騎士だわ。どうしたの？　喧けん嘩かでもしたの」

「まあ、そんなようなものです」と言葉を濁にごす。本当は、喧嘩などという生易しいものではない。互たがいにごめんと謝って、納なつ得とくできる問題ではないのだ。

「大変だわ。喧嘩をしたら、すぐ仲直りをしないと。そうすれば、もっと仲良くなれるわ。本にもそう書いてあったし！」

「いや別に、もっと仲良くならなくてもいいんですが」

　ごにょごにょと口ごもっていると、ティアナがエマの両手を握にぎった。

「エマは仲直りしたいと思ってるのよね？　だったら勇気を出さなくちゃ」

　眩まぶしいティアナの笑みを見つめながら、エマは小さく頷くことしかできなかった。










　次の日、マナーの勉強を終えたエマとトリスタンのところに、ひとりの男性が入って来た。アロイスの補ほ佐さをしているホルストだ。

「ホルスト様」

　トリスタンが、いつ見ても惚ほれ惚ぼれする綺麗な礼を見せる。

「練習は終わったのかな？　少し、エマ様と話したいのですが」

　ホルストの言葉に、エマは「私とですか？」と首を傾げた。

　トリスタンが部屋から下がり、エマとホルストと、相変わらず無言で隅すみに立っているバルトしかいなくなる。

「まずは、お礼を言いたかったのです。ティアナ様の身代わりをしてくださって、ありがとうございます」

　頭を下げられ、エマは戸と惑まどった。

「そ、そんな。顔を上げてください」

「アロイス様が、とても無理なお願いをしたことは分かっています。それでも、アロイス様には、ティアナ様を部屋から出すという選せん択たく肢しはないのです。最愛の奥方を亡なくされて、忘れ形見のティアナ様が、アロイス様にとってどれほど大事か計り知れません」

　困った息子むすこを庇かばう、父親のような顔をしてホルストが言った。しかし、部屋でティアナの話をずっと聞いてきたエマは、尋たずねずにいられない。

「そのお気持ちは分かります。でも、ティアナ様にもっとたくさんの世界を経験させていくことも、愛情のひとつなんじゃないでしょうか。体のことは心配ですが、気持ちの面では、ティアナ様はきっとめげないですよ。強い方です」

　紙いっぱいにベルゲンのことを書き記しているのが証しよう拠こだ。ティアナは小さな世界の中で、もがくようにして、先のことを見み据すえようと頑がん張ばっている。

　ホルストは、目を細めてエマを見つめた。

「エマ様は、ティアナ様とたくさんのお話をしてきたんですね」

「友人になりましたから」

「どんな話をされるんです？　私達城の者はみんな年が上なので、ティアナ様の話し相手にはなれないのです」

　ホルストが視線を下げた。ティアナが部屋から出してもらえないことを、ホルストなりに心配しているのだろう。

「本の話とか、ドレスや礼れい儀ぎのこと、あとはベルゲンのことを誇ほこらしく語ってくれました」

「私はどうしても、アロイス様の視点で物事を考えてしまいます。でもティアナ様にはティアナ様の、考え方があるのですね。私が口を出すことではありませんでした」

　ホルストは苦く笑しようしながら頭を搔かいた。

「年をとると、おせっかいになってしまうようです」

　目じりが下がったホルストは、笑うとどうにも憎にくめない風ふう貌ぼうになった。

　エマはぎゅっと両手を握りしめた。少し躊躇ためらった後、おずおずと切り出す。

「あの……、出過ぎたことかもしれませんが、ホルスト様がアロイス様を説得することはできないのでしょうか？　このままずっとティアナ様を部屋から出さないなんて、そんなことができるとは思えません」

　ホルストは、皺しわの刻まれた自分の手を見つめた。

「……私は、アロイス様の補佐でしかありません。説得するなど、無理というものですよ。しかも、私はアロイス様が奥方を亡くされた時を見ています。どれほど悲しまれたことか。私では、アロイス様の心は動かせないでしょう」

　そう言われてしまえば、エマもそれ以上強く言えなかった。思っていた以上に、アロイスの喪そう失しつ感かんは深いようだった。
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「足元ばかり見ないで！　リズムが合ってませんよ」

　エマは慌あわてて、相手役のトリスタンと足の動きを合わせようとする。

　レッスンを開始して十日が経過していた。これまでエマ自身、特に危険を感じるようなことはなく、日々マナーやダンスに明け暮れている。

　しかしマナーはともかく、ダンスの方は一向に上達する気配がなかった。何度注意を受けても足を気にしてしまい、ぎこちなさが改善されない。

「ああ、ステップが違ちがいます！」

　そこでトリスタンは、踊おどるのを止やめてしまった。

「今日のダンスはここまでにしましょう」

「え、でもっ」

「どうも頭が混乱されているようです。私も焦あせって、この一週間少し詰つめ込みすぎました。今日は午後から、お休みにしましょう。少し休んでください」

　ぎこちなくも笑えみを向けられ、エマは逆に落ち込んだ。これまで厳しく教えてきたトリスタンに慰なぐさめられてしまうほど、自分の現状はひどいのだ。

「……はい」

　エマは小さく答え、護衛であるバルトに一言言って、自分の部屋へと戻もどった。

　ベッドに腰こし掛かけた途端、大きく深い溜ため息いきが漏もれた。靴くつを脱ぬいで自分の足を見下ろすと、指にマメが出来ている。

　エマはそのままベッドに仰あお向むけになった。

「役に立つどころか、……結局迷めい惑わくしかかけてないわ」

　ぽつりと呟つぶやいた言葉は、あまりに力ない。そのままシーツに顔を埋うずめた後、エマは起き上がり、そっと部屋の外を窺うかがった。当然だがバルトの姿はない。自分の部屋に戻ったのかもしれない。

　エマは部屋から出て、城の中をゆっくりと歩いていった。やがて城門の前まで来ると、馬小屋が見えてくる。

　世話係の人間はいないらしく、エマは馬小屋へと入っていった。繫つながれている馬を一頭ずつ見ていき、見知った顔を見つけ出す。

「ファル」

　丸くて黒い瞳ひとみがエマの姿を捉とらえて、応こたえるようにヒンとひとつ嘶いななく。手を伸のばし、滑なめらかな毛並みに指を滑すべらせた。そのまま頰ほおを寄せると、温かな体温が伝わってくる。

　ベルゲンへやって来てから、レッスンが終わると必ずバルトと一いつ緒しよに、ファルの世話をしに行っていた。しかし今日は時間も早いし、来たのはエマだけだ。

「どうしようファル。ダンスがこんなに難しいなんて知らなかったわ」

　首筋を撫なでながら、ぽつりぽつりと思ったことを話していく。

「ファルに乗るのと同じくらい難しいんだから」

　エマの気持ちなど知りようのないファルは、無む邪じや気きな瞳を向けるだけだ。

「それに」と、エマは一度唇くちびるを嚙かんで、言った。

「バルトさんと全然喋しやべってない……」

　口にすると、更さらに気分が落ち込んだ。今では、過去に言われたバルトの失礼すぎる発言の数々まで、懐なつかしく思えてくるほどだった。

　何だかんだと言いながら、バルトの言葉に、発破をかけられてきたのだと気付く。と、バルトの発言を思い返していったエマは、ふと眉まゆを寄せた。

　──それにしても、本当に失礼なことばっかり言われたのね。

　色気がない、重い、ブス、ドレスが似合ってない、ダンスが面おも白しろい……。指折り数えていき、段々と腹が立ってきた。

「なによ。バルトさんなんて、まず顔が恐こわいでしょ。雰ふん囲い気きも近寄りがたいし。あとはこれ、口が悪い！　それに乱暴で、強ごう引いんで、あとは……、んー、なんていうか全体的に黒い！」

　悔くやしいので、エマもバルトを真似まねして、失礼な発言をしてみることにした。

「黒い服以外持ってないのかしら？　あとは……」

「──ずいぶん言ってくれるな」

　背後からかかった声に、エマはビクッと肩かたを震ふるわせた。とても聞き覚えのある声だ。

「……バ、バルト、さん……」

　ゆっくりとこちらに近づいてくるのは、眉を寄せたバルトだった。明らかに、ものすごく怒おこっているのが分かる。

「何でここに」

「お前が部屋を抜ぬけ出したことくらい知ってる。俺はお前の護衛だぞ。こんな場所に一人にしておくはずがない」

「だ、だったら声をかけてくれたらいいじゃないですかっ」

　全部聞かれていたのだと知って、思わず赤くなる。エマの言葉に、バルトはふい、と視線を逸そらした。

「一人になりたそうな顔してたからだろ」

　そう言われて、エマは口を噤つぐむしかなかった。確かに一人になりたかったからだ。バルトはその気持ちを慮おもんぱかってくれたのだろう。

「だが、黙だまって小屋の前で待っていれば、俺の悪口がペラペラと。よくもまあそんなに思いつくな」

「そっちだって、私の悪口たくさん言ってたじゃないですか！」

　思わず言い返し、はっとする。

　──ああ。また言い争ってる。

　エマが口を閉じると、バルトも何を思ったのかぐっと唇を引き結び、黙り込んだ。どうしよう、何か言わなければとエマが内心焦っていると、ファルがぐっと顔を押し付けてきた。

「うわっ、な、何？」

　ぐいぐいとエマを押し返し、何かを訴うつたえている。

「……腹が減ってるんだよ」

　呟くバルトの言葉に、エマは小屋の一番奥から、干し草の塊かたまりを持ってきた。解ほぐして、ファルに食べさせる。夢中で頰ほお張ばるファルを見て、口元が緩ゆるんだ。

「可愛かわいい」

「そうか？　草食ってるだけだろ」

「それが可愛いんですよ。ふふ、美味おいしそうに食べるなあ」

「お前はちっともうまそうに食わないな、メシ」

「え？」

　エマが聞き返すと、バルトはエマの腕うでを引いて歩き出す。

「ちょっと、バルトさん？」

　バルトは何も言わずに小屋を出て、ついでに城門もくぐってしまう。

「え、どこ行くんですか！」

「メシの味が分かんないくらい行き詰づまってんだ。少し外に出るぞ」
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「やっぱり、改めて見てもすごいですね、旧市街」

　エマとバルトは、旧市街の入り口に立っていた。一度ゆっくり見たいと思っていたので、外に出ると言ってくれたバルトに、行きたい場所として頼たのんだのだ。

　旧市街を見上げていると、エマが被かぶっているフードが捲めくれそうになる。城の外に出るにあたって、ティアナの身代わりをしているエマは身を隠かくすためにフードを深く被っていた。

「めんどくせえから、今入るか」

　剣けんの柄つかをさらりと撫でて、バルトが軽い調子で足を踏ふみ入れようとする。

「だからダメですってば！　迷子になっちゃいますよ！」

　エマは慌あわててバルトの腕を引っ張った。バルトは顔を顰しかめて言う。

「それがそもそも信じらんねーんだよ。迷うかどうかなんて、入ってみなきゃ分かんねえだろ」

　そう言い捨てると、本当にさっさと街へと入ってしまった。エマもつられて中に入る。

「……わあ」

　入ってみて、すぐに眩暈めまいのようなものを感じた。同じ色の、同じような材質の、同じような建物。特とく徴ちようが全くなく、出窓の大きさまで一緒だ。道はどれも極きよく端たんに狭せまく、奥を眺ながめるだけで、複雑に入り組んでいるのが分かる。曲がり角が多いのと、建物が邪じや魔まで先が見通せず、視界が狭い。この街を作った人間の、妄もう執しゆうのようなものを感じた。悪意とも言えるかもしれない。入った者を惑まどわせ、決して出すまいとする意志が働いている。

　ふと、視線の先でバルトが曲がり角を進もうとしていた。視界の先から消えそうになり、思わず叫さけぶ。

「バルトさん！」

　バルトは立ち止まり、怪け訝げんな顔でこちらを見た。すぐに駆かけ寄り、有う無むを言わさず背中を押して、まだ視界に捉えている出口から二人で街の外へ出た。

「何だよおい」

「やっぱり、明確な道順が分からないと無理です。バルトさんだって、あの異様な街の作りを見たでしょう？　出られなくなってからじゃ遅おそいです！」

　必死に訴えるエマに、バルトも思うところはあったのか言い返してはこなかった。

　気付くと辺りは夕日に染まっている。エマは、周囲を見回しながら言った。

「城に戻もどらないといけませんね」

「戻る前に、少し寄るぞ。酒が飲みたい」

　首を傾かしげるエマをバルトが連れて行ったのは、一いつ軒けんの酒場だった。少しずつ客が入り始めており、すでに酒を飲んでいる客も見える。店の中の雰囲気もよく、主人であろう女性に馴な染じみの客が何事か声をかけて楽しそうだ。父親と息子むすこだろう親子もいて、息子の方は、もごもごとパンを口に頰張っている。酒を飲みにくる客ばかりでなく、食事も楽しめる酒場のようだった。エマは、ローランドの『踊おどる大おお鷲わし亭てい』を思い出していた。

　椅い子すに座り、客達の喧けん騒そうに耳を傾かたむける。乾かん杯ぱいするために、マグが鳴らす鈍にぶい音が懐かしい。

「やっぱり私には、こっちの方が落ち着きます」

「あっそ」

　注文した焼き色のついた肉に齧かじり付きながら、バルトが気のない答えを返す。

「何だかこのお店、大鷲亭に似てません？」

「酒場なんてどこも一いつ緒しよだろ」

「そうかなあ。ターニャさんの元気な声が聞こえてきそうです」

　エマは目を閉じた。大鷲亭を切り盛りする女主人ターニャは、世話焼きのとても気のいい女性だ。

「もう家が恋こいしくなったのかよ」

　バルトの憎にくまれ口に、「違ちがいますよ」と口を尖とがらせる。

「ちょっと思い浮うかべただけです」

「ダンスも踊れないお前を見たら、みんな腹を抱かかえて大笑いするんじゃないか？」

「そんな性格悪い人、バルトさんしかいませんから！」

　バンとテーブルを叩たたくと、バルトは「じゃあ、どんな反応するんだよ」と返してきた。

「え……、そりゃ、励はげましてくれると思いますよ。ターニャさんは、落ち込んでたら美味しい料理を振ふる舞まってくれるし、マルクさんは一緒にお酒を飲もうって言ってくれます。父さんは……、たぶん静かに話を聞いてくれるんじゃないかな」

　想像しながら、きっとそうだと確信する。思わず笑えみを浮かべたエマに、バルトは言った。

「お前がそう思うなら、そうなんだろ」

「え？」

「お前が想像するように、壁かべにぶち当たる度たびに、お前はそうやって小さい頃ころから励まされてきたんだろう。今回は傍そばにいないんだから、想像で補え」

　エマはぽかんとバルトを見た。

「そもそも、その記き憶おく力はなんのためにあるんだよ。頭の中に鮮せん明めいに情景が思い浮かぶんだろ？　だったら落ち込んだ時に自分はどうしたのか、周囲はどうだったのか思い出してみろよ」

　ぶっきらぼうな、少し怒おこったような口調。言われた言葉が、じわじわとエマの心に染みていく。

　──それは、まるで。

「……バルトさんこそ、私を励ましてくれてるみたいに聞こえます」

「甘えんな。俺はお前なんか励まさない」

　即そく答とうされるが、怒る気にはなれなかった。よく見れば、バルトは未いまだに酒を注文していない。

　──お酒が飲みたいって、ここに入ったはずなのに。

「バルトさん」

「何だよ」

「もしも今度落ち込む時があったら、こうしてバルトさんと話してる今を思い浮かべますね」

　バルトが不可解な顔になって、エマを見つめた。

「なんで俺が出てくるんだ。ローランドの奴やつらを思い浮かべろって言ってんだよ」

「だってさっきのバルトさんの言葉にも、私は元気を貰もらいましたから」

　嬉うれしくなって笑いかけると、バルトはテーブルに両手をついた。

「やっぱりダメだ。さっきの言葉は取り消す。今すぐ忘れろ」

「無理です。もうしっかり、頭に刻まれちゃいました」

　バルトは何も言い返せず、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になった。逆にエマの心は晴れやかだ。

「ありがとうございます、バルトさん」

　心から礼を言うと、苦々しい顔をしたバルトの顔が見えて、思わず笑ってしまった。










「おいおい。飲みすぎだぞクルト。もうその辺にしておけ」

　酒場に入って一時間が経過した頃、エマ達の後ろの席から、中年男性らしき声がしてきた。

「うるさい。飲まなきゃやってられねえ。また税が上がるなんて……、このままじゃ生活できなくなる」

「……まあなあ。五年前までは、こうじゃなかったんだが。俺も苦しいよ。農作物は天候にも左右されるのに、税は変わらないどころか、上がるとはな」

　その会話に、エマは振り向いた。見ると二人の男性が、ちびちびと酒を舐なめあって会話をしている。眉み間けんには皺しわが入り、険しい雰ふん囲い気きを感じさせた。

「どうした」

　怪訝な顔になるエマに、バルトが声をかける。

「今の会話なんですけど。農作物の税が高いって言っていて……、でも、ティアナ様に教えてもらったベルゲンの税は、そこまで高くなかったはずなんです」

　ティアナが見せてくれた紙を思い浮かべる。ティアナがアロイスから教えてもらったという税は、ローランドの税とさほど変わらなかった。土地も住民の数も多い分ベルゲンの方が少々高いが、先ほどの会話にあるような、生活がひっ迫ぱくするほどの税ではなかったはずだ。

　エマの話を聞いたバルトは少し考えた後、先ほどの会話をしていた男性達に声をかけた。

「悪いが、ひとつ教えてくれないか」

　全身黒ずくめの、顔の怖こわいバルトに声をかけられて、男性達はビクリと肩かたを揺ゆらす。

「な、なんだ一体」

「ベルゲンの、農作物にかかる税がいくらか知りたい」

　二人の男性は顔を見合わせて、なぜそれを聞かれるのか分からないといった表情になる。しかし、バルトの雰囲気に押されたのか教えてくれた。

「……違う」

　エマは目を見開く。ティアナが教えてくれた税とは、三倍も差がある。この税を支し払はらっていたら、確かに生産者は辛つらいだろう。

「……ったく、ややこしいぜ。犯人捜さがしと『聖杯』だけでも手て一いつ杯ぱいだってのに」

　バルトは頭を搔かくと、「城に戻って、ルースに報告するぞ」と席を立った。

「金を払ってくるから、お前は少し待ってろ」

　バルトの背中を見送り、エマは酒場の外で待つことにした。すぐにでもルース達に話して、意見を聞きたい。酒場から出ると、綺き麗れいな月が見えている。

　口を塞ふさがれたのは、その時だった。

　抵てい抗こうする間もなく、近くの細い路地へと引っ張られる。背中をピタリと壁に付けられ、口を塞がれた手が離はなれたと思ったら、喉のど元もとにナイフが突つきつけられた。

　見ると、エマの目の前にはナイフを突きつけている男と、エマが逃にげられないように退路を塞ぐ男がいた。どちらの男も帯たい剣けんしており、体つきもしっかりしている。

「地図について、知っていることがあるなら話せ」

　──地図？

　エマは混乱のまま、視線を左右に動かす。

「黙だまったままなら、このまま切り裂さくだけだ」

　喉元に当てられたナイフの切っ先が、ぷつりと皮ひ膚ふを破る。

「……っ」

　息を吞のんだ瞬しゆん間かん、見張っていた男が突とつ然ぜん倒たおれた。代わりに立っていたのは、バルトだった。

「お、お前、いつの間に……っ」

　バルトはちらりとエマに視線をやった。そのままエマの喉元に視線がいく。

　そこからのバルトの動きは、速過ぎてとても目で追えなかった。狭せまい路地の中、剣を振るうのは容易なことではない。壁が邪じや魔まして、下手をすれば命取りになる。

　しかしバルトは、そんなものは何も障害にならないとばかりに、剣を操あやつった。一いち撃げきで、エマの喉元にナイフを突きつけている腕うでを切り裂く。

　エマはすぐに、バルトの力強い腕に引っ張られた。そのまま背後に匿かくまわれる。

「何者だ、お前ら」

　バルトが膝ひざをつく男二人を見下ろした。

「答えろ」

「あれえ。何してるんだ？」

　間延びしたような声がして、路地の先から中年の男が顔を出した。酒場から出てきたのだろう、酒に酔よっている様子だ。たまたま通りすがり、声をかけたのだろう。バルトとエマが、一いつ瞬しゆんそちらに気を取られる。

　その間に、二人の男は路地を駆かけ抜ぬけ、酔っ払ぱらいの男にぶつかりながら逃げて行った。バルトは舌打ちすると、エマを連れて急いで路地から出る。

　路地の先では、酒場から客達がぞろぞろと出て来るところだった。大人数で飲んでいたのか、道に広がり、バルトと男達の前を遮さえぎる。

「どけ！」

　バルトが叫さけぶと、足元が怪あやしい客達がたたらを踏ふみながら避よけていく。追いつかれると悟さとったのか、片方の男が剣を抜いて、バルトの一撃をかろうじて受け止めた。

　騒さわぎを聞いたのか、バルト達の周りに人が集まり出した。バルトと男が鍔つば迫ぜり合いをしていると、子供がふらふらと近付いてくる。酒場で見た親子連れの、息子むすこの方だった。

「危ない！」
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　エマが声を上げると、バルトも子供の存在に気付いたようだった。一瞬怯ひるむ剣の動きを、目の前の敵は見み逃のがさなかった。バルトの剣を捌さばき、隙すきを見てまた走り出す。

　バルトは追いかけようとしたが、エマを見てぐっと口元を引き締しめた。それ以上追いかけることはなく、剣を鞘さやに収める。

「バルトさん！　大だい丈じよう夫ぶですか！」

　エマが駆け寄ると、バルトは怒いかりをため込んだような顔で、男達の逃げていった先を睨にらみつけている。

「……とにかく城に戻もどるぞ。俺の傍そばから離れるな」

　そう言って、バルトはエマの腕を取り歩き出す。それから城に戻るまで、バルトは一言も口をきかなかった。










　城への道を歩きながら、バルトは怒りで目の前が真っ赤になる自分を、懸けん命めいに抑おさえていた。まだ城の中に入っていない。エマを安全な場所に連れていくまでは、自分が我を忘れるわけにはいかなかった。それだけの分別が、今のバルトにはあった。本当なら、近くにある壁かべに向かって、自分の拳こぶしをめちゃくちゃに殴なぐりつけたい。

　──取り逃がした。あんな、自分よりもはるかに弱い相手を。

　昔のバルトなら、考えられない失態だ。

　理由は分かっている。ルースやレイから、『騎き士しの剣』を教えられたからだ。あの場で好き勝手に剣を振ふるっていれば、間ま違ちがいなくあの男達を取り押さえることができた。生死を問わないのなら、なおさら簡単だろう。

　だが、今のバルトには足あし枷かせがある。制約がある。周りにいる酔っ払い達や子供に目を配り、何よりエマを気に掛かけなければならない。気分的には、あの狭い路地裏でずっと剣を振るうようなものだ。窮きゆう屈くつで、自分の思い描えがく動きができない。しかもそれは自分の能力のせいでなく、他人のせいなのだ。これ以上腹立たしいことはなかった。数年前の自分が見たら、せせら笑うに違いない。

　バルトは自分の手のひらをじっと見つめた。誰だれかを守る剣は強いと、ルースやレイは言う。

　──強い？　俺には、弱くなっているようにしか思えない。

　そんなことは御ご免めんだった。バルトは強くなりたいのだ。故郷と主あるじを失った喪そう失しつ感かんは計り知れない。その穴を埋うめてくれるのが、バルトにとって剣の強さだった。

　それなのに。

「バルトさん。あの、大丈夫ですか？」

　エマが心配そうに見上げてくる。先ほどから、なぜ何度も「大丈夫か」と聞いてくるのか。エマの方こそ、首元に怪け我がをしていた。今度は、一瞬でもエマから目を離した自分に、怒りが湧わく。

　白く細い首に、まだ赤い血の跡あとがあった。エマは自分の肌はだは白くないと言うが、バルトにすればエマだって十分白い。痛々しい白と赤の対比に、バルトは思わず手を伸のばしていた。

「痛っ」

　バルトの親指が傷口を擦こすった。エマが顔を歪ゆがめる。それから、はっとしたようにバルトの腕を取った。

「バルトさんは？　怪我はしていませんか？」

　自分のことより他人を心配するエマに、眩暈めまいにも似たもどかしい思いを感じる。

　護衛などやりたくないと思う。自分の行動が制限されるのが嫌いやだと、今そう思ったばかりだ。それでもエマがこうして怪我をしたのを見れば、守れなかった自分に憤いきどおりを感じる。これ以上、この白い肌に傷を付けたくないと思う。

　矛む盾じゆんするような思いを抱かかえて、バルトは城への道を歩き続ける。まるで迷めい路ろに迷いこんだように、答えは見つからなかった。







[image: 三章　波乱の舞踏会]




　宴うたげまであと三日を切り、ベルゲンに続々と招待客が集まってきていた。

　酒場でエマが連れ去られそうになった事件で、犯人達がまだティアナを諦あきらめていなかったことを知り、城の警護は一層厳しくなった。

　ルース達は、今日も犯人捜さがしに朝早くから出で掛かけている。エマが攫さらわれそうになった時、見張っていたヘルマンとラルフは城から出ていなかったらしい。ただし、手下を使って襲おそわせた可能性もあるので、犯人から外れたとは言い難がたいという話だった。酒場で聞いた税の話をすると、ルースは顎あごを撫なでた後、「調べてみる」と言っていた。

　バルトの方は鋭するどい眼まな差ざしで周囲を見ながら、エマに付いて護衛をしている。酒場で犯人を取り逃にがしてしまったことを、未いまだ悔くいているようだった。

「噂うわさには聞いておりましたが、実際お会いすると大変お美しいです」

「ありがとうございます」

　謁えつ見けん室で、アロイスの横に座っていたティアナ改めエマは、その言葉にはっと物思いから目覚める。目の前の騎士に向かって、控ひかえめに微笑ほほえんだ。

　招待客はまずベルゲンの領主アロイスに挨あい拶さつをし、婿むこ候補の騎士達はそこで初めて、ティアナと顔を合わせることになっていた。エマは現在、その顔合わせの真っ最中なのだ。

　切れ長の青い瞳ひとみの騎士は、ベルゲンの隣となりの領主の息子でディルク・バッヘムという。なかなか容姿の整った涼すずやかな青年で、一心にエマを見つめてくる。

　──何？　そんなにまじまじ見ないでほしいな……。それにもう、頰ほおの筋肉が攣つりそう。

　エマは朝から、すでにディルク含ふくめ四人の騎士と引き合わされていた。ティアナと別人だとばれはしないかとハラハラし、終始笑えみを浮うかべていることにも疲つかれてくる。

　突とつ然ぜん、ディルクがエマの前まで来て、その場で跪ひざまずいた。エマはぎょっと体を引く。

「ティアナ様。私はここに来て、あなたを見て確信しました！」

「え……、何をでしょうか」

「私の妻になる方は、あなたしかいないと！　どうか私と結けつ婚こんしてください！」

「えっ」

　エマはそう言ったきり、絶句する。まさかここでいきなり求きゆう婚こんされるとは思っていなかった。トリスタンから学んだことを一通り頭の中で復習さらうが、今ここで求婚を断る術すべは学んでいない。頼たのみの綱つなのトリスタンはさすがに謁見室まではついてこられず、部屋の隅すみにいた護衛役のバルトに目で助けを呼んでみたが、肩かたを竦すくめられて終わりだった。

「ディルク殿どの。どうか宴が終わるまでは待っていただきたい。ティアナも困っています」

　アロイスが助け船を出してくれる。しかしディルクは納なつ得とくできないというように首を横に振った。

「ティアナ様が他ほかの騎士と踊おどるなど、我が慢まんができないのです」

　エマは困ってしまう。この場を上手うまく収める方法を必死に探す。

「ディルク様。宴にはディルク様以外の騎士もいらっしゃいます。私はそのすべての方と踊り、お話をして、皆みな様さまのことを知りたいと思っています。もしもディルク様を選ぶのであれば、私はすべての方と話した上で、その中からディルク様を選びたい」

　エマの言葉に、一いつ瞬しゆんの後、ディルクは感激したように目を潤うるませた。

「誠実で思し慮りよ深いティアナ様のお言葉に感じ入りました。承知しました！　数ある騎士の中から、私を選んでいただけるよう努力したいと思います！」

　そう言って、ディルクは勇んで部屋を出て行った。

　扉とびらが閉まった途と端たん、どっと疲れが襲ってくる。

「はあ……。なんとか納得してくれた……」

「いやいや、素す晴ばらしい対応でした！」

　アロイスが上じよう機き嫌げんで言う。

「マナーや礼れい儀ぎも最初はどうなることかと思いましたが、とても自然にこなしていますし、招待客やブルクミュラー家の親族の名においてはすべて完かん璧ぺきに頭に入っている！　さすが王家の使者様です」

　持ち上げられて、エマは苦く笑しようした。確かにマナーや礼儀に関しては、ここ数日で少しずつ体が慣れてきたのを感じていた。バルトと城を抜ぬけ出して、息抜きができたおかげかもしれない。

　──前にもこんなことがあったなあ。

　ローランドにいた頃ころ、落ち込んでいたエマを城じよう壁へきの外に連れて行ってくれたのはバルトだった。そこでバルトは、焦あせり迷っていたエマの心を解きほぐしてくれたのだ。

　バルトがどこまで意図してやっているのかは分からないが、助けられていると感じる。

　そっと壁かべに寄りかかるバルトに感謝の視線を向けると、気配を感じたのか目が合った。

「良かったな」

「え？」と首を傾かしげると、バルトが意地悪く言った。

「求婚されるなんてもう二度とないかもしれないぞ。貴重な体験ができて良かったな」

　エマの顔が、盛大に引き攣った。










「求婚なんてされるわけないって、決めつけてるんですよ、あの男は！　どう思いますかティアナ様！」

　無事に騎き士し達との謁見を終えた夜、エマはティアナの部屋を訪おとずれていた。謁見でのバルトの言葉を伝えると、ティアナはころころと笑った。

「まあまあ。二人とも、とっても仲が良いのね」

「いやティアナ様。良くないって話をしてるんです」

「でも羨うらやましいわ。ねえエマ。求婚されるってどんな感じなの？　私はまだ恋こいもしたことがないし、よく分からないのよ。胸がどきどきするって本当？　本の中のお姫ひめ様さまは、王子様と出会うとそうなるらしいんだけど」

「求婚といっても、私自身がされたわけではないですし、ドキドキはしませんでしたね……」

　エマは言葉に詰つまった。エマもティアナと一いつ緒しよで、恋れん愛あい経験など皆かい無むだ。知り得る情報といえば本しかない。二人でうーん、と考え込んでしまう。

　何か思いついたように、ティアナが顔を上げた。

「エマはバルト様といて、どんな時にドキドキするの？」

「はいっ？」

　思ってもみない質問に、エマは目を瞬またたかせた。

「な、なんでバルトさんの名前が出てくるんです」

「だってエマとバルト様、とてもお似合いよ」

「お似合いでもないですし、一緒にいてもドキドキなんてしませんよ！」

　エマは扉に視線を向けて、小声で言った。部屋の外にいるバルトに聞こえては大変だ。先ほどの文句は聞こえてもいいと思っていたが、これはまずい。

「本当にないの？」

　疑うティアナに、エマの頭の中を様々な場面が駆かけ抜ける。ローランドの外に二人で出た時、目元に指が触ふれてドキドキしなかっただろうか、などと考えて慌あわてる。鮮せん明めいに思い出せるせいもあって、あの時の動どう揺ようが今も甦よみがえりそうになった。

「ないない、ないです！」

「そうなの？」と残念そうな顔をするティアナに、エマは「そうなんです」と大きく頷うなずいてみせた。

「自分が結婚するなんて、あまりに現実感がないわ。私は、殿との方がたといったら父様や最低限の城の人間としか会わないし。従兄いとこのラルフとも、もうずいぶん疎そ遠えんになって久しいわ……」

　エマはその名前にドキリとする。犯人候補に挙がっていると、ティアナに話していなかった。

「幼い頃は、城の庭園で従兄のラルフと一緒に遊んだりしたのだけど。穏おだやかで優やさしくて、速く走れない私を、いつまでも待ってくれるような人だったの」

　思い出をゆっくり辿たどるように目を閉じて、ティアナが笑う。ティアナの中では、ラルフは優しい従兄なのだ。ラルフが犯人でなければいい、とエマは心から思った。
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　宴うたげの前日、エマはトリスタンと最後のおさらいをしていた。歩き方、食事のマナー、挨拶の仕方、答えたくない質問をされた時の上手い躱かわし方。そしてエマが大苦戦している、ダンス。

　すべてのおさらいが終わると、トリスタンが神しん妙みような顔で頭を下げた。

「お疲れ様でした。礼儀もマナーも、見み違ちがえるほど良くなりました。この二週間、本当に頑がん張ばりましたね」

　優しくそんなことを言われて、エマはほろりとしてしまう。

「今回は、ティアナ様の身代わりを務めるために勉強しましたが、礼儀やマナーといったものは、この街を出ても役立つあなたの財産です。美しい所作で物事を行うということは、あなたという人間を他人に快い気持ちで知ってもらう方法です。決して無む駄だにはなりません」

　切れ長のトリスタンの瞳が、穏やかにエマを見つめる。

「私の、財産ですか」

「そうです。しかしこの財産は、持ち続けるのが難しいものでもあります。常に自分を客観的に意識するようにしてください。ドレスを着て歩く一歩目と同じ。美しく、優ゆう雅がで、軽かろやかに踏ふみ出すんです。それを続ける。いつまでも、一歩目と同じ気持ちを持ち続けて」

　トリスタンは、最後の教えを生徒に伝えるように、丁てい寧ねいに言葉を紡つむいだ。エマはその気持ちに応こたえるように、ドレスの裾すそを持って優雅にお辞じ儀ぎをする。

　満足げに、トリスタンは頷いた。

「あなたは立派な淑しゆく女じよになりました。自信を持っていいですよ。この私、トリスタン・ベーエが保証いたしましょう」

　指先までぴしりと綺き麗れいに伸のびたトリスタンの手が、エマに握あく手しゆを求める。エマはその手を握にぎり返し、お礼を言った。

「ありがとうございます」

「ですが、気を緩ゆるめないように！　ダンスはまだまだです」

　最後にちくりとトリスタンに返されて、彼らしい辛から口くちにエマは笑った。










　トリスタンと最後のおさらいをした後は、ルースの部屋で報告会が待っていた。

「やっぱり、エマの言った通りだったよ。この街の税はおかしい」

　開口一番、ルースがそう言った。犯人捜さがしと並行して、エマとバルトが気になっていた酒場の話を調べてきてくれたのだ。

「人を使ってベルゲンの住民に聞いてみたけど、農作物にはかなり厳しい税を課せられているね。冷害なんか起こったら、暮らしていけないよ」

「ティアナ様の言っていた税とかけ離はなれているのはなぜでしょう？」

「ティアナ嬢じように税を教えたアロイスが、噓うそを言っているとか？」

　レイが腕うでを組んで、可能性を口にしていく。

「もしも、アロイスも本当だと思っていたら？」

「え？」

　投げかけられた疑問に、エマとレイとバルトが一いつ斉せいにルースを見た。

「これも可能性に入れないと。領主が知っているのかいないのか。これはとんでもない不正だよ。アドリア王国は、基本的には厳しい税を取り立てることを禁止している。だから一年ごとに、領地の税の状じよう況きようを報告させてるんだ」

　ルースの表情が厳しくなる。

「ベルゲンは毎月、ごく平均的な税を報告していた。農民の言うような税の高さなら、報告を見た時にすぐ気付くはずだ。つまり国王への報告も噓が書かれている」

　エマはきゅっと唇くちびるを引き結んだ。領主というのは、国王から領地を与あたえられ、代わりに税を納めるという関係で成り立っている。国王への報告が虚きよ偽ぎであれば、忠誠心を疑われる重大な罪だ。

「『聖杯』を探しに来ただけなのに、今や身代わりに、犯人捜しに、税の不正まで調べてるなんて不思議だね」

「どちらにしろ領地の一大事だ。騎士として、やれることはやろう」

　苦く笑うルースに、レイが窘たしなめるように言う。

「もちろん。農作物はベルゲンの誇ほこりであって、決して住民を苦しませるものではないからね」

　心なしか胸を張って、ベルゲンの農作物を語っていたティアナが頭を過よぎる。

「さあ！　とにかくまず明日あしたは宴当日だ」

　ルースの青い目が、エマに向いた。気分を切り替かえるように、にこりと微笑ほほえまれる。

「ダンス、楽しみにしてるね」

　エマにとって、痛いところを突ついてくる。エマは小さく頷くに止とどめた。
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　宴の日を迎むかえ、城は人々のざわめきと、柔やわらかな橙だいだい色いろの灯あかりに包まれる。

　惜おしげもなくろうそくが用意されて灯りがつき、招待客が大広間へと集まってきた。食事を饗きようされ適度な酒の入った招待客達は、賑にぎやかに会話を楽しみ、これから始まるダンスに期待を膨ふくらませている。

　大広間の中央を、アロイスの腕に摑つかまってエマは歩いていた。広間中の視線がエマに集まる。エマの栗くり色いろの髪かみはひとつに纏まとめられ、真しん珠じゆの髪かみ飾かざりで留められている。ドレスは瞳ひとみに合わせて薄うす紫むらさき色いろで、胸むな元もとの開いたデザインだった。胸がないエマのために、ぎゅうぎゅうに詰つめ物を入れられて、内心かなり屈くつ辱じよく的てきな気分を味わった。

「お誕生日おめでとうございます、ティアナ様」

「ありがとうございます」

　口々に祝福の言葉を向けられ、それに丁寧に返していく。ダンスの前に行われた食事会では、何とかヘマもせずに終えることができた。しかし。

　広間の隅すみで、トリスタンがじっとエマを見ているのが分かる。これからダンスが始まるのだ。様になるようになったが、依い然ぜん足を踏んでしまう可能性は大きかった。

　アロイスが招待客に向かって挨あい拶さつをした後、用意していた音楽隊が楽器を奏かなではじめる。ダンスの始まりを告げる音楽だ。

　婿むこ候補の騎き士し達が、エマに向かって手を差し出す。最初に踊おどる相手は決まっている。エマは真ん中で手を伸ばす騎士の手を取ろうとした。トリスタンいわく、ブルクミュラー家と一番の友好関係を築いているらしいマリウスという騎士だ。

　──絶対にダンスを成功させること。ステップは遅おくれないように、でも早すぎてもダメ。足を踏むなんてもってのほかで、それから他ほかは……。

　頭の中はダンスでいっぱいだ。エマはごくりと唾つばを飲んで、マリウスの手に自分の指をかけようとした。

「失礼。まずは私と踊っていただけませんか？」

　え、と思った時には、ふいに横から伸びてきた手に引っ張られていた。大広間の真ん中にエマを連れて行ったのは、なんとルースだ。領主の弟であるヘルマンとその息子むすこのラルフも、当然宴に出席している。彼らを見張るために、ルースもレイも招待客に紛まぎれていた。

「なっ、ル、ルースさん？　なにして……」

「笑え顔がおが消えちゃって、見ていられないんだもの。エマ。ダンスは楽しく踊らなくちゃダメだよ」

　ルースはぐいとエマの腰こしを引き寄せた。音楽はすでに始まっており、ルースは流れるように踊り出す。すると突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者に戸と惑まどっていた他の人々も、組を作ってダンスを始める。一曲が終わるまでは、その組で踊り続ける決まりになっていた。

　王子として育ってきたルースの立ち振ふる舞まいには、隙すきがない。エマを優雅にエスコートする。踊り出せば強ごう引いんさは全くなく、エマの動きの一歩先を見み据すえて、足を踏み出しやすいよう助けてくれた。それでも足元が気になってしまうエマに、ルースは悪戯いたずらっぽく微笑む。

「ここまできたら、足を踏んだらどうしようなんて考えるのはやめるんだ。踏んでも、『ごめんあそばせ』って澄すました顔をしていればいいんだよ。王宮では、踊りたくない人間の足をわざと踏ふみつけるご婦人もいるし」

　ここがどこか忘れて思わず噴ふき出すと、ルースが吸い込まれそうな青い瞳を細めた。

「うん。やっぱり女性は笑顔じゃないとね」

　強こわ張ばっていた肩かたの力が、ふわりと抜ぬけた心地ここちがした。

「なんだエマ。すごく上手うまいじゃないか」

　周りの景色がくるくると回る。流れるように足が動いて、エマはダンスを習って初めて、楽しいと感じていた。

「ルースさんが上手いんです。だから私も、安心して踊れるんですよ」

　幼い頃ころから練習し、王宮という大勢の人々の前で踊ってきた人間なのだ。間ま違ちがってはいけないという重圧も、エマとは比べられないほどあっただろう。

「確かにこういうところでたくさん踊ってきたけどさ。エマと踊る今が一番楽しいな」

　ルースの軽口は相変わらずだ。エマは騙だまされない。

「はいはい。踊る女性全員に、同じことを言ってるんでしょう」

「ひどいな。エマまでバルトと同じようなこと言わないでよ。本当だってば。こうして何気ない会話をしてダンスを楽しむこと、ずっとなかったんだ」

　思いがけず真しん剣けんに返されて、エマは言葉に詰まった。王宮で見てきた、ルースの環かん境きようを考えてしまう。王宮の舞ぶ踏とう会なら、さぞ豪ごう華かで賑やかだろう。しかし、その裏には様々な思おも惑わくが飛び交かい、本心を見せることはできなかったのかもしれない。

　ルースは同情などされたくないだろう。それでも、エマは悲しい気持ちになった。それから段々、その理り不ふ尽じんさに腹が立ってくる。

「もしも、私がルースさんの幼おさな馴な染じみだったら」

「は？」

　突然エマから飛び出した言葉に、珍めずらしくルースが意表を突かれたような顔をした。

「小さい頃からずっと一いつ緒しよにいて、一番の味方になったのに」

「…………」

「ダンスの時はこうして一緒に踊って、笑顔で楽しめたのに」

　もしも、だなんて、なんとも不毛で、何の役にも立たない想像だ。段々冷静になってきたエマは、顔を赤くした。王子であるルースと幼馴染みなんて想像、考えるだけで不敬で身の程ほど知らずだ。

「うわ。ご、ごめんなさい。私、何言ってるんでしょう」

　ルースは何も答えない。代わりに、エマを強く引き寄せた。

「わっ！　ル、ルースさん？」

「……僕も今、もしもの話を思いついた。すごく素す敵てきな夢でね。エマに話したくなったんだけど、いい？」
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「え？　えっと、はい」

　くるりとエマを回しながら、エマとルースは踊り続ける。

「エマはね、どこかの領主の娘むすめさんなんだ」

　エマは頷うなずいて、続きを待つ。ルースの青い瞳の向こうに、自分の姿が見えている。

「それで、僕もどこかの領地の跡あと継つぎの息子で、今日はお嫁よめさん探しの舞踏会に来ている」

「ルースさんなら、すぐお嫁さんが見つかりますよ」

　ルースのもしもの話に付き合いながら、エマは微笑ほほえんだ。

「うん。だけどね、僕は最初から、たった一人にしか目がいかないんだよ。広間に入った時から、エマだけを見てるんだ」

　ふいにルースの繊せん細さいな指先が、エマの頰ほおを捉とらえる。心臓に直接触ふれられたように、どきりと大きく鳴った。

「僕は君に一目ぼれをする。踊ってくれと頼たのむ。エマは優やさしいから、こうして踊ってくれる。今は、その最中ってわけ」

　仮定の話だ。それなのに、あまりにルースが真剣に話すものだから、まるで本当のことのように思えてくる。

「僕らは踊る間中、たくさんの話をする。すると、エマがとても素敵な女性だと分かってくるんだ。不意をついて、僕の心を温めるような言葉を言ってくれる」

　ルースはエマに甘く微笑んだ。

「この後、僕は君を庭園に誘さそう。そこで僕は跪ひざまずいて、たった一言言うんだ」

　内ない緒しよ話ばなしをするように、ルースがエマの耳元に顔を寄せた。

「『僕と結けつ婚こんしてください』」

　周囲はくるくると離はなれたり近づいたりを繰くり返しながら、軽かろやかに踊っている。エマとルースももちろんその輪に入っているはずなのだが、ふたりだけ風景から切り取られたような感覚がしてくる。

「……っていう、もしもの、話」

　どう反応していいか分からないエマの顔を見て、ルースはにっこりと笑った。

　音楽の調子が変わる。組を変えろという合図だ。ルースがそっとエマの手を離す。

「さあ。これでもう、誰だれと踊っても大だい丈じよう夫ぶだよ」

　ルースの言葉に、エマは夢から覚めたように頷いた。思えばルースはエマの緊きん張ちようを解ほぐし、自信をつけさせるために最初に踊ってくれたのだろう。

　その後、エマは代わる代わる騎士達とダンスを踊った。ルースのおかげで、大きな間違いをすることなく踊り終えることができた。










　一度休きゆう憩けいすることにしたエマは、ふとバルトの姿を捜さがした。護衛役として広間にいるはずだが、ダンスに必死だったエマは見つけられずにいた。周囲を捜すと、いつの間にかルースの姿もない。音楽は鳴り続け、周囲はダンスを踊おどる人々でいっぱいだ。

　──どこにいるんだろう？

　顔を巡めぐらすと、広間の隅すみの方で数人の人だかりができている。その中心にいる人物が、エマの捜し人だった。

　近付いていくと、バルトの表情がはっきり見える。バルトは相変わらず黒ずくめの姿で、仏ぶつ頂ちよう面づらで立っていた。しかし周囲には幾いく人かの女性達がいて、何やら話しかけている様子だ。頰をうっすらと赤らめた女性達が、バルトに笑みを向けている。

「一曲踊ってくださらない？」

　女性のそんな声がして、エマは驚おどろいた。エマの中のバルトは、常に不ふ機き嫌げんそうな雰ふん囲い気きを纏まとい、話しかけづらい。周囲を威い圧あつするような鋭するどい瞳ひとみも、初対面の人間は男性でも怖おじ気けづく者が多いのだ。女性などもっと顕けん著ちよで、実際にローランドでは、バルトは人々に遠巻きに見られていた。

　──それなのに、ダンスに誘われてる……。

　いささか失礼すぎる思考で呆ぼう然ぜんとしていたが、バルトを眺ながめながらエマはティアナの言葉を思い返した。『ちょっと近寄りがたい感じだけど、凜り々りしい騎き士し』と、ティアナはバルトを評していた。

　確かに表情の鋭さの方が勝まさってしまうが、整った顔には違ちがいない。立ち姿には隙すきがないし、凜々しいと言ったティアナの言葉も頷ける。ルースのように分かりやすく女性に人気というわけではないが、バルトも女性に騒さわがれるような見目をしているのだ。

　バルトをダンスに誘ったのは、とてもスタイルのいい女性だった。大人びた美しい顔に、肉感的な赤い唇くちびるが鮮あざやかだ。エマは無意識に、自分との対比を行って落ち込みたくなる。

　──バルトさんの好みって、ああいう人なのかな……。

　そう思うとモヤモヤとした気持ちが広がり、エマは自分自身に首を傾かしげた。

　──あれ……。何だろうこれ。なんでこんな気持ちになるの？

「音楽が終わってしまうわ。私と踊るのは嫌いや？」

　エマが悩なやんでいると、女性が焦じれたように言葉を重ねた。バルトはそっけなく一言だけ言う。

「悪いが、踊れない」

「誰か決まった相手がいるの？」

　バルトは女性を一いち瞥べつした後、肩を竦すくめた。

「相手はいないが、誰とも踊るつもりはない」

「ダンスがお嫌きらい？」

「……ああ。好きじゃない。見るのも嫌だね」

「そんなに？」

　バルトが顔を歪ゆがめた理由は、彼が自分の故郷を思い出したからだろう。王宮でのしきたりや、ダンスを習い踊ったのは、今は亡なきコルベール国だ。

　エマは、バルトにダンスの練習を頼んだことを今いま更さらながらに後こう悔かいしていた。

「その表情、本当に嫌いなのね。あなたがダンスを踊る日が来るのかしら」

　来るもなにも、頼み込んで無理やり相手役をしてもらった。エマは自分が責められているような感覚で、首を竦める。

「さあ」と言葉少ないバルトに、とうとう女性は誘うのを諦あきらめたようだった。苦い笑いを浮うかべながら言う。

「もしも踊ってもいいと思える相手ができたら、それはあなたにとってとても特別な人になるんでしょうね。あなたのダンス嫌いを曲げさせるほどの人なんですもの」

「……やむを得ず踊ったことならある。あまりに下手で、見ていられなかった」

　エマはぐっと言葉に詰つまった。明らかに、エマのことを言っているのだろう。

　──ええ、ええ。そうですよ、下手で悪かったですね！

　内心でそう叫さけんでいると、女性が目を瞬またたかせる。

「まあ。じゃあその人が特別な人なんじゃないの」

「違う」

「違わないわ。あなたはその女性のためなら、『下手だから見ていられない』って理由だけでダンスが踊れるのよ。自分の嫌なことを押し込んで、彼女を優先できる。それが特別じゃなくてなんなの？」

　バルトは驚いたように目を見張った。今初めて目の前の女性を認にん識しきしたように、まじまじと見つめる。それから困こん惑わくしたように視線を逸そらし、自分の胸の内を探さぐるように考え込んだ。

　いつの間にか、エマは呼吸を止めていた。漆しつ黒こくの瞳が、ふと揺ゆれる。エマは時が止まったように、バルトの次の言葉を待った。

　いつまで経たっても、バルトは否定の言葉を口にしなかった。

　エマの心臓が痛いほど鳴り、そんな自分の感情を慌あわてて打ち消そうとする。

　──な、何で動どう揺ようしてるの？　ちょっと待って、落ち着いて……。

　自分の胸むな元もとをぎゅっと握にぎり締しめる。するとバルトが、何かを捜すように首を巡らせた。エマは慌てて人ひと混ごみに隠かくれる。たぶん自分を捜しているのだと、ゆっくり後ずさりした。バルトはエマの護衛だから当然なのだが、今すぐには会いたくない。どこか隠れる場所はないかと周囲を探った。ここでバルトと顔を合わせでもしたら、自分の動揺を取り繕つくろえる気がしない。

　エマは庭園に繫つながるベランダへと駆かけこんだ。練習の賜たま物もので、長い裾すそのドレスも綺き麗れいに捌さばけるようになっている。

　広間からは陰かげになって見えないベランダの隅まで行き、ようやく一息吐ついた。胸に手を置いて、深呼吸する。

「ティアナ」

　落ち着けたはずの心臓が、ふいにかけられた言葉でまた大きく鳴った。振ふり向くと、ひょろりと長身の青年が立っている。鼻に散ったそばかすと、少し気弱そうな茶色の瞳が特とく徴ちよう的な、ティアナの従兄いとこラルフだ。

「ラルフ。……どうしたの？」

　エマはさっと表情を繕った。幼い頃ころはよく遊んだとティアナから聞いている。これくらいは親しみを込めてもいいだろう。大広間では遠巻きにエマを見つめるだけで接せつ触しよくしてこなかったのに、自分が一人になるのを待っていたのかと訝いぶかしむ。

　しかしラルフは笑いかけるどころか、じっと睨にらみつけるようにエマを見ている。それからスタスタとエマの目の前まで近づき、腕うでを取った。

「……あんた、誰だ」

　低い声で唸うなるように言われ、さっと血の気が引いた。

「あんたはティアナじゃない」

　茶色の瞳は確信に満ちていて、微み塵じんもエマを信じていない。

「私はティアナよ。どうしてそんなことを言うの」

　震ふるえる足を叱しつ咤たして、エマは白を切り通そうとする。ラルフは子供の頃のティアナしか知らないはずだ。十七歳の成長したティアナに会ったことはないのだから、動揺する必要はない。もともとエマはティアナと顔立ちは似ているのだ。

　──でももしも、今のティアナ様を知っていたとしたら？

　ふっと背筋が寒くなるような『もしも』が、エマの頭の中に落ちてきた。もしもラルフが連れ去り未み遂すいの犯人だとしたら、ラルフはティアナの顔を知っている。宴うたげで初めて人々の前に姿を現したブルクミュラー家の娘むすめを見て、別人だと思ったのかもしれない。

「本物のティアナを出せ」

　エマの腕を握る手が強くなり、痛みに顔を歪める。

「おい！　ティアナは──」

「何をなさっているんですか？」

　ラルフの肩かたに、ルースが手を置きながら言う。エマは内心ホッと息を吐いた。ルースの後ろにはバルトの姿もある。油断なく剣けんの柄つかを握っているが、ここで抜ぬかない分別はあるようだった。

　ラルフは怯ひるんだようにエマから手を離はなし、くるりと大広間へと向かっていった。

「エマ。大だい丈じよう夫ぶ？」

　すぐさまルースが駆け寄ってくる。

「何か言われた？」

「私が……、ティアナじゃないって言ってました。本物のティアナを出せって」

　ルースが険しい顔で、バルトと顔を見合わせる。

「……宴が終わったら、エマはティアナ嬢じようの部屋に行ってて。アロイスに頼たのんで護衛をつけてもらおう。部屋にも護衛を置いておくから。バルトは僕等と一いつ緒しよに来てほしい」

　そう言うと、ルースはラルフを追うように広間に引き返す。バルトも倣ならうように後を追った。
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「エマ！　宴はどうだった？　音楽がこちらの部屋まで聞こえてきたわ。ダンスは上手にできた？　どんなお話をしたの？」

　宴を終えてティアナの部屋に入るなり、矢や継つぎ早に質問された。エマは窮きゆう屈くつなドレスから解放され、ホッと息を吐いていた。

「ダンスはなんとか踊おどれました。食事も失礼になるようなことはしていないと思います。話は……したような気がしますが、緊きん張ちようしすぎてよく覚えていません」

　ダンスができたというエマに、ティアナはとても喜んでくれた。エマは居住まいを正して、「ティアナ様」と語りかける。

「私が今日宴で頂いたたくさんの『おめでとう』は、すべてティアナ様に向けられたものなんですよ。だから皆みなさんを代表して、私が言います。お誕生日、おめでとうございます。もちろん、私個人の『おめでとう』も入っていますから」

　ティアナは目を瞬かせた後、嬉うれしそうに笑う。

「ありがとう。……エマみたいな友人ができるなんて、今までで一番嬉しい誕生日だわ」

　そう言うティアナに、エマはもどかしい気持ちを抱いだく。

　いつも寂さびしげに、窓の外を眺ながめているティアナを知っている。本だけが外の世界を知る手段であり、狭せまい部屋の中だけがティアナの世界なのだ。

「ティアナ様なら、もっとたくさんの友人ができます。たくさんの人と知り合って、誰だれか好きな人ができて、物語みたいな恋こいだってできます。ティアナ様の誇ほこれるベルゲンの街を、自分の目と足で確かめることだってできます」

　この部屋から、出ることができれば。エマは、ひたとティアナの瞳ひとみを見み据すえた。

「外に、出たくはないですか？」

　ティアナは口を開きかけ、しかし諦めたように首を横に振った。

「……父様を、心配させたくない。母様が亡なくなって、父様はこれ以上家族を失えないのよ。それに私は体が弱い。父様が過か剰じように心配する気持ちもわかるの」

　エマがローランドを出るのを躊躇ためらったのもまた、父親の存在だった。ティアナもアロイスも、相手には自分しかいないのだと雁がん字じ搦がらめになっている。

『何、世界中にお前と父親しかいない、みたいな顔してんだよ』

　ぶっきらぼうに、そう言ってエマの背中を押してくれた言葉が甦よみがえる。あの言葉に救われた自分がいたことを、エマはきちんと分かっている。

「ティアナ様自身の気持ちが知りたいんです」

　躊躇うティアナの手を握る。励はげますように、力を込めた。

「……出たいわ」

　エマの手を握り返しながら、ティアナは絞しぼり出すように言った。

「この部屋の外に、城の外に出てみたい。料理になる前の、土のついた野菜や果物だって見てみたいし、ベルゲンを支えてくれている街の人達に会ってみたい。ドレスを着てダンスもしたい。本に書いてあるのが本当なのか、今度は自分で体験して確認してみたい」

　堰せきを切ったように、ティアナが言葉を重ねる。

「たとえ辛つらくて悲しいことがあっても、外に出たい。ねえエマ、私やりたいことがいっぱいあるの……。本当はずっと、そんな空想ばかりしてきた」

　まるで罪を告白するようなティアナの言葉に、自分の気持ちと父親の思いとで揺れる葛かつ藤とうが痛いほど伝わってくる。

「何も悪い事じゃないです。ねえティアナ様。アロイス様にお願いしましょう。いえ、説得するんです」

「父様を、説得？」

「そうです。ティアナ様の気持ちを話して、外に出られるように言葉を尽つくすんです」

　ティアナは不安げに視線を彷徨さまよわせる。

「……そんなこと、できるのかしら」

「やってみなければ分かりません。一度でだめなら、何度でも話し合いましょう。大切なのは、踏ふみ出す勇気だと思います」

「勇気……」

　意を決したように、ティアナが大きく頷うなずいた。

「……そうね。私は今まで、父様と話し合うこともなく勝手に自分で諦あきらめていた。それじゃいけないのよね。私、父様に話してみる」

　エマはティアナの瞳に、力強さが宿ったのを感じた。籠かごに入っていた小鳥が羽ばたき方を知ったように、ティアナはぐっと両手を握にぎりしめ、羽ばたく力を溜ためているように見える。

「エマ」と呼ばれて見つめると、ティアナがエマの両りよう肩かたに手を置いた。

「ありがとう。あなたのおかげで、本当に素す敵てきな誕生日になったわ」

「ティアナ様が一歩を踏み出す、記念すべき誕生日です。私は何もしていません、話そうと決意したのはティアナ様ですから」

「母様も、この決意を喜んでくれるといいんだけど」

　亡くなった母親を思い出すように、ティアナが小さく笑った。母親がいない寂さびしさは、エマにも共通するものだ。

「ねえエマ。実は一緒に見てほしい物があるの」

　ティアナの言葉に、エマは首を傾かしげる。するとティアナは立ち上がり、衣装が仕し舞まわれている隣となりの小部屋から大きな箱を持ってきた。

「何ですか？　これ」

「母様からの贈おくり物なの」

「えっ？」

　驚おどろいてティアナを見つめると、ティアナは細い指で慈いつくしむように箱を撫なでた。

「母様が亡くなる間ま際ぎわに、内ない緒しよで私にくれたの。『十七歳の誕生日に開けなさい。それまでは開けちゃだめよ』って」

　エマの視線も、自然と箱に吸い寄せられていった。一体何が入っているのだろうか。なんとなく、箱の大きさからいってドレスを想像した。

「それから母様が亡くなって寂しい時には、自然とこの箱を眺めて過ごしたわ。そうすると、少しだけ寂しさが落ち着くの。いつの間にか私の心の拠より所になってた。だから今まで誰にも言わないで、私と母様だけの秘密にしてたのよ」

　微笑ほほえむティアナを見て、エマは小さな羨うらやましさを感じる。エマには、母親の形見といったものがひとつもないからだ。

「素敵ですね。まるで亡くなってからも、ティアナ様を守ってくれていたみたい」

「ええ。私もそう思うの。今まで、何度も箱の中身を見たい誘ゆう惑わくが襲おそってきたわ。でもついに今日開けられる。一緒に見てくれる？」

「ティアナ様さえよければ」とエマが頷くと、ティアナは箱に手をかけた。少し躊躇った後、そっと箱の蓋ふたを持ち上げた。










　ティアナとエマが部屋で話している頃ころ、ルースとレイ、そしてバルトは、ベルゲンの街のとある酒場の前にいた。

　三人は酒場の前の入り口をちらりと覗のぞき、そこに目当ての人物がいることを確かく認にんする。

　酒を飲んで数人の男達と座っているのは、ラルフだった。宴うたげが終わったラルフは、この酒場で飲み直しているようだ。

「ラルフがエマを見て、ティアナじゃないと言ったんだな」

　レイの質問に、「うん」とルースが頷く。

「つまりラルフはティアナの顔を知っている。やはり奴やつが犯人ということか？」

「可能性は限りなく高いと思うんだけどね」

「あー、もうごちゃごちゃめんどくせえな。今すぐあいつの胸むな倉ぐら摑つかんで、問い質ただせばいいだけだろ」

　こそこそ中を窺うかがっていることに辟へき易えきしたのか、バルトがさっさと酒場に入ろうとする。ルースが自分の額を押さえながら、「こらこら、待ちなさい」とバルトのマントを引っ張った。

「今ここで詰つめ寄っても、『やってません』と白を切られて終わりだよ。証しよう拠こはないんだし」

「じゃあどうするんだよ？」

「現行犯逮たい捕ほするんだよ。ティアナの部屋に入っていったところを捕つかまえる。今日、ラルフはエマが別人だと見破った。本物がどうしてるのか、気になってるはずだよ。部屋に確かめに行くかもしれない」

　その言葉に、さっとレイの顔が険しくなった。

「もしかしてバルトの護衛を外させたのは、部屋に侵しん入にゆうしやすくするためなのか。バルトを部屋の前に置かせるより、見知ったベルゲンの騎き士しを部屋の前に立たせた方が、言い包くるめるにしても、強きよう行こう突とつ破ぱするにしても、ラルフにとっては入りやすい」

　ルースは否定しなかった。つまりは、そういうことだ。

「お前は、エマとティアナ嬢じようを囮おとりに使ったのか」

　高潔であれという騎士道精神を貫つらぬくレイにとって、ルースの考えは容よう認にんできるようなものではないだろう。だからルースは、今の今までレイに伝えなかった。

　優やさしくて女性には甘いルースの、もうひとつの顔。もちろん、エマとティアナを最終的にはきちんと守る算段があるのだろう。しかし、囮として躊ちゆう躇ちよなく使える冷静さがある。

　──とんだ食わせ者だ。

　そのしたたかさに、バルトは嫌けん悪お感かんを抱いだかなかった。上に立つ人間というのは、慈じ愛あいと非情さの、二つを持ち得なければならない。

「動いた」

　ルースの言葉に、バルトは酒場に視線を走らせる。ラルフが立ち上がり、店主に金を渡わたしていた。バルト達は酒場の横道に身を隠かくす。ラルフは同じ席にいた男達と一いつ緒しよに、酒場を出て行った。

「城に向かうようだな」

　バルトが言うと、ルースはラルフの背中を見つめながら、「行くよ」と囁ささやいた。










「まあ、見てエマ！」

　箱の中身を取り出し、ティアナはそれを広げてみせた。ティアナが両手を大きく伸のばしてようやく全ぜん貌ぼうが分かる。それは、一枚のタペストリーだった。壁かべにかけて部屋に彩いろどりを与あたえる役目があり、ティアナの部屋にも何枚か飾かざられている。

　模様を見ると、何本もの赤い線が幾いく重えにも引かれていた。直角の線や曲線が交じり合い、布の端はしから端まで伸びている。その線の周りには、花や葉、剣けんなどが描えがかれていた。

「何だか不思議な模様ね」

　ティアナに応こたえるように、エマは頷いた。普ふ通つうは風景や人間が描かれることが多いのだが、このタペストリーは少々抽ちゆう象しよう的てきだ。

「もしかして、想像力を膨ふくらませろってことかしら？　私が見み飽あきないように、選んでくれたのかもしれないわ」

　それならばとても素敵なことだ。エマも胸が温かくなる。

「どこに飾りましょうか？　ティアナ様が一番よく見る所がいいですよね」

　エマはティアナと壁に飾る位置を相談し合う。その時だった。扉とびらの向こう側が突とつ然ぜん騒さわがしくなり、何やら言い争う声がする。エマは咄とつ嗟さにティアナを背に庇かばった。

「何……？」

　不安げなティアナの手をぎゅっと握る。部屋の外には騎士がいるはずだ。そのうち、どさっと物が落ちるような音がして、何も聞こえなくなった。エマは、部屋を出て確かめたい気持ちをぐっと堪こらえて扉を見つめる。

　するとゆっくりと、外側から扉が開かれた。










「階段を上るね」

　バルト達は、城の螺ら旋せん階段を上がろうとするラルフと距きよ離りを取りながら、尾び行こうを続けていた。酒を飲んでいた男達と別れ、ラルフは人目を避さけるようにそっと城へ戻もどっていた。

「上に上がれば、すぐティアナ嬢の部屋だ。もし部屋に入ったらすぐ取り押さえるよ」

　ルースの言葉に、レイが頷うなずく。エマとティアナを囮に使うことには不満そうだったが、文句を言うことなく従っていた。

　ラルフは音を立てないよう、そっと足を忍しのばせて階段を上っていく。左右だけでなく後ろも何度も確認して歩くために、非常に尾行し辛づらかった。

　ラルフが階段を上り切ったと推測して、すばやくバルト達が階段を上る。時間にして短いものの、一いつ瞬しゆんラルフの姿が視界から消えるが仕方ない。なるべく足音を立てずに進み、バルト達が階段から廊ろう下かを見ると、ラルフがティアナの部屋の前に立っていた。

「護衛の騎士がいない」

　ルースが眉まゆを寄せる。確かに、エマを部屋まで送り届け、外で見張りをしているはずのベルゲンの騎士の姿がない。バルト達が階段を上り切るまでの短い間に、ラルフがどうこうできるとは思えなかった。

　ラルフは扉の前で逡しゆん巡じゆんしたように手を彷徨さまよわせ、それから意を決したように顔を上げた。ゆっくりと扉に手をかける。

　バルト達はそれを見て駆かけ出し、ラルフに思いきり体当たりをした。

「うわあっ」

　ラルフが背中から廊下に倒たおれ込む。レイがラルフに馬乗りになって、動きを封ふうじた。

「な、なんっ、何だお前達！」

「こんな夜よ更ふけに、ティアナ嬢の部屋に何の御ご用ようですか？」

　ラルフの問いには答えず、ルースが言う。ラルフがうっ、と口ごもった。

「お、お前達には関係ないだろう！」

「関係あるんですよ。ティアナ嬢が連れ去られそうになったという事件をご存じですか？　こんな場所に一人でいたら、疑われるのは仕方がないと思いますけど？」

　ラルフは焦あせったように体を捻ねじって、レイから逃のがれようとする。

「違ちがう！　俺は犯人なんかじゃない！」

「ではどうしてここにいるんです？」

　ルースの冷たくなる声に、ラルフはさっと顔を赤くした。

「俺も……、ティアナのことが心配になったんだ！　だから様子を見に、部屋に……！」

　しらじらしく聞こえたのだろう、ルースが首を横に振ふる。

　そこでふと、部屋の中がいやに静かなことに気付く。これだけ話し声や音がすれば、エマならば扉を開けて確かく認にんしそうなものなのに。好こう奇き心しんの塊かたまりであるエマを思い浮うかべながら、バルトは扉に近づいて部屋の中を覗のぞきこんだ。

　そこには誰だれもいなかった。ティアナも、そしてエマも。ベッドには大きな箱と、布のようなものが投げ捨てられるように置かれている。

「いない」

　一言そう言ったバルトの言葉を拾い、ルースも部屋に入った。誰もいないのを確認すると、ルースは急いでレイが取り押さえているラルフの許もとに戻ろうとする。それを追い越こして、バルトはラルフの胸倉を乱暴に持ち上げた。

「ひいっ」

「お前の仲間が連れ去ったんじゃないのか」

「違う！　そんなことはしていない！」

　ルースが横から話し出す。

「ティアナ嬢の部屋の周辺をうろつく、お前の姿が目もく撃げきされてるんだ。どう説明する？」

「連れ去り未み遂すいの事件が起こってから、俺はティアナが心配になったんだ！　だから部屋の近くまで行った。それに、俺が犯人を捕つかまえてやろうって……」

「心配？　自分が領主になるために、ティアナ嬢じようが邪じや魔まだったんじゃないの？」

「それは違う！　父さんは確かに快くは思ってなかったけど、俺は違うんだ！」

　これまでで一番激しい否定だった。ラルフはぎゅっと目を瞑つぶって言う。

「俺は……、ずっとティアナが好きだったんだ。幼い頃ころから好きで……、大人になったティアナを、偶ぐう然ぜん見たんだ。部屋から外に顔を出すティアナを見て、すごく綺き麗れいになっていて、やっぱり好きだと思ったんだよ！」

　ルースはラルフの言葉を聞き、「……バルト、離はなしてあげて」と命じる。

「その偶然見たティアナ嬢の顔を覚えていたから、宴うたげに出て来たティアナ嬢は偽にせ者ものだと分かったってこと？」

　ラルフは小さく頷く。ルースは苛いら立だたしげに自分の頭を乱暴に搔かきまわした。

「ああもう、僕の失態だ！」

　そう吐はき捨てると、すぐに顔を上げた。

「反省は後でする。すぐにエマとティアナ嬢を捜さがそう」










　バルト達が部屋に入る三十分ほど前、ティアナの部屋に見知らぬ男が五人入ってきた。全員が帯たい剣けんしている。扉が閉まる一瞬、向こう側で倒れ込むベルゲンの騎き士しの姿が見えて、エマはぞっとした。

「あ、あなた達、一体誰ですか」

　ティアナの言葉に、一番に部屋に入ってきた男が視線を向けた。髭ひげを生やした中年の男で、他ほかの男達に一言告げる。

「拘こう束そくしろ」

　エマはティアナの前に立ちはだかったが、男達によって引き離されてしまう。エマの口元に猿さる轡ぐつわがされる。

　髭の男は腕うでを拘束されてもがくティアナの前に立った。彼女の口は塞ふさがれていない。

「旧市街の地図を渡わたせ」

　地図。エマは目を見開いた。酒場の近くで襲おそわれそうになった時、何者かに『地図について、知っていることがあるなら話せ』と言われた。

　──旧市街の地図って言った。あの迷めい宮きゆうの地図を探してるの？

　だがなぜ、それをティアナに聞くのだろうか。領主のアロイスさえ、完かん璧ぺきな地図はないと言っている。部屋から出たことのないティアナが、地図など持っているはずがない。

「旧市街の地図？　そんなの知らないわ」

　当然ティアナは、困こん惑わくしたような声で言った。

「噓うそを言うな。ブルクミュラー家の跡あと取とりに、その地図は受け継つがれるという。アロイスは婿むこ養よう子しで、地図の存在は知らない。ならばお前が持っているはずだ」

　その言葉に、ティアナが狙ねらわれた理由が分かった。

「知らないわ！　私は地図なんて見たこともない！」

　髭の男はぐいと顎あごをしゃくった。

「隠かくし立てするならいい。その身で証明してもらうだけだ」

　言うと、ティアナが目め隠かくしをされる。叫さけびたくても叫べないエマの目にも、すぐさま布が巻かれた。

　エマの視界が、真っ黒に染まった。
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　ガタガタと周囲が揺ゆれて、エマは倒れないように腹に力を込めてその場に座っていた。目隠しをされているため、周囲が確認できない。だが、城の外へ出たこと、そして馬車のようなものに現在乗せられているのは、視覚以外の感覚で察していた。たぶん、ティアナも同じ空間にいるはずだ。

　──どこに連れていかれるの？

　不安でたまらない心を押し殺して、必死に考える。あの髭の男は、『その身で証明してもらうだけだ』と言っていた。それは何を意味するのか。

　ぎしりと音を立てて、エマの前を歩く人の気配がする。連れ去った男達の誰かだろう。エマは唇くちびるを嚙かみしめた。見えないというのはものすごく怖こわい。今もエマの首元まで、剣けん先さきが迫せまっているかもしれない。

　──バルトさん、ルースさん、レイさん。

　呪じゆ文もんのように、三人の騎士の名を唱えた。エマ達が消えたことに、きっとすぐ気付いてくれる。そして助けに来てくれるはずだ。それまでは、自分がティアナを守るのだと決意する。

　ふいに、ガクンと衝しよう撃げきがあって、エマは前のめりに倒たおれ込む。両手首を後ろで縛しばられているため、手を突つくこともできずにそのまま床ゆかに頰ほおが当たった。

　痛いと思う間もなく、強い力で腕を引っ張られる。

「立て。出るぞ」

　転びそうになりながら、馬車らしきものから降ろされる。どこからか、サワサワと葉が擦すれる音がした。

　そのまま腕を引っ張られ、二十分ほど歩かされた。一体どこをどう歩いているのか、まるで分からない。

「止まれ」と命令され、足を止めた。そのまま背中を押され、膝ひざをつく。猿轡も解け、するりと目隠しが外された。

　ろうそくの光に照らされた周囲を見て、エマは戦せん慄りつした。ここがどこか分かったのだ。

「……旧市街……」

　同じような建物がぎゅっと凝ぎよう縮しゆくされて建ち、見通しのきかない街の中。その中に、エマはいた。昼間にバルトと見た時とは雰ふん囲い気きが全く違ちがっている。ろうそくの光が風で揺らめき、建物に映る影かげが大きくなったり小さくなったりを繰くり返して不気味だった。

「旧市街？」と横から聞こえてきた声にはっとする。ティアナが不安そうに周りを見ていた。

「お前は旧市街の地図を受け取っているはずだ。ここから出ることも容易たやすいだろう」

「何、言っ……」

　ぞっとした。男達は、エマとティアナをこの場に置いていこうとしている。

「いい加減にしてください！　地図は貰もらっていないと、彼女は言ってるでしょう！」

　エマが声を上げる。

「それならばここで永遠に彷徨さまようだけだ。命が惜おしかったら、地図を思い出して出口まで来い」

　そう言うと、男達はまたエマとティアナに目隠しをした。きつく縛られて、未いまだに両手首は紐ひもで結ばれているために取れない。

　男達が、遠ざかっていく気配がした。今ここで追いつけなければ、本当に迷子になってしまう。目隠しを取る時間を惜しんで立ち上がり、周囲の音や気配を探さぐって男達に追いすがろうとしたが、何かに当たって転んでしまう。

「エマ？　エマ！」

　背後でティアナが呼んでいる。エマはぐっと唇を嚙みしめると、目を瞑って自分から地面にこめかみを押し当てた。そのままずるずると上下に擦こする。とにかく目隠しを取ろうとしたのだ。砂の粒つぶが肌はだを傷つけ血が出るのが分かるが、構っていられない。

　何度か繰り返すと、目隠しがずれて取れた。首に目隠しの布を引っかけたまま、周囲を確かく認にんする。男達の姿はもうなかった。

「エマ！　どこにいるの？」

　エマは必死に声を上げるティアナに駆かけ寄った。ティアナの傍そばには、小さな燭しよく台だいに置かれたろうそくの灯あかりが頼たよりなげに揺れている。更さらにその隣となりには、ガラスの破は片へんが置かれていた。

　そのガラスは、たぶん男達が残していったのだろう。男達はエマ達が目隠しを取ることも、両手を自由にすることも計算しているのだ。目隠しをしたのはただ単純に、自分達の帰り道を教えたくなかっただけだ。エマ達がこの迷宮から出られるのか、それだけが彼らの関心事だった。

　──まるで実験じゃないの。

　猛もう烈れつに腹が立ちながらも、エマはガラスを持って自分の手首の紐を切った。それからすぐに、ティアナの目隠しと手首の紐を解く。

「エマ。どうしたらいいの？　私、本当に地図なんて知らないの。こんな場所、見たこともない」

「分かっています。大だい丈じよう夫ぶですよティアナ様。今いま頃ごろ、ルースさん達が私達を捜さがしています。アロイス様にもお話がいって、多くの人が動いているはずです」

　ティアナの手を握にぎりしめると、少しだけ落ち着いたのか、こくりと頷うなずいてくれた。息を整えて、ティアナが立ち上がる。

「でもとにかく、ここから出なくちゃ」
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「ええ」

　ティアナの言葉に頷きながらも、エマはすぐには動き出さなかった。燭台を持ち上げ、改めて周囲を照らす。どちらの方角が出口になるのか、まずそこから分からない。

「ティアナ様。むやみに動き回るより、ここで助けを待ちませんか。少なくともこの場所は、あの男達がこの迷めい宮きゆうで迷わずに来られる所です。ルースさん達が男達を捕つかまえれば、ここまで道案内をさせることもできます」

　しかしティアナは、別の可能性に思い至ったようだった。エマの言葉にさっと顔が青ざめる。それから激しく首を横に振ふった。

「あの男達が迷わずここに来られるなら、いつまで経たっても出てこない私達にしびれを切らして、戻もどってくるかもしれないわ。その時は本当に、殺されてしまうかもしれない」

　エマは逡しゆん巡じゆんした。ルース達が男達を捕まえるのが先か、男達がここに戻ってくるのが先か。

　ぐっと唇を引き締しめて、エマはティアナに頷く。

　二人は息を潜ひそめ、闇やみに染まる旧市街をゆっくりと歩き出した。
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　バルトは、夜のベルゲンの街を馬に乗って疾しつ走そうしていた。

　エマ達を捜すために、バルト達は三手に分かれて捜そう索さくしていた。アロイスにも知らせ、ベルゲンの騎き士し達も続々と城から出て捜し始めている。

　走りながら、湧わき出てくる焦あせりと怒いかりのような感情を持て余して、ぎゅっと拳こぶしを握った。

　今日の夜、エマの護衛を外れろと言われて、どこか解放されたと思ったのは確かだ。やはり自分は誰だれかに縛られて動くことができない。周囲に気を遣つかって剣けんを振るうなど、窮きゆう屈くつで息が詰つまる。そうして体が動かなくなったからこそ、酒場近くでの失態が生じたのだ。

　バルトはそう自分を分ぶん析せきしていた。やはり護衛なんて柄がらでもない。

　だが、エマが攫さらわれて、どうして自分が傍にいなかったのかと憤いきどおりを感じている。ティアナの部屋の見張りをしていた騎士は、昏こん倒とうして隣の部屋に隠かくされていた。間ま抜ぬけに気を失っている騎士の面つらを、思いきり蹴けり上げてやりたくなった。

　自分なら、部屋の前ですべての敵を倒せたはずだ。部屋に入らせることなく、エマに指一本触ふれさせることなく終わったはずだ。

　護衛を別の人間にしようかと、バルトに提案してきたエマを思い出す。『守ってやる』と言った自分の言葉も。あの時、エマはどんな顔をしていたのだろうか。エマのような完かん璧ぺきな記き憶おく力のないバルトには、もう思い出せなかった。

　バルトが更に馬の足を速めようとした時、目の前の道に信じられない人物を見た。手た綱づなを引き、馬を止めさせる。

「……お前っ」

　バルトを見上げているのは、吟ぎん遊ゆう詩人だった。金色の長い髪かみが、風にふわりと揺れている。儚はかなげで、今すぐ消えてしまいそうな錯さつ覚かくに陥おちいった。

　左右で色の違う瞳ひとみを見て、一気に憎ぞう悪おが湧き上がった。バルトの主あるじだったコルベール王と、故郷を滅ほろぼさせた要因、それが目の前にいる。

　バルトの殺気を受けても、詩人は少しも動じた様子を見せなかった。

「エマなら旧市街にいます」

　今すぐにでも剣を抜ぬこうと逸はやるバルトに、詩人は思いもよらない言葉を投げかける。怒りを一いつ瞬しゆん忘れて、詩人の顔を見た。

「何だと？」

「エマを捜しているのでしょう？　エマなら旧市街にいます。早く行っておあげなさい」

「なんでお前がそんなこと……」

「理由を問うている場合ですか？」

　でたらめを言うなと声を荒あららげたかったが、詩人の強い視線に口を閉じた。悔くやしいが、どうしても噓うそを言っているようには見えない。エマが恩人だという詩人が、エマの不利益になることを言うだろうか。

　詩人との距きよ離りは、少しもなかった。馬を下りて三歩も歩けば、あの細く白い首に剣を突つきつけられる。ここにはエマもいない、邪じや魔まする人間は皆かい無むだ。

　──殺せる。今ここで。

　それがバルトの、故郷を失ってからの生きる理由だった。詩人をこの手にかけるまでは死ねない。それだけを思って生きてきた。剣を振るってきた。

　叶かなうのだ。何を躊ちゆう躇ちよすることがあるのか。それでも、バルトは馬を下りれなかった。痛いほどの力で手綱を握り、馬の腹を蹴る。合図を受けて、馬が走り出した。

「ありがとう」

　詩人の横を通り過ぎる時、そんな声が聞こえた。

「だからあなたは、『聖杯』に最も近き騎士だと言ったのです」

　謎なぞかけのような詩人の言葉は、馬の蹄ひづめの音で搔かき消える。

　こんな状じよう況きようでなければ、確実に殺していた。それは確かだ。

　旧市街にエマがいる。その情報は思ってもみないほど、バルトの心の天てん秤びんを動かしていた。どんな状況にいるのか分からない。一分一秒を争う事態かもしれない。今にもエマの心臓に、剣が向けられているかもしれない。そう思った瞬しゆん間かん、天秤はエマへと傾かたむいていた。

　──ふざけんな。何なんだよ、あの女は。

　馬を飛ばしながら、バルトは毒づく。おせっかいで心配性しようで負けず嫌ぎらいな変な女。どんなにバルトが声を荒らげても、話しかけるのをやめない。バルトを放ほうっておかない。だからバルトも気にしてしまう。エマの言葉を、行動を、気にせずにいられない。

『特別』という言葉が頭を過よぎった。宴うたげの日、知らない女から言われた、その言葉の意味。

『特別』が、腹が立つほど相手が気になって仕方ないということなら、エマはバルトにとっての『特別』に違ちがいなかった。

　馬の速度を上げる。

　これで怪け我がでもしていたらタダじゃおかないと、八つ当たり気味にバルトは思った。










　ろうそくの灯りだけが頼りの街の中を、ひたすらに歩く。

　聞こえるのはエマとティアナの呼吸の音だけで、周りはほとんど無音だった。まるで音まで迷子になって、消えてしまったようだ。

　少し歩いて、また曲がり角になる。長い直線の道がほとんどなく、すぐに突き当たりになってしまう。

　──もう、どれくらい歩いたのかな。時間の感覚がない……。

　エマは歩きながら、そんなことを考えた。似たような建物、似たような曲がり角。進んだという実感がまるでなく、徒労感だけが蓄ちく積せきされていく。

「ごめんなさい、エマ。もうダメ」

　後ろでドサリと音がした。エマは慌あわてて振り向く。ティアナが膝ひざをついていた。

「ティアナ様！　大だい丈じよう夫ぶですか？」

　顔を覗のぞきこむと、頰ほおが赤い。額に手をやると、熱があるようだった。城の部屋から一歩も外に出てこなかったティアナにとって、旧市街はあまりにも体力と気力を失わせる。

「どうしたらいいの、エマ。もし、もしここから一生出られなかったら……」

　涙なみだ声ごえのティアナの背中を、一いつ生しよう懸けん命めいさする。ティアナの不安は、エマの不安でもある。

　──今進んでいる道が、さっき通った道じゃないって確信を持って言える？

　そんなぞっとするような不安を打ち消して、なんとか歩いてきた。エマの心配は他ほかにもある。地面に置いたろうそくが、どんどん溶とけ落ちて短くなっているのだ。これが消えれば、朝になるまでどこかで待つしかない。

　大丈夫ですよ、と言いかけて、何が大丈夫なのかと自分自身に問う。すると何も言えなくなってしまった。

　──どうしよう。私がしっかりしないといけないのに。

　バルトやルース、レイの顔が思い浮うかんだ。彼らがいなければ、何もできない自分を歯がゆく思う。

　エマは一度きつく目を閉じて、涙をやり過ごした。それから周囲を見回す。頭の中の記憶を、必死にさらった。何かないか、こういう状況を打破できる方法はないのか。

『ねえエマ。エマは道に迷ってしまったら、どうしますか？』

　頭の中に問いかけるように聞こえてきたのは、『先生』の声だった。

『道に迷ってしまったら、すごく心細いですよね。でも、泣いてばかりではいけませんよ。涙を拭ふいて、しっかり周囲を観察するんです。建物や看板に、手がかりがあるかもしれない。よーく目を凝こらして』

　──涙も拭いた。周囲も観察してる。でもここには、手がかりがないの。

　エマは悔しげに顔を歪ゆがめた。だめだ、どうしよう。俯うつむいて奥歯を嚙かみしめる。




『──ああでも、上にばかり気を取られてはいけませんよ』




　ふと、エマは目を開けた。

『先生』が教えてくれた、迷子になった時の解決方法。最後に『先生』は茶化してこう言っていた。上にばかり気を取られるな、転んだら痛くて、また泣きたくなってしまうから、と。

　揺ゆれる灯あかりを、そっと地面に近づけた。何の変へん哲てつもない、石いし畳だたみの道。石と石の間からは、雑草が所々に生えている。

　エマは両手を地面について、石畳を見つめる。そこに、何か彫ほられたような跡あとがあった。正方形の石の右みぎ隅すみに、小さく小さく刻まれている。砂すな埃ぼこりを払はらうと、模様が現れた。

「……薔薇ばら？」

　花弁が折り重なるように描えがかれたそれは、確かに薔薇だった。

「なんで、こんなところに……」

　綺き麗れいに彫られているのに、あまりに小さくて全く目立っていない。

　エマは立ち上がり、ろうそくを持って歩き始めた。今度は地面に視線を走らせる。曲がり角に差し掛かかり、そこの石畳にも何かが刻まれている。よく見ると、今度は鈴すずの絵だ。

　探すと、多くの曲がり角に模様が刻まれているのが分かった。

　薔薇。鈴。手鏡。指輪。剣けん。弓。

　模様を見ていると、エマの頭の中にひとつの図が浮かび上がってきた。

「……タペストリーだ……」

　エマの記き憶おくが、すべて重なり合う。慌ててティアナの両りよう肩かたを摑つかんだ。

「ティアナ様！　石畳に刻まれた模様は、全部今日見たタペストリーの模様なんです！　あれが、お母様がティアナ様に残した、旧市街の地図だったんですよ！」

「え……？」

　ティアナが驚おどろいて目を見開く。

「じゃあ、私は気付かずに、母様から地図を受け取ってたってこと？」

「そうです。あの直角の線や曲線は道を示しているんですよ！　線の中に、タペストリーの端はしまで続いていたものがあった。あれが出口なんじゃないでしょうか？」

　興奮気味に語るエマに、だが何かに気付いたティアナが首を横に振ふる。

「それが地図だとしても、もう無理よ。タペストリーは部屋に置いてきたし、私は覚えていないわ」

「いいえ」

　エマはろうそくを持って、道の先を照らした。

「私が覚えています」

「そんな……、エマだって、私と同じで一度しか見ていないでしょう？」

「一度見れば十分です。──ティアナ様」

　呼びかけると、ティアナが不安そうにエマを見つめる。

「私を信じてください。必ず、ここから出られますから」

　ティアナはごくりと喉のどを鳴らすと、意を決したように頷うなずいた。

　短くなるろうそくの心もとない灯りを頼たよりに、エマ達は再び歩き出した。










　旧市街へ向かうバルトのもとに、ルースとレイが合流していた。三頭の馬が、全速力で走る様を見て、何事かと周囲の住民が家から顔を出していく。

　詩人と話したことを伝えると、ルースは唸うなるように言った。

「本当に神しん出しゆつ鬼き没ぼつで、何がしたいかよく分からない人だね。いや、とにかくエマを危険な目に遭あわせたくないってこと？　だから居場所を教えてくれたのかな？」

「いつからエマを見ていたかにもよるだろう」

　レイが、ゆっくりと自分の考えを整理するように話す。

「エマが今まさに連れ去られるところを見ていたのなら、バルトでなく、すぐ近くにいる誰だれかに助けを求めればいいだけだ。だが詩人は、わざわざバルトを選んで話したんだ」

　バルトはぎしりと奥歯を嚙みしめた。

「それまで傍ぼう観かんしてたってことか」

　コルベールでの詩人もそうだった。甘い毒のような『幻黒の書』を王に渡わたしておいて、どんどんのめり込んでいく王をただ静かに見ていただけだった。

「……試ためしたのかもしれない」

　ルースがぽつりと呟つぶやいた。

「試す？」

「バルトがエマを助けに行くか。自分に向ける憎ぞう悪おより、エマの命を取るのか、試したのかも」

　青い瞳ひとみに見つめられ、バルトは困こん惑わくした。詩人の前を通り過ぎる時に言われた言葉が、甦よみがえる。

『だからあなたは、「聖杯」に最も近き騎き士しだと言ったのです』

　──試した？　俺を？

「ねえバルト。エマの方を選んだこと、後こう悔かいしてる？」

　三頭の馬の蹄ひづめの音が響ひびく中、ルースのその言葉はやけにはっきり耳に残った。

　──後悔？　そんなの、今この瞬しゆん間かんだってしている。

　だが、過去に時間を遡さかのぼることができても、やはりバルトは、エマを助けに行くことを選ぶだろう。それだけはバルトの中ではっきりしていた。

「僕は、エマの方を選んでくれて嬉うれしいよ」

　ルースが微笑ほほえむ。「そうだな」と、レイまで相あい槌づちを打ってきた。

「君はもう、復ふく讐しゆうだけに囚とらわれる男じゃなくなったってことだ」

　バルトは目を見開いた。次いで、激しく反論する。

「俺は詩人をこの手で殺してやりたい。それは何も変わらない」

「うん。でも、一刻を争う時、バルトは他人の命を優先できるようになったってことだ。それが嬉しい」

　分からない。詩人を憎にくむ気持ちは、少しも薄うすれていないはずだ。

「でもって、少し複雑かな」

　最後に茶化したように、ルースが付け加えた。

「バルトが優先させた相手が、エマだったことに」

「……意味が分かんねえ」

「うん。まあ、バルトはそれでいいよ。さ！　僕らのお姫ひめ様さま二人を救出しに行くよ！」

　ルースはそう言うと、白馬の腹を蹴けった。三頭並んでいたところから一歩前に抜ぬけ出し、速度を上げる。バルトは不可解な気持ちを抱かかえながら、その後を追った。










　出口が目の前に見えて来た時、エマはその場に膝ひざをつきたくなった。

「……ああ……、良かった」

「すごい！　エマ、あなたすごいわ！　あの模様をちゃんと覚えていられたなんて！」

　ティアナがエマに抱だきつく。それを受け止めながら、ティアナの体が先ほどより熱くなっているのを感じた。

「とにかく急いで出て、城に戻もどりましょう。すぐに暖かくして休まないと」

　言いながら、出口を潜くぐった時だった。

「やはり、地図の中身を知っているんだな」

　待ち構えていたように、エマ達を旧市街に置き去りにした男達が立っていた。エマはティアナの手を離はなすまいと握にぎりしめる。

　髭ひげの男が、すらりと剣を抜いた。エマとティアナの喉のど元もとに切っ先が向けられる。

「地図はどこにある？　言え！」

　エマの手を握るティアナが、痛いほどの力を込めた。怖こわいのだと思い、エマが口を開こうとする。しかし、ティアナの方が早かった。

「……地図なら私が知っています。だから、彼女は帰してあげて」

　ティアナが、決然とした表情で言った。エマは驚いて、その横顔を眺ながめる。

「何言ってるんですか！」

「地図を受け継ついだのは私よ。地図が欲しいなら、私がいれば十分でしょう」

　エマを庇かばおうとしているのだ。弱いところを見せないように、ティアナは気き丈じように振る舞まっている。本当は、熱で立っているのも苦しいはずだった。

「だめです。私は絶対ティアナ様の傍そばを離れませんから！」

「本に書いてあったの」

　男達を睨にらみながら、ティアナは言った。

「主人公は友達になった人を、辛つらい時は助けてあげていたわ。どんな気持ちになるのか、いつも想像してたの。……今、やっと分かった。私、エマが好きよ。だから、怪け我がしてほしくないし、怖い思いを、させたくない。助けてあげたい」

「……ティアナ様」

　ティアナの友情を受けて、エマは胸がいっぱいになった。でもそれなら、なおさら離れられない。エマだって、ティアナを助けたいのだ。

「地図はどこだ」

　髭の男の冷たい声に、ティアナは「エマを解放しなければ言いません」と答える。

「そうか。分かった」

　やけにあっさりそう言うと、髭の男はエマに剣けんを向けた。

「では、地図の行方ゆくえを教えないなら、この女を殺す」

「そんな！」

　ティアナが声を上げ、苦しげに唇くちびるを嚙かんだ。

「さあ、どうなんだ。言え！」

「──女性に声を荒あららげるなんて、礼れい儀ぎがなってないよね。トリスタンに聞かれたら怒おこられちゃうよ」

　そんなあっけらかんとした声がして、エマの目の前に、三人の騎士が現れる。

「ね？　エマ」

　ルースがにっこりと笑っている。もう安心していいよと、その目が言っていた。その横では、レイが小さく頷うなずいている。バルトは相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらだ。

「みんな……、来てくれたんですね」

　涙なみだが出そうになるのをぐっと堪こらえる。

「お前達……！」

　男達が気色ばみ、次々に剣を抜いた。ひとりがそのままルースに切りかかり、何の予告もないまま戦いが始まった。










　エマを見つけた時、バルトの胸を占しめたのは安あん堵どだった。エマは疲つかれた顔をしてはいるが、諦あきらめたような表情ではない。

　それから始まった戦いで、その場が騒そう然ぜんとなる。バルトがまずやったことは、エマに剣を突つきつけている相手を倒たおすことだった。素す早ばやく踏ふみ込み、エマの喉元に向けられた剣を薙なぎ払はらう。

　髭ひげ面づらの男が倒れ込み、バルトはエマとティアナを背後に庇った。

「おい、無事か」

　エマの方をちらりと見て言うと、こくりと小さく頷く。それから、「信じてました」と返事が返った。一いつ瞬しゆん何を言われたのか分からなくて、バルトはエマを再び見返した。エマは紫むらさき色いろの瞳ひとみを一心にバルトに注いで、微笑んでいる。

「必ず来てくれるって、信じてました」

　その言葉をもらって初めて、バルトは自分がエマを優先したことが、あの場で詩人を殺さなかったことが、正しかったのだと認にん識しきした。エマの瞳に噓うそはない。その信しん頼らいに自分が応こたえることができたということに、バルトは喩たとえようのない思いを感じた。それはまるで誇ほこらしさのような、くすぐったくなるような温かさを伴ともなっている。

「私は大だい丈じよう夫ぶです。でも、早くティアナ様を休ませないと。彼女、熱があるんです」

「エマ！　ティアナ嬢じよう。大丈夫だった？」

　ルースが駆かけ寄ってくる。

「今、アロイス様が派は遣けんした騎士達も加わったから、すぐに全員捕つかまると思うよ」

　そう言ってルースはエマとティアナを交こう互ごに見ると、勢いよく頭を下げた。

「ごめん。こうなったのは僕の責任だ。煮にるなり焼くなり、好きにしていいよ」

　エマとティアナはわけが分からず、困ってバルトを見上げる。バルトは肩かたを竦すくめた。

「本人がこう言ってんだ。遠えん慮りよせずにやれ」

「それ、バルトが言うことじゃないから」

　ルースが眉まゆを寄せていると、「ルース！」とレイが走ってくる。

「大変だ。逃にげようとした男が、住民を人ひと質じちにとっている」

　すべて捕まえ終えたと思っていたが、一人だけ逃げ出したらしい。レイの報告に、ルースは険しい表情になった。

「騒さわぎを聞きつけて、周りに人が集まってるものね。レイはエマとティアナ嬢について、城に戻って。──バルト！」

　それは、思わずバルトの背筋を伸のばすほどの、明朗なルースの声。主人が部下を呼ぶ時の声だ。

「行くよ」

　ちらりと青い瞳がバルトに向けられ、それからすぐに逸そらされる。バルトがついてくると、信じ切っている。バルトが走り出そうとすると、きゅっとマントが引っ張られた。

　エマがバルトを、心配そうに見つめている。何度もこんなやりとりを繰くり返せば、エマの言いたい事も予想できた。

　だからただ一言、「分かってる」と告げる。傷なんて、増やしてこない。エマはしっかりと、バルトの気持ちを汲くみ取ったようだった。

　マントから指が離され、バルトはルースの後を追った。旧市街から新市街へ出ると、人だかりができている。

　その中心で一人の男が、女性を拘こう束そくしている姿があった。男の瞳は落ち着きなく周囲を窺うかがっており、女性は震ふるえて泣いている。男の持つ剣の刃はが、喉のどを今にも切ってしまいそうだった。

　どうやって助けるのかバルトが考えていると、泣きながら叫さけぶ子供の声が聞こえた。

「お母さん！」

　見ると小さな子供が、父親らしき人間に羽は交がい締じめにされながら、何度も何度も叫んでいる。すぐにでも駆けて行って、母親を助けようとしているのだ。

　バルトは息を整えた。ここから先は、速さが勝負だ。

　相手は右利きき。左ひだり腕うでに人質を拘束している。武器はダガーと呼ばれるものだ。剣の長さはナイフと同じように短いが、ナイフと違ちがうのは戦せん闘とう用に作られたものということだ。

「ルース」

「ん？」

「お前、ダガー持ってるか」

　ルースはじっとバルトの真意を探さぐるように見つめた。それから、腰こし元もとからダガーを取り出す。彼らしい、装そう飾しよく過多な模様が入っている。それでも、武器には違いない。

「勝算があるんだね？」

「誰だれにもの言ってんだ。早く貸せ」

「人質がいること忘れないでよ」

「分かってる」

　バルトはルースからダガーを受け取る。マントに隠かくして見えないようにして、男の右側へと移動した。それからゆっくりと、男に近づいていく。

　男はバルトに気付き、女性の喉元に刃をピタリとくっ付けて叫んだ。

「来るな！　この女を殺すぞ」

　動どう揺ようが激しい。人質の女性は、ひっと声を上げ、きつく目を瞑つぶっている。バルトはその声を無視し、じりじりと間合いを詰つめていった。

「殺すって言っ……」

　男が言い終わる間もなく、バルトは間かん髪はつ容いれずにダガーを持って男めがけて振ふりかぶる。

　動揺した男は咄とつ嗟さに、右側から出し抜ぬけに攻こう撃げきしてきたバルトから、自分を庇かばおうとする。右手に持ったダガーを人質から外し、バルトのダガーを片手で受け止めた。

　バルトは間合いに入り、切り返しながら女性の腕を引っ張る。男の手から離はなれた女性を、子供のいる側へ押し出した。

　ドスン、という音と、「お母さん！」と叫ぶ声が背後で聞こえる。

「どうする。もう人質はいないが」

　男は憤ふん怒ぬの表情で、バルトに切りかかってきた。バルトは腕を十字にして受け止め、すぐに右手を男の腕の後方に回し入れた。そして男の右手首を摑つかみ、捻ひねりを加えた。

　途と端たん、「うあっ」という男の悲鳴が上がった。バルトが関節を捩ねじったため、激しい痛みが腕に走ったのだろう。バルトはそのまま前に踏み込んで、男を引き倒した。

　周囲からわっと歓かん声せいが上がった。「いいぞ、兄ちゃん！」、「かっこいい！」など、男女入り乱れて何やら叫んでいる。

　すぐにベルゲンの騎き士しが駆け寄ってきて、男を拘束した。

　バルトが立ち上がると、ルースも周囲と一いつ緒しよになって拍はく手しゆしている。

「お見事。素す晴ばらしい」

「お前に褒ほめられても嬉うれしくねえよ」

　バルトはマントの土つち埃ぼこりを払う。

「城に戻もどるぞ」

　バルトが踵きびすを返そうとすると、「あの」と声をかけられた。先ほど人質にされていた女性と、その夫、そして子供だろう。

「命を助けていただき、ありがとうございました！」

　三人一いつ斉せいに頭を下げられ、バルトは面めん食くらった。こんな場面は想定外で、どうしていいか分からない。

　ふと見ると、子供がじっとバルトを見上げていた。

「お兄ちゃん、騎士なの？」

「そうだよ。こーんなに恐こわい顔してるけどね」

　余計なひと言とともに、ルースが口を出した。

「すごい！　騎士ってかっこいい！」

　子供は興奮した様子で、頰ほおを上気させている。

「悪い奴やつを倒たおして、皆みんなを護まもってくれるんだね！」

「うん。それが、『騎士の剣けん』だよ」

　ルースはそう言って、子供の頭を優やさしく撫なでた。

「お兄ちゃん」とマントを引っ張られ、仕方なくバルトは答えた。

「……何だ」

「お母さんを助けてくれて、ありがとう」

　真っ直すぐで純じゆん粋すいな、感謝の言葉だった。

　バルトは今度こそ、言葉を失った。主あるじを失ってから、誰かに心から感謝されたのは初めてだった。剣を振るうということは、誰かの命が消えることだ。バルトは誰かの命を奪うばいながら、今まで生きてきた。感謝の言葉をかけられるなんてことは一度もなかった。

　だが、誰かを守る剣を振るった時、助かる命がある。それを、そんな単純なことを、バルトは今日思い知った。

「バルト」

　ルースが、バルトの肩に手を置く。

「誰かを守る騎士っていうのも、いいものでしょ」

　微笑ほほえむルースは、何もかも分かっているというような顔をしている。癪しやくだったので、答えてやらなかった。
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　二日後、エマは再び旧市街を訪おとずれていた。今回は、ルース達やアロイスも一緒に中に入る。

　念のためにと持ってきたタペストリーは、アロイスがしっかりと胸に抱かかえていた。その表情には陰かげりがある。

　エマとティアナを襲おそった男達は、ベルゲンの騎士達に拘束された後、城へと連れてこられた。そこで尋じん問もんすると、自分達はある男に頼たのまれてやっただけだと白状した。

　その男の名を聞いた瞬しゆん間かん、アロイスは信じられないという顔で、口元を手で覆おおった。

　ホルスト・アウラー。男達が声を揃そろえて言った黒幕は、アロイスが心から信しん頼らいしていた人間だった。すぐにホルストに話を聞こうとしたが、ホルストはすでに城から抜け出していた。

　ルースはすぐさまベルゲン中を捜そう索さくするよう指示を出した。すると、丁度街から出ようとしていたホルストを捕つかまえることができた。

　ホルストは観念したのか、項うな垂だれるようにして話し出す。

　自分は独断で税率を上げて税を徴ちよう収しゆうし、浮ういた金を旧市街へと隠していたということ。しかし、ある時ホルストは、いつも金を旧市街へと運んでいた仲間の男と口論になった。仲間の男はホルストには分からない場所に金を隠したと言い、カッとなったホルストはその仲間を殺してしまう。金をすぐさま回収したかったが、下手に入れば戻ってこられなくなってしまう。そこで、代々ブルクミュラー家に伝わる旧市街の完かん璧ぺきな地図に目をつけたということだった。

　アロイスの消しよう沈ちんした様子は、見ていられなかった。長年傍そばで補ほ佐さをしてくれた人間に、裏切られたのだ。

　結局アロイスの弟ヘルマンは、遠くから兄を妬ねたむだけで何もしていなかった。その息子むすこであるラルフは、バルト達に部屋の前で引き倒された後、ティアナ捜索に加わっていた。ティアナが無事だと知ると、泣いて喜んだという。

　そうして一連の事件が明らかになった二日後の今、エマ達はホルストの証言が本当なのかを確かめるために、旧市街を捜索していた。アロイスには言っていないが当然、『聖杯』がないかを調べている。

　エマ達は一いつ軒けんの家に入った。部屋をひとつずつ確かく認にんしていると、ルースが「あっ」と声を上げる。

「これじゃないかな」

　ルースは麻あさの袋ふくろを持ち上げた。中を開けると確かに、金貨が隙すき間まなく入っている。金額を示しているのか、数字の書いてある小さなメモも見つかった。

「……ホルストの字です。間ま違ちがいない」

　アロイスはそう言って、悲しそうにメモを見つめた。長く一緒にいたため、筆ひつ跡せきもよく覚えているのだろう。

　それからエマ達は、アロイスの許可を貰もらって隅すみ々ずみまで旧市街を探し回った。しかし、結局『聖杯』は見つからなかった。

「あーあ。もう一回『幻黒の書』を読み直さなきゃいけないなあ」

　少し落らく胆たんした様子のルースに、レイが声をかける。

「そう簡単に見つかるものではないということだ。仕方ないだろう。だが、ベルゲンの税の不正が分かったんだ。収しゆう穫かくはあった」

「そうだね。税に苦しんでいる住民を救えたなら、いいか。それに隠かくしたお金はエマのおかげで見つかったし、バルトの力で被ひ害がい者しやを出すことなく犯人も捕まえられたからね」

　ルースはそう言って、ふと険しい表情になった。

「ホルストの処しよ遇ぐうは、僕が口を出すことじゃない。領主はアロイスだからね。でも、彼の判断は甘すぎると思うな」

　アロイスによって、ホルストはベルゲンからの永久追放を言い渡わたされていた。彼が故郷の土を踏ふむことは二度とない。

「ホルストは知るべきだ。税を支し払はらう住民の上に、自分の生活が成り立っていることをね。それを自覚できない人間は、上に立つ資格はない。自分が誰だれかに生かされていると分からない人間は、傲ごう慢まんだよ」

　強い眼まな差ざしが、まっすぐベルゲンの城へと向かっていた。たぶん今ルースは、アドリア王国の王子として、意見を言っているのだろう。国は、人がいなければ成り立たない。人こそが、最も尊い国の宝なのだ。ルースはそれを、きちんと分かっている。

　エマは敬愛にも似た思いで、ルースの横顔を眺ながめた。

　──少しでも役に立てるように、一いつ生しよう懸けん命めいこの人に仕えていこう。

　決意を新たに、エマはそう思った。
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　とうとうベルゲンを去る日がやって来た。

　エマ達はアロイスの執しつ務む室へと集まり、最後の挨あい拶さつをしていた。

「今回は、色々とありがとうございました」

　深々と、アロイスが頭を下げる。彼の後ろに仕えていたはずのホルストはもうおらず、アロイスがひとまわり小さくなってしまったように感じる。

「いいえ。こちらこそ、旧市街を調べることができましたし、感謝しています。──アロイス様」

　ルースが呼ぶと、アロイスがゆっくりと顔を上げた。

「これからは、不正なきよう、ベルゲンに住む住民達を苦しめるようなことはなさらないでください。あなたは自分の補佐にすべてを任せ過ぎていました。信頼と妄信は違ちがいます。そこを、どうか忘れないでください」

「──大だい丈じよう夫ぶです。私がおりますから」

　ふいに扉とびらが開かれ、背筋を伸のばしたティアナがスタスタと部屋に入ってくる。

「ティアナ！　寝ねていなくてはだめじゃないか！」

　慌あわてたようにアロイスが立ち上がり、ティアナに駆かけ寄った。

「旧市街での出来事でお前は疲つかれているんだ。熱も下がったばかりだし、精神的にもまだ傷は癒いえていな……」

「お父様」

　ピンと空気が張るような、明朗なティアナの声がした。アロイスの言葉を遮さえぎり、その手を握にぎる。

「私はお父様が思うよりは、強いつもりです。これからは私が、お父様の補佐になるべく、勉強しますわ」

「何を……」

　ティアナはちらりとエマの方を見た。エマはただ大きく頷うなずく。頑がん張ばれと、心の中で声せい援えんを送った。

「私の愛するベルゲンについて、もっとたくさん知りたいのです。そして、お父様のような立派な領主になりたい。その勉強は、部屋に閉じこもるばかりではできません」

　まるで知らない人間でも見るように、アロイスはティアナから目を離はなさない。

「私も丈じよう夫ぶな体になるように、努力するわ。お父様、亡なくなったお母様と私を一いつ緒しよに考えないで。私は絶対、お父様を残して死んだりしないから」

　アロイスの両目から、一ひと粒つぶ涙なみだが流れる。ティアナが今言った言葉こそが、アロイスが不安で仕方なかった理由だったのだろう。ティアナは穏おだやかに微笑んだ。

「お父様が私を守ってくれたように、私もお父様を守り、支えたいの」

　一方的に守られるだけではない。一緒に立って歩きたいのだと、ティアナは懸けん命めいに訴うつたえた。

　やがて、のろのろとアロイスが俯うつむいて無言になった。

　周囲が不安に思い始めた時、「分かった」と声が響ひびいた。

「ティアナ。いつの間にか、こんなに大人になっていたなんて知らなかったよ」

　顔を上げたアロイスは、微笑んでいた。

「ありがとう。お父様！」

　ティアナは手を広げ、アロイスの胸に飛び込んだ。アロイスもティアナを抱だき締しめる。

　それを温かく眺めていたエマだったが、しばらくしてティアナがアロイスから離れ、エマにも抱きつく。

「エマ！　私、外に出てもいいって」

「はい。よかったですね、ティアナ様。ティアナ様の勇気があったからこそです。これから、色々な人と会って、ベルゲンの街も見てみてくださいね。友人も、たくさん作ってください」

「ええ。でも、最初に友人になってくれて、私を励はげましてくれたエマは特別だわ。私の、一生の親友よ」

「親友……」

　微笑ほほえむティアナは、エマの手をぎゅっと握った。エマもその手を、強く握り返す。

「はい。私にとってもティアナ様は、一いつ生しよう涯がいの親友です」

　二人はそう誓ちかって笑い合ったのだった。










　馬に乗って、エマ達は王都を目指し始めた。背後のベルゲンの城が、どんどん遠くなっていく。

「寂さびしい？　エマは、ティアナ嬢じようとすごく仲良くなったものね」

　ルースが気き遣づかうように声をかけてくれた。エマはにっこり笑った。

「寂しいけど、大丈夫です。また遊びに来るって、約束しましたし！」

　きっとティアナはこれからたくさんの体験をして、立派な領主になれる。その時が、エマも楽しみだった。

「まあ、エマには僕がいるから」

　さらりと告げたルースの言葉に、レイが「私もいるぞ」と生き真面目まじめに返してきた。

「ちょ、今のはエマへの渾こん身しんの口説き文句なんだから、入ってこないでくれる？」

「ああ、そうなのか？　すまない」

　わりと素すで間ま違ちがえたらしく、レイが頭を搔かいている。バルトは全く興味なさそうに、欠伸あくびをしていた。

「でもルースさんやレイさんの言う通り、私にはここにいる皆みんながいますから！」

「そんな皆まとめて言われても、嬉うれしくないんだけどなあ」

　ルースがぶつぶつと不満げに漏もらす。その時、ヒンと馬の嘶いななきが聞こえた。

「ああごめんね。ファルもいるものね」

　エマは笑って、目の前にあるファルの首筋を撫なでてやる。

　その様子を見て、レイが目を細めた。

「ローランドを出る頃ころとは、見み違ちがえたな、エマ」

「え？」

「馬に乗る姿勢もいい。おどおどするような態度もなくなったし、何より馬との信しん頼らい関係ができてきた」

　エマはぱっと表情を明るくした。

「本当ですか？」

　ローランドを出てずっと、毎日ファルと顔を合わせ、世話をしてきた。時にはファルの前で愚ぐ痴ちを言いながら、仲良くなれるように頑張ってきたのだ。

「調子に乗せると、また暴走するぞ」

　喜ぶエマの横から、バルトがいらない一言を言ってくる。

「何ですかもう。水を差すようなこと言わないでくださいよ」

「そうだよ、バルト。エマとファルが仲良くなったからって、馬にまで嫉しつ妬とはよくないよ」

「お前本当に、いつか斬きってやるからな」

「バルト。軽々しく斬るなどと口にするのは感心しない。騎き士し道どうは謙けん虚きよさと高潔さが……」

　収しゆう拾しゆうのつかなくなる会話に、エマは「ああもう！」と声を上げた。

「早く王都に戻もどりましょう！　これじゃ、いつまで経たっても帰れませんよ」

　エマはそう言って、ファルの速度を上げた。

「置いていっちゃいますからね」

　こんなことを言えるようになった自分を、エマは不思議に感じていた。数週間前、エマはおっかなびっくりファルに乗っていた。そして暴走したファルに引っ張られるようにして、ベルゲンにやって来たのだ。

　──レイさんが言ってくれたみたいに、私も、少しずつだけど成長してるのかもしれない。

　馬に危なげなく乗れるようになった、ただそれだけのことかもしれない。小さな一歩だが、自分の価値を見み出いだそうと焦あせっていたエマにとって、力になる大きな発見だった。

　──頑張れば、前に進めるんだ。努力し続ければ、ダンスだって踊おどれるようになる。

　エマの口元が、自然に緩ゆるむ。エマの弾はずむような気分を表すように、ファルは軽かろやかに疾しつ走そうした。
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　一日かけて、エマ達は王都へと帰ってきた。

　ルースが報告のために国王への謁えつ見けんを申し入れると、すぐに会う許可が出た。

　その素す早ばやさに、エマは不安になる。

「ど、どうしましょう。もしかして『聖杯』を持ってきたんだと思っているんじゃないでしょうか」

「んー？　まあ、そう思ってても実際僕らは持ってないしね。本当のことを言うしかないよ」

　あっけらかんとそう言い放ち、ルースは気にした様子も見せない。

「さあ。とにかく行こう」

　ルースを先頭に城の廊ろう下かを歩き出す。しかし、ベルゲンに行く前に謁見した執しつ務む室の方向とは逆を進んでいる。

「あの。今ってどこに向かってるんでしょうか？」

　戸と惑まどうエマに、答えを知っているルースとレイは顔を見合わせた。

「王が国こく賓ひんと会う、大広間みたいなところだよ。家臣も皆みな揃そろっているからね」

　嚙かみ砕くだいてそう説明するルースだが、エマは眩暈めまいがする。

「待ってください！　行く時みたいに、どこかの部屋で会うんじゃないんですか？」

「そんなわけないでしょ。儀ぎ式しきができないもの」

「儀式？」

　エマの質問に、もうルースは答えてくれない。ぴたりと口を閉じ、大きな扉とびらの前で立ち止まったからだ。

　エマの身長の二倍はありそうな扉は、金と銀の細工が彫ほられている。両側に控ひかえた騎き士しが、タイミングを揃えて扉を開けた。

　エマ達の足元には道のように絨じゆう毯たんが敷しかれ、それは五段ほどの階段を上って、玉座まで続いている。絨毯の両側には、王族、貴族達が綺き麗れいに並んでおり、品定めするようにエマ達を見ていた。玉座の近くには他ほかの王子たちの面々もいる。

　思わず一歩後ずさりそうになった。すると、トンと背中を叩たたかれる。

「怖おじ気けづくな。ベルゲンで散々振ふる舞まい方を習ってきただろ」

　バルトはそう言って、エマを前へと進ませた。エマはぎゅっと顎あごを引き、ルースの後に続いて歩き出す。

　広間は静まり返っており、エマ達が進むたびに何百という視線も一いつ緒しよに動いた。

　やがて玉座に座る国王の顔が見えるようになったところで、玉座の脇わきにいる騎士が止まるように手で制す。ルースに倣ならい、エマも深く頭こうべを垂れた。

「旅の報告を」

　国王の声に、ルースが代表して頭を上げた。そして、ベルゲンへ着いてからの出来事を順序立てて話していく。

「……『聖杯』発見とはいきませんでしたが、話したように彼らのおかげでベルゲンの税の不正をただすことができました。バルト・ヴィルヘルムの騎士としての剣けんが、住民の犠ぎ牲せいを出すことなく敵を捕とらえる力となりました」

　ルースの明朗とした声が広間に響ひびく。エマはこっそりと、バルトを覗のぞき見たい衝しよう動どうに駆かられた。ルースの誇ほこらしげな声を、バルトは今どんな顔で聞いているのだろうか。

「そしてエマ・グリンベルクの記き憶おく力が、不正で得た金の行方ゆくえを我々に教えてくれたのです」

　ルースの言葉をくすぐったく思いながら、エマはぎゅっと両手を握にぎりしめた。国王は言葉を挟はさむこともなく、静かにルースを見ている。

「彼らが我々の、いやアドリア王国の力となってくれることは証明されたと思います。どうか彼らに、『星』を授さずける許可をいただきたい」

「私は反対だ！　こんなどこの生まれとも知れない人間を城に入れるなど」

　イザークが不満も露あらわに声を上げた。

「私も賛成しかねますね。『星』は代々、名門の貴族に授けるもの。彼らにはそんな後ろ盾だてはありません」

　神経質なブルーノの言葉が、貴族達を煽あおって賛同させていく。

「確かにそうだ」

「慣習を破るつもりなのか」

「王族に仕える人間こそ、高貴な血が必要なのでは？」

　ひそひそと交かわされる会話は、エマ達を否定するものばかりだ。

「血筋だけがすべてを決める基準ではない。上に立つ者として、様々な見方や考え方を学ぶべきだ。そうでなければどんどん、視野が狭せばまってしまう」

　ルースの毅き然ぜんとした言葉に、周囲の会話が消える。イザークとブルーノが、厳しい表情でルースを見ていた。

「僕は賛成しますよ」

　その時、イザークの背後に隠かくれるように立っていたクラウスが、ゆっくりと話し出す。

「ルース兄さんの言うとおり、彼らには認めるべき能力が備わっていると思います」

　エマ達を擁よう護ごしてくれる言葉に、エマはクラウスを感謝の思いで見返した。だが、クラウスの表情に目を見開く。

　緑の瞳ひとみには、まるで温かみが感じられなかったからだ。それでも笑え顔がおだけは綺麗で穏おだやかで、ちぐはぐな印象を与あたえる。

「せっかく楽しい人材が入ってきたんですから、色々と試ためしてみればいいんです。いらなくなったら、捨ててしまえばいいんですから。ね？」

　まるで物のように自分達を語るクラウスに、エマは息を吞のんだ。最初に会った時の優やさしげな人物とは、まるで違ちがって見えてくる。

「クラウス。彼らは、お前が好き勝手にできるおもちゃではないよ」

　ルースの窘たしなめる声に、クラウスは楽しそうに「ああ、ごめんなさい」と笑う。

「だが、試したければ試せばいい。私の部下達は優ゆう秀しゆうだ。きっと期待に応こたえると信じている」

　ルースの凜とした声は、広間のさざ波を消し去るような雰ふん囲い気きがある。ルースは視線を国王へと戻した。

「辛つらい時、決断を迫せまられた時、自分より他人を助けることができる。そういう人間こそ、真にアドリア王国を助けてくれる人材だと思います。だから私は彼らに『星』を授けたいのです」

　国王はルースをじっと見つめる。やがて、ゆっくりと口を開いた。

「──二人、顔を上げよ」

　自分のことを言われているのだと気付き、エマは恐おそる恐る国王と向き直った。横にいるバルトも、同じように頭を上げる。

「ルースに忠誠を誓ちかうつもりがあるのか」

　エマはごくりと唾つばを飲みこみ言った。

「はい」

　しかしバルトは何も答えない。エマは不安になって、横を向いた。しかしいつの間にかバルトは国王ではなく、ルースを見ていた。

　ルースは笑っていた。それも、満面の笑みで。

「おい。何で笑ってんだよ」

「バルトが何て言ってくれるか楽しみだから」

「俺が嫌いやだと言ったらどうするつもりだ」

「悲しいだろうね。この場に突つっ伏ぷして泣くかもしれないなあ。でもたぶん、バルトは言わないでしょ？」

　バルトがしかめ面つらになる。

「自信満々だな」

「信しん頼らいしてるもの。だから、自信満々に言えるんだ」

　その言葉に、ぐっとバルトは詰つまった。透すき通ったような青い瞳は、噓うそ偽いつわりがまるでない。

　バルトは本当に悔くやしそうな顔をして、それから国王に向き直った。

「騎士よ。答えは出たか？」

　国王を見返し、バルトは大きく息を吸った。

「──忠誠を誓う」

　低いバルトの声にも、噓はなかった。

　国王は「そうか」と頷うなずき、改めてエマとバルトを見返す。

「許可しよう。その二人に、『星』を授けよう」

「国王！　こんな暴挙をお許しになるのですか！」

　イザークがすかさず食ってかかるが、国王は全く動じない。

「私は成果を示してこいと言っただけだ。血筋などというものは、そもそも要求していない。我々の力になると思えば、誰だれでも機会はある」

「ですが……」

「イザーク。私の決定に不服があるのか」

　唸うなるように低められた声には威い厳げんがある。イザークは奥歯を嚙みしめ、黙だまった。ブルーノも決して納なつ得とくしたような顔はしていない。クラウスは全く感情の読めない顔で微笑ほほえんでいた。

　王子達の、刺ささるような視線を感じる。何かあればすぐ蹴け落おとしてやるという、執しゆう念ねんのようなものが見えた。ルースはもっと強く感じているはずだが、少しも顔に出していないのがさすがだった。

「ではルース。儀ぎ式しきの準備を。どうせお前のことだ。もう用意しているのだろう」

　──儀式の準備？

　エマは首を傾かしげる。

「さすがは国王。何もかも分かっているのですね」

　ルースはにやりと笑うと、「おーい。あれ持ってきて！」と陽気に扉とびらの外へ呼びかけた。

　扉の向こうから、騎き士しが両手に掲かかげるようにして、何かを持ってきた。

「……これ……」

　騎士が持ってきた物を見て、エマは驚おどろく。その時、レイにそっと肩かたを叩たたかれた。

「エマもバルトも、その場に跪ひざまずくんだ」

　エマはルースの前に、ゆっくりと膝ひざを折った。バルトもそれに倣う。

　まずルースは、騎士からひとつの剣けんを受け取った。そのままバルトに剣先を向け、彼の右みぎ肩かたに剣を置く。この光景を、エマは昔ローランドで見たことがあった。

　──叙じよ任にん式だわ。

　主君から騎士として任命されるために行われる儀式を、叙任式という。一人前の騎士として認められるという意味合いがある。

「バルト・ヴィルヘルム。お前に剣を授ける。この剣は、他人を守るための剣だ。主人に忠実に、常に高潔であれ。勇気を示せ。忘れそうになった時は、柄つかに刻まれた『星』を見よ」

　バルトは剣を両手で受け取った。柄にはレイと同じ、『星』が刻まれている。

「……重いな」

　呟つぶやくバルトに、ルースが微笑む。

「人の命が乗ってるんだ。重いに決まってるでしょ。はやく使いこなせるようになってよ」

「誰に言ってる？」

　不敵に口の端はしを上げたバルトに、ルースが肩を竦すくめた。

「全く。その口の利きき方ったらないよ。主人を敬うことを知らないんだから」

　不満を口にしながら、しかしルースはあまり気にしている様子もない。バルトの忠誠の気持ちを、きちんと汲くみ取っているのだろう。

　ルースとバルトのやりとりをニコニコと眺ながめていると、こちらにルースの視線が移る。

「エマ。──エマ・グリンベルク」
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　声が違う。芯しんの通った声に、気付けば「はい」と返していた。

「すべてを記き憶おくするその能力、語り継つぐ能力を、存分に活いかすこと」

　ルースが手に取ったのは、星を象かたどった小さな髪かみ飾かざりだ。

「人は時に愚おろかなこともする。辛い記憶もいつかは、『歴史』としてこれから生きる者の指針になる。君の使命はそこにある。これから多くの、広い世界を見ること。その目に焼き付けて、良いことも悪いことも語り継いでいくことが、仕事だ」

　ルースの指が、器用にエマに髪飾りをつけていく。ふわりとルースの指が離はなれていった。

　語り継ぐ使命。ルースはエマに、ひとつの道を提示した。幼い頃ころは苦しくて仕方のなかった能力を、活かす道を教えてくれた。

　──私の道だ。一いつ生しよう懸けん命めい、進んでいかなくちゃ。

　ルースはゆっくりと、エマとバルトに視線を向ける。

「私の『星』として、常に月に寄り添そい、私を照らしてくれ」

　言葉無く、エマとバルトは頭こうべを垂れた。

　それから長い間、第一王子ルース・フェイスフェルトの腹心の部下となる二人が、誕生した瞬しゆん間かんだった。
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「こんなに早く、トリスタンさんの教えが役立つとは思いませんでした」

　エマは小さく微笑んで、一いつ緒しよに踊おどっているルースに視線を合わせた。今のエマは青いドレスに身を包んでおり、忠誠の証あかしである『星』の髪飾りがつけられている。

　エマとバルトが正式な王家の部下となって二日後、ルースは内輪の仲間だけで小さな宴うたげを開くことにした。ルースの城での仲間達に、エマとバルトを紹しよう介かいする意味合いがあるらしい。

　広間には数十人程ほどが集まり、優ゆう雅がに奏かなでられる音楽に身を委ゆだねている。レイも礼れい儀ぎ正ただしく、女性をエスコートしていた。

「大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと上手に踊れているよ」

　正装したルースは、ニコニコとエマを眺めている。

「この城で、楽しくダンスが踊れる日が来るなんて思ってなかったよ」

　その言葉に、エマはちゃんと踊れているのかという不安を押し込めて、ルースに微笑んでみせた。

「はい。私も楽しいです」

「皆みんなと知り合ってもらえるよう、ダンスは全員と踊るように組み合わせてるからね。……っと、ああ、もう終わりかあ」

　会話の途と中ちゆうで、音楽が変わった。次の人と交代する合図だ。エマは少し息を弾はずませていたため、「少し抜ぬけますね」とダンスの輪の中から出て行く。かれこれ十分は続けて踊っていたので、疲つかれが出ていた。

「バルトによろしく言っておいて」

　ルースが手を振ふり、エマは頷いた。それから、黒ずくめの姿を捜さがして周囲を見回す。ダンスが始まる前、踊るよう勧すすめたルースに、バルトは一言「面めん倒どうくさい」と言って姿を消していた。

　広間の端はしで、壁かべに体を預けて立つバルトを発見して、エマはドレスの裾すそを持ち上げて駆かけ寄る。

「バルトさん」

　バルトはエマを一いち瞥べつした後、興味のなさそうな顔で「何だ」と言った。そっけない反応に、エマは内心少しだけ落らく胆たんする。

　──今日は大人っぽく見えるようなドレス、選んで着てみたんだけどな。

　ドレスを選ぶ時、衣装係の女性にどんなデザインがいいかと聞かれて、エマは咄とつ嗟さにバルトを思い浮うかべていた。大人の女性のように着き飾かざれば、いつも「色気がない」と暴言を吐はくバルトを驚かせることができるかもしれない。礼れい儀ぎ作法もトリスタンに学んでこなせるようになったこともあり、密ひそかに期待していた。

　しかしそんなエマの思おも惑わくは、何の反応も示さないバルトによって失敗に終わった。とりあえず気持ちを切り替かえて、エマは微笑んだ。

「一緒にいていいですか？　少し休きゆう憩けいしたくて」

「別にいいが、酒は飲むなよ。後々面倒くさい」

　バルトが眉まゆを寄せて注意した時だった。

「おお？　バルト！　彼女が噂うわさの恋こい人びとか？」

　優雅な音楽が搔かき消えそうな程に大きな声がして、バルトの肩に太い腕うでがかかった。

　目の前に、にゅっと大男が姿を現す。にっこりと白い歯を見せて、エマに笑ってみせた。

「あんた……」

　嫌いやそうな顔をするバルトを無視して、目の前の男性がエマに自己紹介をする。

「初めましてだな。俺はルーカス・ベッカーだ。近衛このえ騎士団の団長をしている」

　エマは慌あわててお辞じ儀ぎをした。

「初めまして。エマ・グリンベルクと申します」

「よろしくな。ルース王子の部下とは苦労も多いだろうが、頑がん張ばれよ。あとは、この獣けものの首根っこをよーく摑つかんでおくことだな」

　そう言うと、ルーカスはバルトの襟えり足あしをひょいと摑んだ。

「え？」

「無茶をさせないよう、お前さんが見守ってるんだろ？　いいねえ、若者は」

「余計なことを言うな」

　バルトが会話を遮さえぎり、ルーカスの腕を振り払はらう。

「照れるな照れるな。そんなことよりお前達、どうして踊らないんだ？　特にバルト。こんな美人が目の前にいるんだから、さっさと踊りに行けよ」

「美人なんてどこにもいない」

　相変わらずの憎にくまれ口にエマが言い返そうとすると、ルーカスが笑い声を上げた。

「噓うそつけ。このお嬢じようちゃんのこと、ずっと目で追ってただろうが」

「え」

　エマが目を見開くと、バルトが人を殺しそうな視線でルーカスを睨にらんだ。

「あんた、いい加減に……」

「分かったよ、からかって悪かった。だから行けって」

　ルーカスはエマとバルトの背中を押して、フロアへと進ませた。バルトは不ふ機き嫌げんな顔のままだ。ダンスが嫌きらいで、見るのも嫌だと言っていた言葉を思い返す。

「……あの、嫌なら戻もどりましょう。ね？」

　エマはバルトに、楽しい気持ちになってもらいたかった。いつか皆とダンスを踊ってほしいとは思っているが、無む理り強じいしたいわけではない。

「お前は踊りたいのか」

　輪の中から出ようとするエマに、ふいにバルトが口を開く。

「それはその…………、は、はい」

　迷った末、正直に答える。バルトには楽しく踊って欲しいと思うし、その相手が自分なら、とても嬉うれしいだろうなと思ったのだ。

　エマの腕を、バルトが摑んだ。

「分かった」

　力強い腕が、エマの腰こしに回る。エマは唐とう突とつに始まったダンスに、慌てて足を合わせる。

「で、でもあの、無理してませんか？」

「してる」

　即そく答とうされ、エマは眉を下げた。

「だ、だから、無理ならいいんですよ。やめましょう」

「お前といると、自分のことが二の次になる」

　ぽつりと言われた言葉に、エマは顔を上げた。何色にも染められない、漆しつ黒こくの瞳ひとみを見つめる。

「時々、お前を何より優先させたくなる時がある。他ほかの誰だれより、……自分のことよりも」

　真しん剣けんな表情に、目が離はなせない。バルトは不思議なものを見るような眼めつきで、エマを捉とらえていた。

「どうしてこんな気持ちになるのか、分からない」

　エマにも、バルトの言葉の意味は分からない。それなのに、心臓はうるさいほどに高鳴って、勝手に顔が赤くなってきた。

「……だから今、ダンスを踊おどってくれてるんですか」

「そうだ」

　ぎこちなく頷うなずくバルトの顔を見ると、ぎゅっと心臓を摑まれたみたいに苦しくなる。甘いような苦いような、不思議な感覚に足元がおぼつかなくなった。喉のど元もとを塞ふさぐようなこの気持ちの、名前が分からない。何かをものすごく伝えたいのに、何も言えない。

　それでも何か言いたくて、エマは口を開いた。

「私も、同じです」

　バルトは目を見張り、そうか、と一言だけ言った。エマの指を握にぎるバルトの手に、ぎゅっと力が籠こもる。何かが通じ合ったと感じたのは、エマの願望かもしれない。それでもバルトのその小さな仕草は、エマを勇気づかせ、温かく幸せな気持ちにしてくれた。

　ダンスはいつまでも続いている。小さな思いを互たがいに秘ひめたまま、エマとバルトは踊り続けた。
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　しゃらしゃらと、エマの髪かみ飾かざりが揺ゆれている。

　ファルがエマの指示をきいて、ゆったりとした歩調で歩き出した。

「いやあ。今日もいい天気だね。僕らが旅に出る時って、いつも晴れじゃない？」

　ルースが気持ちよさそうに目を細めている。エマも空を仰あおいだ。本当に、雲一つない、青い空だ。

　ベルゲンから城に戻って一ヶ月後、エマ達はまた旅に出ていた。

「それにしてもティアナとラルフには驚おどろいたよねえ」

　思い出したように笑うルースにつられて、エマは微笑ほほえんだ。

　二日前、エマのところに一通の手紙が届いた。差出人はティアナで、何と従兄いとこのラルフと婚こん約やくしたという報告だった。

　幼い頃ころのラルフの思い出を、優やさしい顔で語っていたティアナを思い浮かべる。

　──ティアナ様は、自分の進むべき道を歩いてるんだわ。

　ティアナの弾はずむような文面を、心の中で読む。

『エマへ。

　私は、父様の補ほ佐さとして勉強している最中です。最初はとても疲つかれやすかったけど、段々たくさん動き回れるようになってきたの。今は部屋にいる時間の方が少ないくらい。

　それから、ラルフと婚約したことを報告します。彼とは、会わなかった時間を埋うめるように、お互いのことを話し合っています。

　エマ。本と現実は全然違ちがったわ。あのまま部屋の中にいたら、どうなっていたかと思う。あの部屋から外へ出る勇気を与あたえてくれたエマに、心から感謝しています。

　ありがとう。そしてエマにも、幸せが訪おとずれますように。


親友より』



　こちらまで幸せになるような手紙だった。

「ベルゲンもこれで安あん泰たいだろう。我々も頑張らないといけないな」

「はい。それには一刻も早く、『聖杯』を見つけ出さないと」

　レイの言葉に、エマも同意する。

「そうだね。『幻黒の書』に載のっている場所に行くだけでも、大変な時間と労力がかかるし。城でゆっくりしてる場合じゃないんだよね」

　ルースがのんびりと笑う。

「その割に一ヶ月もいたじゃねえか」

　バルトが眉まゆを寄せる。

「準備してたんでしょうが。今度はもっと遠い所なんだから。……って、バルトは嬉しそうだね」

　確かにバルトは城にいた時より、ずっと生き生きとした顔をしていた。ルースの指し摘てきに、バルトは口の端はしを持ち上げる。

「城にずっといたんじゃ、腕うでが鈍にぶるって言ったろ」

「近衛このえ騎き士し団に全勝して言う言葉か？　ルーカス団長にどやされるぞ」

　呆あきれた顔で、レイが溜ため息いきを吐ついた。城に滞たい在ざい中、バルトとレイは近衛騎士団に交ざって練習試合を何度も行っていた。少しずつ、レイとルーカス団長から、『騎士の剣けん』を学んでいる最中なのだ。

「ところでバルト。その剣、使いこなせるようになったの？」

「今度の旅で証明してやるよ」

　相変わらず好戦的なのは直らないバルトに、エマが声を上げる。

「物ぶつ騒そうな会話しないでくださいよ！」

　三人でとりとめのない会話を交かわしながら、エマ達の馬はどんどん進んでいった。一分一秒ごとに、エマの頭の中に新しい記き憶おくが蓄ちく積せきされていく。まだエマの知らない世界や、エマが想像もしたことのない体験が待っているのだ。揺さぶるような感情の揺れを感じる時もくるかもしれない。

　エマはそっと空を仰いだ。

　ローランドを出て来る時も、晴れ晴れとした気持ちだった。それは三人の騎士がいてくれるおかげだ。

「あのさ、最近思うんだけど」

　いつの間にかルースも空を見上げながら、ぽつりと呟つぶやいている。

「『聖杯』って、どんなものなんだろう？」

　エマは目を瞬またたかせた。

「どんなものって……」

「『聖杯』を追い求めるようになって、どんな姿をしているのかたくさん想像してきた。でも、そういう外見の話じゃなくてさ、最近は『聖杯』の意味を考えるようになってきたんだ」

　ルースの話に、エマ達はじっと聞き入る。

「ベルゲンでの事みたいに、僕達が『聖杯』を求めて街を訪れて、結果的にベルゲンの不正を正したでしょう？　その土地の問題を解決して、少しは住みよい街になったはずだよね」

「そうだな。税が軽くなって、ベルゲンの農業従事者は生活しやすくなったはずだ」

　レイが同意すると、ルースは力を貰もらったように大きく頷いた。

「つまり僕らがそうやって『聖杯』を追い求めながら、各地の問題や課題を知っていくことが、いい国へ繫つながる道になるんじゃないかな。それが『聖杯』を求める本当の意味なのかもしれない」

　ルースの言葉に、エマは目を見開いた。エマにとっても、ルースの考えはとても納なつ得とくできると感じる。神はかつて、人間の傲ごう慢まんさを嘆なげいていた。その一方で人間の優しさにも触ふれて、そこから『聖杯』は生まれている。

　人間は『聖杯』を巡めぐって争うだけなのか、『聖杯』を探すことで国や人を見直すことができるのか、神はじっとこの空の向こうから見ているのかもしれない。

　──神様の考えなんて、私には分からないけど。

　今ルースが言った言葉が、エマ達の今後を決める指針だというのは分かった。

「ごちゃごちゃ考えすぎだろ。俺達がすることは『聖杯』を探すことだ。その最中にもしも間ま違ちがっていると思えることが出てきたら、そう声を上げればいいだけだし、それでもだめなら力ずくで解決すればいい」

　すっぱりと言い切ったバルトに、ルースが笑い声を上げた。

「バルトらしい答えだね。ちょっと物騒だけど、聞いてて気持ちがいいよ」

　褒ほめられても少しも嬉うれしそうな顔をしないバルトに、エマもこっそり笑えみを作る。

「よーし。俄が然ぜんやる気が出てきたよ。ねえ、ちょっと軽く走らせようか」

　ルースの提案にエマは頷うなずいて、ファルの首筋を撫なでた。

　道の向こうはどこまでも真っ直すぐ続いている。先がどうなっているのかはここからは見えない。不安ではあるが、だからこそ面おも白しろいとも言える。

　エマはファルに合図をした。

「走ろう。ファル」

　エマの相棒は、勇んで高らかに嘶いななく。風を切る疾しつ走そう感を身に感じながら、エマは三人の騎士と共に道の先を目指して、進んでいった。







　『星』を授かり、真に主に忠誠を捧げた騎士と少女。

　彼らの、『聖杯』を探す長い長い旅の第一歩が踏み出された。







　あとがき




　こんにちは。文野あかねです。

『アドリア王国物語』続巻をお届けいたします。前巻でローランドを出たエマ達が、今回はついに聖せい杯はい探しの旅に出で掛かけることとなりました。

　さて、前巻ではエマの周りはほとんど男性ばかりで、同年代の女性がいませんでした。しかし今回、ティアナという女性キャラクターが登場します。ということで、彼女にはエマと恋れん愛あい話で盛り上がってもらいました！　女の子同士ワイワイと仲良く話す場面が書きたいなあと思っていたので、とても楽しい時間でした。

　もちろん、エマとバルトの掛け合いや、エマとルースの掛け合いを考えるのも楽しいです。エマとバルトは、喧けん嘩かをしつつもどこかお互いを思い合う気持ちが出るように、でも『先生』のことがあるから適度に緊きん張ちよう感も出るように、と意識して書いていました。

　エマとルースは、本気で口説いているのかそうでないのか？　というギリギリなところを目指して書いていました。ちなみに、エマとレイとの会話は『妹とお兄ちゃん』がテーマです。とにもかくにも、色々と頭を悩なやませながらですが、楽しく書くことのできたキャラクター達でした。

　そんなキャラクター達を、美び麗れいでありつつ生き生きと描いてくださった天野ちぎり先生に、感謝申し上げます。送られてきたイラストはすべて、穴があくほど眺ながめてはうっとりしていました。今回もどんなイラストになるのか、楽しみにしています！

　担当様。今回も鋭するどい指し摘てきや励はげましなど頂き、感謝しています。担当様にはお世話になりっぱなしで、申し訳ない気持ちです。今回も、本当にありがとうございました！

　家族の皆様。時に遠くから見守り、時にダイレクトに感想を言ってくれたりと、絶ぜつ妙みような距離感で応おう援えんしてくれてありがとう。口ではなかなか言えませんが、感謝しています。

　連続刊行のフェアにて、感想を書いてくださった皆様。とても嬉しく、心が温かくなりました。読んでいる間中ずっと笑顔になって、皆様が与えてくれた言葉の力を嚙かみ締しめました。ありがとうございます。すごく元気を頂きました。

　そして今、この本を手に取ってくださった皆様に、心から感謝します。エマ達の冒ぼう険けんを、少しでも楽しく読んでいただけたら幸いです。

　では、またお会いできる日を祈いのって。





文野　あかね　　
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